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（
第
１
号
議
案
そ
の
１
）

【
令
和
元
年
度
事
業
報
告
関
連
】

Ａ
）
会
員
拡
大
並
び
に
組
織
強
化
活
動

◎
現
在
の
会
員
数
は
２
２
９
１
名
（
正

会
員
１
０
１
９
名
、
メ
ル
マ
ガ
会
員

１
２
７
２
名
）
で
前
年
度
末
よ
り
45
名

減
。
◎
『
総
会
』
令
和
元
年
６
月
８
日

に
開
催
、
参
加
者
70
名
。
北
大
Ｃ
Ｏ
Ｉ

リ
ー
ダ
ー
・
吉
野
正
則
氏
に
よ
る
講
演

を
開
催
。
題
目
は
「
北
海
道
大
学
と
産

学
地
域
連
携
「
Ｃ
Ｏ
Ｉ
：
食
と
健
康
」

〜
先
の
読
め
な
い
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
」

◎
『
新
社
会
人
歓
迎 

北
大
東
京
ジ
ン

パ
２
０
１
９
』
を
５
月
19
日
に
開
催
、

１
１
２
９
名
参
加
（
新
規
入
会
２
名
）。

◎
『
大
忘
年
会
』
を
11
月
30
日
に
明
治

屋
で
開
催
、
80
名
参
加
。
◎
交
流
勉
強

会
「
北
大
丸
の
内
カ
レ
ッ
ジ
」
を
情
報

産
業
エ
ル
ム
会
と
共
同
開
催
、
50
名
参

加
。
◎
Ｏ
Ｇ
会
を
８
月
14
日
、
10
月
19

日
に
開
催
。
◎
『
新
年
交
礼
会
』
を
１

月
10
日
に
開
催
、
77
名
参
加
。 

◎
『
産

業
別
エ
ル
ム
会
』
と
の
交
流
促
進
（
情

報
産
業
エ
ル
ム
会
、
食
品
産
業
エ
ル
ム

会
） 。
◎
各
学
部
の
東
京
同
窓
会
と
連
携

（
事
務
局
長
会
議
を
開
催
。
札
幌
農
学

同
窓
会
名
簿
の
電
子
化
に
協
力
）。 

◎『
ク

ラ
ー
ク
遺
徳
顕
彰
』（
10
月
27
日
に
多
磨

霊
園
墓
参
、
26
名
参
加
）。 

◎
エ
ル
ム
談

話
室
、囲
碁
ク
ラ
ブ
を
概
ね
毎
月
開
催
。

Ｂ
）
財
政
基
盤
の
強
化　

◎
繰
越
金
（
単

年
度
）
の
残
高
目
標
５
０
０
万
円
に
対

し
、
実
績
５
８
０
万
円
。
◎
中
長
期
会

計
繰
越
金
３
０
０
万
円
に
対
し
、
実
績

５
７
０
万
円
。
◎
『FRONTIER

』
広
告

収
入
の
増
強
に
向
け
、
個
人
寄
付
等
か

ら
の
収
入
増
を
図
っ
た
。

Ｃ
）
広
報
・
会
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

拡
充　

◎
会
報
誌
『FRONTIER

』
を
８

月
、
２
月
に
発
行
。
◎
会
員
募
集
チ
ラ

シ
の
卒
業
式
配
布
や
「
北
大
東
京
ジ
ン

パ
２
０
２
０
」
ポ
ス
タ
ー
の
学
内
掲
示
。

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充
実
（
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
情
報
シ
ン
ク
ロ

等
）。
◎『
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
』の
発
行
。

ネ
ッ
ト
会
員
の
拡
充
を
図
り
、
メ
ル
マ

ガ
会
員
21
名
増
（
前
年
比
）。
◎
北
大
生

涯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
（
大
学
が
卒
業
生

に
生
涯
利
用
で
き
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
付
与
）の
活
用
。◎
Ｓ
Ｎ
Ｓ（Facebook

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
）
の
組
織
的
な
活
用
を
図
る
。

Ｄ
）
募
金
・
産
学
連
携　

◎
産
学
連
携
に

向
け
大
学
・
企
業
の
橋
渡
し
を
実
施
し

た
。
◎
同
窓
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
寄
付
の
呼
び
か
け
。
◎
寄
付
講
座

（
法
学
部
）の
実
施
。
◎
大
学
発
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
。
◎
委
託
研
究
先
の
開

拓
と
大
学
（
公
共
政
策
大
学
院
な
ど
）

へ
の
紹
介
。
◎
北
大
資
金
の
効
率
的
な

運
用
（
北
大
財
務
）
に
対
す
る
サ
ポ
ー

ト
実
施
。

Ｅ
）
総
会
・
役
員
会
等
の
開
催　

総
会

１
回
（
６
／
８
）、
評
議
員
会
２
回
（
９

／
19
、
３
／
12
）、
理
事
会
４
回
（
９
／

19
、
12
／
５
、２
／
６
、３
／
12
）、
顧
問・

学
部
同
窓
会
事
務
局
長
会
議
１
回
（
２

／
６
）、
委
員
長
会
議
１
回
（
11
／
20
）。

Ｆ
）
委
員
会
の
組
織
の
強
化　
◎
各
委
員

会
の
役
割
・
機
能
の
再
整
理
、
体
制
強

化
。
◎
委
員
長
会
議
を
適
宜
開
催
し
、

各
委
員
会
の
機
能
強
化
と
体
制
充
実
を

推
進
。 

Ｇ
）
校
友
会
エ
ル
ム
の
支
援　

◎
東
京
同

窓
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
支
援
す

べ
く
各
委
員
会
で
活
動
。
◎
国
際
学
生

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
『Halt Prize

』
に

参
加
費
の
一
部
５
万
円
協
賛
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
告
知
に
協
力
。
◎

『
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
』
へ
の
フ
ェ
ロ
ー
候

補
を
紹
介
支
援
。
◎
本
学
主
催
の
進
学

相
談
会
、
並
び
に
交
友
会
エ
ル
ム
主
催

の
就
職
相
談
会
を
支
援
。

（
第
２
号
議
案
そ
の
１
）

【
令
和
２
年
度
事
業
計
画
】

Ａ
）
会
員
拡
大
並
び
に
組
織
強
化
活
動

①
組
織
・
交
流
委
員
会
は
同
窓
会
組
織

を
強
化
す
る
た
め
の
、
入
会
促
進
活
動
、

会
員
交
流
、
キ
ャ
リ
ア
向
上
等
に
寄
与
す

る
企
画
を
提
供
す
る
こ
と
を
活
動
目
的
と

す
る
。
会
員
の
新
規
入
会
や
継
続
の
た
め

に
、
会
員
で
あ
る
価
値
を
明
確
に
し
、
同

窓
会
の
存
在
魅
力
を
高
め
、
付
加
価
値
の

高
い
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
す
②

組
織
交
流
の
場
と
し
て
下
記
活
動
を
計
画

す
る
・
第
８
回
北
大
東
京
ジ
ン
パ
：
５
月

17
日
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コロ

ナ
の
影
響
に
よ
り
10
月
開
催
に
延
期
。
ギ

ネ
ス
世
界
記
録
挑
戦
の
企
画
を
実
施
し
、

か
つ
て
な
い
圧
倒
的
熱
狂
と
一
体
感
を
体

感
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
た
い
・
交

流
勉
強
会
の
開
催
：
学
び
な
が
ら
同
窓

生
同
士
の
交
流
で
き
る
場
提
供
の
た
め
、

年
２
回
開
催
を
予
定
。・Ｏ
Ｇ
会
の
開
催
：

年
１
回
の
開
催
を
予
定
③
新
年
交
礼
会

を
１
月
に
開
催
す
る 

④
産
業
別
エ
ル
ム
会

と
の
交
流
促
進（
情
報
産
業
、食
品
産
業
）

を
図
る 

⑤
校
友
会
エ
ル
ム
や
各
学
部
東

京
同
窓
会
と
の
連
携
強
化
（
学
部
同
窓
会

事
務
局
長
会
議
の
開
催
）
を
進
め
る
⑥
ク

ラ
ー
ク
遺
徳
顕
彰
（
多
磨
霊
園
墓
参
の
開

催
な
ど
）
を
実
施
す
る
⑦
エ
ル
ム
談
話
室

な
ど
の
勉
強
会
や
囲
碁
ク
ラ
ブ
な
ど
趣
味

の
集
ま
り
の
充
実
を
図
る

 

Ｂ
）
財
政
基
盤
の
強
化　

繰
越
金
（
単

年
度
）
残
高
５
０
０
万
円
の
維
持
・
確

保
を
目
標
と
す
る
。
②
中
長
期
会
計
繰

越
金
３
０
０
万
円
の
維
持
・
確
保
を
目

標
と
す
る
。
③
『FRONTIER

』
広
告
収

入
の
増
強
に
向
け
、
個
人
寄
付
等
か
ら

の
収
入
増
を
図
る
。

Ｃ
）
広
報
・
会
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
拡
充　

①
広
報
誌
『FRONTIER

』

を
８
月
、
２
月
に
発
行
す
る
。
②
会
員

募
集
チ
ラ
シ
や
「
北
大
東
京
ジ
ン
パ

２
０
２
１
」
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
掲
示
（
学
内
）、

チ
ラ
シ
作
成
等
会
員
を
拡
大
す
る
。
③

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充
実
化
を
図

る
（
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
情
報
シ

ン
ク
ロ
等
）。
④
『
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
』

の
発
行
を
す
る（
ネ
ッ
ト
会
員
の
拡
充
）。 

⑤
北
大
生
涯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
（
大
学

が
卒
業
生
に
生
涯
利
用
で
き
る
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
付
与
）
を
活
用
す
る
。
⑥

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（Facebook

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）
の
組
織
的

な
活
用
を
す
る
。

Ｄ
）
募
金
・
産
学
連
携　

①
産
学
連
携
の

サ
ポ
ー
ト
。
②
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
支
援
。
③
寄
付
講
座
の
企
画
と
大

学
へ
の
協
力
。
④
同
窓
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
お
け
る
寄
付
の
呼
び
か
け
。
⑤

同
窓
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
寄

付
の
呼
び
か
け
。
⑥
委
託
研
究
先
の
開

拓
と
大
学
へ
の
紹
介
。
⑦
北
大
資
金
の

効
率
的
な
運
用
サ
ポ
ー
ト
。

Ｅ
）
総
会
・
役
員
会
等
の
開
催　

詳
細
は

「
北
大
東
京
同
窓
会
令
和
２
年
度
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
」
参
照
。

Ｆ
）
委
員
会
の
組
織
の
強
化　

①
各
委
員

会
の
役
割
・
機
能
の
再
整
理
、
体
制
強

化
を
図
る
。
②
委
員
長
会
議
を
適
宜
開

催
し
、
各
委
員
会
の
機
能
強
化
と
体
制

の
充
実
を
推
進
す
る
。

Ｇ
）
校
友
会
エ
ル
ム
の
支
援　

①
東
京
同

窓
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
て
支
援
す

べ
く
、各
委
員
会
で
活
動
を
す
る
。
②『
新

渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
』
へ
の
フ
ェ
ロ
ー
候
補
を

紹
介
支
援
す
る
。 

③
本
学
主
催
の
進
学

相
談
会
並
び
に
交
友
会
エ
ル
ム
主
催
の

就
職
相
談
会
を
支
援
す
る
。

（
第
３
号
議
案
）

【
規
約
一
部
改
訂
】

　

副
会
長
の
任
期
に
関
し
て
、「
第
10
条 

役
員
の
任
期
」
を
次
の
よ
う
に
改
定
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
学
部
同
窓
会
の
意
向

を
反
映
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
長
補
佐

の
役
割
を
拡
充
し
、
同
窓
会
活
動
の
発

展
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

〔
改
定
案
〕

役
員
の
任
期
は
３
年
と
す
る
。
再
任
は

妨
げ
な
い
。
会
長
お
よ
び
副
会
長
は
、

夫
々
就
任
後
任
期
２
期
（
６
年
）
を
上

限
と
す
る
。

た
だ
し
、
学
部
同
窓
会
の
推
薦
す
る
副

会
長
の
任
期
は
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

現
行
規
約
と
の
比
較
は
９
Ｐ
下
段
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■日時：令和2年6月13日(土)12時半〜14時 
■場所：オー・プロヴァンソー（千代田区平河町）杉江和男前会長、横田浩新会長、 石川裕一副会長、沖崎遼監事 

菅埜誠総務委員長、松浦永治総務委員長、 島田久広報委員長、廣重晃以事務局出席者

　

本
年
の
総
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
集

合
開
催
で
は
３
密
状
態
と
な
り
、
ク
ラ

ス
タ
ー
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
極
め
て
少
人
数
で
の
開
催
と
し
ま

し
た
。
こ
の
前
段
で
３
月
12
日
の
評
議

員
会
、
理
事
会
に
つ
い
て
も
集
合
開
催

を
避
け
、
書
面
で
の
議
案
報
告
と
し
、

賛
成
並
び
に
委
任
状
多
数
に
よ
り
決
議

と
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
な
い
状
況
の
中
、
会
員
の
皆
さ

ま
や
評
議
員
並
び
に
理
事
監
事
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
く
中
で
進

め
る
こ
と
が
で
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

総
会
の
成
立
要
件
は
５
分
の
１
決
権
行

使
者
・
議
長
へ
の
委
任
者
を
含
む
）、
総

会
当
日
ま
で
に
議
決
権
行
使
者
１
７
４

名
、
委
任
状
提
出
者
２
８
９
名
が
お
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
会
員
数
１
０
１
９
名
の

５
分
の
１
を
満
た
し
、
総
会
は
成
立
し
、

議
案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
総
会
時
に
杉
江
会
長
が
任
期
満
了

と
な
る
の
で
、
１
月
10
日
に
会
長
候
補

指
名
委
員
会
を
開
催
、
横
田
浩
氏
（
Ｓ

60
年
経
済
学
部
卒)

を
推
薦
し
、
２
月

６
日
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令和2年度

東京同窓会 総会 
令和2年度

東京同窓会 総会 

令和2年度 東京同窓会 総会
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北海道大学東京同窓会  令和２年度  会長・副会長・理事・監事 

■は新任  ★は特命理事　　会長・副会長の丸数字は夫々の就任年数　　理事・監事の丸数字は評議員年数

北海道大学東京同窓会  令和２年度  委員会役員
■は新任　　丸数字は評議員の就任年数

■は新任　　　　★は特命理事

理事・監事の丸数字は評議員年数

会長 ■①横田　浩（経S60 ）

副会長 ④梶谷　辰哉（農林S50) ■①井上　修平（工S50） ⑦樋口 達夫（水Ｓ52）

★石川　裕一（法S54） ②弘田　裕（医S57） ■①志済　聡子（法S61）

理事 ⑮平田　更一（理植S44） ⑪及川　正規（工S47） ■⑬仲　裕（工機47）

④土屋　裕（薬S50） ⑨松谷　有希雄（医S50） ③菅埜　誠（経S52）

⑦松谷　寛（工電S52） ⑤菅野　彰一（工建S53） ⑪畠山　義彦（水産S55）

⑦福西　真（法S55） ■①小口　正範（法S53） ⑭大久保　英俊（法S56）

⑨畠山　昌則（医S56） ⑤福士　博司（工合化S57） ③廣重　勝彦（法S57）

■①横井　成尚（農S57） ②中村　秀治（工建S58） ■①近藤　伸一（工院S58）

②杉崎　順平（歯S60 ） ⑤島田　久（工S61） ⑨馬庭　透（電子S61）

⑪萱野　聡（法S62） ⑪高橋　寛（農S62） ⑨西野　順子（農院H1）

⑥橋本 大志（理H1） ■①浅田　清（歯H1） ⑭足立　直子（工電H2）

④今田　久美子（教H2） ⑭大西　裕子（文H3修） ②平野　友善（文H5）

⑩溝口　尚重（農H7） ■①松浦　永治（H8法） ⑩中田　裕康（文H15）

②原田　武志（工H19） ⑪杉山　美雪（経H20） ⑩常松　尚史（経H20）

⑥山田 尚大（工院H23） ④上満　研吾（経修H27）

（特命理事） ★野呂　忠一（薬S39） ★伊藤　洋（農生S48） ★石川　裕一（法S54）

監事 ⑩鷲田　千臣（農S58） ⑧向井　拓（法H5） ⑤沖崎　遼（法H21）

- 11 -

　　　　　　　　　　　　会長・副会長の丸数字は夫々の就任年数

北海道大学東京同窓会 令和２年度 役員・理事・監事　

北海道大学東京同窓会  令和２年度  スケジュール

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

1 総会 13日(土) 5日(土)

2 評議員会 17日(木) 18日(木)

3 理事会 17日(木) 3日(木) 18日(木) 18日(木)

4
顧問会議/ 学部同窓会
事務局長会議

18日(木)

5 新年交礼会 22日(金)

6 組織強化活動

　　ジンパ 予定 予定

　　ＯＧ会（期日未定）

　　交流勉強会
　（期日未定）

7 クラーク遺徳顕彰・墓参
18日(日)
霊園墓参

8 広報活動・会報誌発行
ﾌﾛﾝﾃｨｱ
発行

ﾌﾛﾝﾃｨｱ
発行

9
エルム談話室
＜毎月第1金曜日予定>

10 ホームカミングデー 26日(土)

11 校友会エルム総会 18日(木)

- 6 -

令和２年 令和３年度令和３年

北大東京同窓会　令和２年度スケジュール

■は新任

　 丸数字は評議員の就任年数

委員会名 委員長 副委員長 委　員

総務委員会 ③菅埜　誠（経S52） ⑭大久保　英俊（法S56） ⑪畠山　義彦（水S55）

（事務局） ■①松浦　永治（法H8） ⑧大野　隆明（水院H13） ⑪坂本　茂（経H13）

②平野　友善（文H5）

②渡辺　明日香（法H18）

■②西舘　卓人（経H23）

○米子　智裕（農H02)

組織・交流委員会 ■⑥山田　尚大（工院H23） ⑨西野　順子（農院H1） ⑥久野　和哉（経H24）

■④辻本　陽平（情報院H25） ⑨小中出　拓也（工院H23）

■④上満　研吾（経院H27） ④内山　壮（文H28）

■○後藤　さなえ（農Ｓ６３）

○川原　史識（農院H25）

○田村　康将（情報院H27）

○橋本　和大（水院H28）

○山本　淳博（環境院H30）

財務委員会 ⑪萱野　聡（法S62） ④上満　研吾（経院H27）

■②平野　友善（文H5） ○波田　大専（経H24）

広報委員会 ⑤島田　久（工金属S61） ⑫八谷　俊雄（法H2）

⑪高橋　寛（農S62） ④松永　千代（文H14）

⑤青山　千穂（農院H23）

④髙野　葵（環境科学院H25）

①浦崎稔史（Ｈ22工院）

①山本淳博（Ｈ30環境科学院）

○陣谷　義直（経S51）

情報処理委員会 ⑦松谷　寛（工電S52） ②中村　秀治（工建築S58） ⑪浜名　純（農S48）

③原田　武志（工土木H19） ③大久保　高樹（工合成H4)

⑩溝口　尚重（農H7）

③長谷川　健（理地惑H14）

○千葉　寛之（工情報院S63）

募金・産学連携委員会 ③廣重　勝彦（法S57） ②井上　修平（工Ｓ50） ⑪高橋　寛（農S62）

⑤菅野　彰一（工建S53） ⑪萱野　聡（法S62）

○杉江　和男（工院S45） ⑭大西　裕子（文修H3）

★石川　裕一（法S54） ⑩溝口　尚重（農H7）

⑪楯　裕史（法H10）

⑪坂本　茂（経H13）

⑪高橋　良佳（医H16）

⑪常松　尚史（経H20）

○永田　明（農S54）

クラーク遺徳顕彰・墓参 ⑮平田　更一（理植S44）

②清水　全生（工土木S45）

■①浅田　清（歯H1）

○前田　直寛（工土木S43)

○清水　慧（工衛生S43)

○関口　光雄（工土木S43）

（参考）委員会役員

令和2年度 東京同窓会 総会
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北海道大学東京同窓会  令和２年度  評議員（学部）一覧表北海道大学東京同窓会  令和２年度  評議員（世代）一覧表
学部 名前 就任

年数 理事 委員会 学部 名前 就任
年数 理事 委員会 学部 名前 就任

年数 理事 委員会

H30 2018 環境院 山本　淳博 1 広報委員会 H14 2004 文 松永　千代 4 広報委員会 S57 1982 工 福士　博司 4 理事

H29 2017 法 小島　恵太 3 H14 2004 理 長谷川　健 3 情報処理委員会 S57 1982 経済 井上　明 11

H26 2014 情報院 多田　宗弘 4 H12 2000 農 三浦　隆司 11 S57 1982 水 阿部　修司 6

H26 2014 環境院 宮佐　穂奈未 3 H12 2000 水産 前田 亘宏 9 S56 1981 農 佐藤　寛 9

H25 2013 情報院 辻本　陽平 4 組織・交流委員会副委員長 H10 1998 法 山本　剛 11 S56 1981 工院 岩瀬　徹哉 6

H25 2013 環境院 高野　葵 4 広報委員会 H10 1998 法 楯　裕史 11 募金・産学連携委員会 S55 1980 工 居駒　幹夫 11

H25 2013 環境院 楊　ジョウ 4 H10 1998 歯 上岡　理晴 11 S55 1980 水産 畠山　義彦 11 理事 総務委員会

H09 1997 工 山口　建章 11 S55 1980 工院 藤田　栄 11

小計 7 名 H07 1995 農 溝口　尚重 10 理事 情報処理委員会
募金・産学連携委員会 S57 1982 医 弘田　裕 11 副会長

H06 1994 法 高田　清志 11 S53 1978 工建 菅野　彰一 5 理事 募金・産学連携委員会副委員長

H06 1994 理 西川　達雄 11 S53 1978 工院 中島　敏夫 11

H24 2012 経 久野　和哉 4 組織・交流委員会 H05 1993 医 岩村　美佳 11 S53 1978 獣 境　政人 5

H24 2012 文修 彭　秀実 3 S51 1976 医 五十嵐 良雄 8

H23 2011 工院 山田　尚大 6 理事 組織・交流委員会委員長 小計 12 名 S50 1975 農 梶谷　辰哉 12 副会長

H22 2010 経済 中西　克彦 9 S50 1975 工 井上　修平 2 副会長 募金・産学連携委員会副委員長

H22 2010 工院 小中出　拓也 8 組織・交流委員会 S48 1973 農 浜名　純 11 情報処理委員会

H22 2010 工院 浦崎　稔史 1 広報委員会 H04 1992 工 高野　伸一 11 S48 1973 工 小山内　清潤 8

H21 2009 法 沖崎　遼 6 監事 H04 1992 工院 江原　猛 11 S47 1972 工 及川　正規 11 理事

H21 2009 工 宮田　康大 4 H04 1992 工 大久保　高樹 3 情報処理委員会 S46 1971 農 高島　章生 11

H20 2008 経済 杉山　美雪 11 理事 H02 1991 工院 黒田　政寿 11 S45 1970 工 鈴木　憲 11

H20 2008 経済 常松　尚史 11 理事 募金・産学連携委員会 H02 1990 経済 宇治原　里志 11 S45 1970 農 高橋　周 11

H20 2008 経済 田口　光輔 11 H02 1990 教育 今田　久美子 4 理事 S44 1969 工 石井　哲夫 11

H20 2008 工院 加藤　貴臣 11 H01 1989 工 松田　茂広 11 S42 1967 工 岡　隆次郎 11

H18 2006 経済 濱田　恵輔 11 H01 1989 工 山森　聡 11 S42 1967 医 伊藤　敦之 11

H19 2007 農院 鈴木　貴文 8 H01 1989 理 橋本　大志 6 理事

H19 2007 工 原田　武志 3 理事 情報処理委員会副委員長 S63 1988 法 石関　正浩 11 小計 24 名

H17 2005 法 山田　敏之 11 S63 1988 理 原澤　直子 11

H17 2005 工 酒井　美帆 11 S63 1988 医 根本浩一郎 5

H16 2004 理 増岡　弘之 11 S63 1988 工院 千葉　寛之 3 情報処理委員会

H16 2004 医 高橋　良佳 11 募金・産学連携委員会 S62 1987 法 萱野　聡 11 理事 財務委員会委員長
募金・産学連携委員会

H16 2004 水産 矢部　いつか 11 S62 1987 農 岡村　浩 11

H15 2003 文 中田　裕康 11 理事 S61 1986 工 島田　久 5 理事 広報委員会委員長

H15 2003 経済 西　孝一郎 9 S61 1986 理 中村　知道 9

S60 1985 工 臼田　亨 11

小計 22 名 S59 1984 工 岩崎　哲也 11

S58 1983 農 鷲田　千臣 11 監事

小計 20 名

合計 85 名

５０歳代

北海道大学東京同窓会　令和２年度　評議員（世代）一覧表

３０歳代

２０歳代 ４０歳代 ６０歳代以上

卒年卒年 卒年 学部
卒年

名前
就任
年数

理事 委員会
学部
卒年

名前
就任
年数

理事 委員会
学部
卒年

名前
就任
年数

理事 委員会

農学部 理学部 文学部

S48林 川喜多　進 12 S44植 平田　更一 15 理事 クラーク遺徳顕彰・墓参委員 H03文修 大西　裕子 14 理事 募金・産学連携委員会

S50農化 丹羽　弘 9 S52地鉱院 勝島　尚美 8 H05文 平野　友善 2 理事
財務委員会委員長
総務委員会

S51農化 戸田　信之 9 S59数学 鈴木　徹 13 H28文 内山　壮 4 組織・交流委員会

S57農化 横井　成尚 1 理事 H14地球 相澤　晃 12

S62農工 高橋　寛 11 理事
広報委員会委員長
募金・産学連携委員会

H19化 小坂　由紀 10 小計 3 名

S62農工 瀬戸山　洋介 13 小計 5 名

H1農院 西野　順子 9 理事 組織・交流委員会副委員長 教育学部

H18農研 伊藤 真吾 4 エ学部 H03教育 中島 樹生 10

H22生資 二木　智 9 S44機械 中原　豊 14

H21共生 鈴木　克昌 9 S45土木 清水　全生 2 クラーク遺徳顕彰・墓参委員 小計 1 名

H23院 青山　千穂 5 広報委員会 S47機械 留目　一英 9

S47機械 仲　　裕 13 理事 法学部

小計 11 名 S48建 足立　守 10 S50法 奥野　滋 9

S49建 中山 茂樹 8 S50法 新城　修 14

獣医学部 S50金属 山崎　信男 9 S53法 小口　正範 1 理事

S45獣医 采　　 孟 9 S52電子 松谷　寛 7 理事 情報処理委員会委員長 S55法 福西　真 7 理事

S59獣医 矢原　芳博 5 S52原子 大谷　武彦 13 S56法 高見　之雄 9

H11獣医 米久保 和樹 4 S52金属 升光　法行 9 S56法 大久保　英俊 14 理事 総務委員会 副委員長

S57土木 本多　清暢 11 S57法 廣重　勝彦 3 理事 募金・産学連携委員長

小計 3 名 S56合成 谷口　泰之 10 S61法 志済　聡子 8 副会長

S56土木 野田　徹 4 H02法 山口　公範 13

薬学部 S57電気 松尾　 望 9 H02法 八谷　俊雄 12 広報委員会

S49薬 近藤　達仁 9 S57土木 増田　 達 9 H03法 石橋　祐介 9

H50薬 土屋　裕 4 理事 S58院 近藤　伸一 1 理事 H05法 向井　拓 9 監事

S58建 中村　秀治 2 理事 情報処理委員会副委員長 H0８法 松浦　永治 1 理事 総務委員会委員長

小計 2 名 S60機械 石田　充 13 H18法 渡辺　明日香 2 総務委員会

S60機械 菊地　正武 13

医学部 S61電子 馬庭　 透 9 理事 小計 14 名

S50医 松谷　有希雄 13 理事 H02衛生 杉山　茂 1

S56医 畠山　昌則 9 理事 H01衛生 山本　有孝 1 経済学部

S58医 福島　亮治 9 H02電子 足立　直子 14 理事 S47経済 半崎　貴敏 9

S61医 大塚　吾郎 13 H03電子 鈴木　政直 5 S52経済 菅埜　誠 3 理事 総務委員会委員長

S61医 森　　清 13 H07合成 平畠　亘 11 S60経済 横田　浩 2 会長

H01医 杉森　裕樹 13 H07情科院 滝内　邦弘 5 S60経済 中井　啓之 9

H05医 松本　明郎 7 H15情科院 山田　将史 8 S61経済 松山　哲人 1

H13医 中田　勝巳 13 H17環境 跡部　泰子 12 H07経済 藤井　考先 9

H21資源 中山　卓人 5 H13経済 坂本　茂 11
総務委員会
募金・産学連携委員会

小計 8 名 小計 29 名 H23経 西舘　卓人 2 総務委員会

H27経院 上満　研吾 4 理事
組織・交流委員会副委員長
財務委員会

歯学部 水産学部

S60歯 杉崎　順平 2 理事 S52食修 樋口　達夫 8 副会長 小計 9 名

H01歯 浅田　清 1 理事 クラーク遺徳顕彰・墓参委員 S61食 中田　邦彦 9

H03食 釜谷　明 12

小計 2 名 H06食修 大野　隆明 8 総務委員会副委員長

小計 4 名

合計 91 名

S39薬 野呂　忠一 特命 理事 S48農生 伊藤　洋 特命 理事
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◇
東
京
同
窓
会
と
の
出
会
い

　

札
幌
農
学
同
窓
会
に
携
わ
っ
て
い
る

兄
か
ら
、
東
京
支
部
の
先
輩
を
紹
介
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

数
年
前
か
ら
北
大
東
京
同
窓
会
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

杉
江
前
会
長
の
後
任
の
お
話
は
、
会

長
候
補
指
名
委
員
会
よ
り
頂
戴
し
て
お

り
、
丁
重
に
お
断
り
し
て
き
た
の
で
す

が
、
そ
の
先
輩
方
か
ら
「
若
い
世
代
へ

の
転
換
の
た
め
」
と
い
う
強
い
お
勧
め

が
あ
り
、
僭
越
な
が
ら
引
き
受
け
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
務
局
と
し
っ
か
り
連
携
し
て
円

滑
、
活
発
な
同
窓
会
に
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
◇
同
窓
会
活
動
に
つ
い
て

　

大
学
を
盛
り
立
て
て
い
く
存
在
で
あ

り
た
い
で
す
し
、
会
員
の
方
に
は
何
ら

か
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
感
じ
て
も
ら
え

る
機
能
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
の
財
政
が
厳
し
く
な
る
中
、
国

か
ら
の
運
営
交
付
金
だ
け
で
従
来
の
研

究
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
困
難
に

な
り
、
現
場
で
は
苦
心
さ
れ
て
い
る
話

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
役
所
に
提
出
す

る
資
料
や
管
理
業
務
が
増
え
、
本
来
の

研
究
に
費
や
す
べ
き
時
間
が
削
が
れ
て

い
る
の
は
本
来
の
姿
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
大
学
は
本
来
、
研
究
と
人

材
供
給
が
目
的
で
す
。
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
産
学
連
携
委
員
会
の

活
動
な
ど
、
同
窓
会
と
し
て
も
い
ろ
い

ろ
な
形
で
大
学
を
後
押
し
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
考
え
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
北
大
の
存
在
意

義
と
か
、
北
大
で
学
ん
で
き
た
こ
と
の

意
義
を
も
う
一
度
認
識
で
き
る
よ
う
な

文
化
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
い
う
の
は
、
北

大
は
１
８
７
６
年
に
開
校
し
て
１
４
５

年
が
経
っ
て
ま
す
が
、
時
代
は
変
わ
っ

て
も
ク
ラ
ー
ク
博
士
が
唱
え
た
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
精
神
を
基
本
理
念
に
掲
げ
て
い

る
大
学
で
す
。
同
窓
会
で
も
そ
の
精
神

を
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

昨
今
の
新
卒
や
若
い
人
た
ち
は
優
秀

な
人
が
多
く
、
い
ろ
い
ろ
な
資
格
を
持
っ

て
就
活
を
行
い
、
転
職
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
技
能
は
仕
事
に
活
か
せ
る
の

で
、
資
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
越
し
た

こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
一
方
、
人

間
と
し
て
の
魅
力
や
人
格
、
本
質
的
な

こ
と
を
考
え
る
大
切
さ
が
忘
れ
ら
れ
が

ち
で
す
。
わ
た
し
は
常
々
そ
れ
を
磨
く

こ
と
を
怠
っ
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
ス
キ
ル
は
必
要
条
件
で
は
あ
る

け
ど
十
分
条
件
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
た
く
さ
ん
の

学
部
が
あ
り
、
多
様
な
考
え
方
が
混
在

す
る
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
で
す
。
自
分
の

学
生
の
頃
を
振
り
返
れ
ば
、
そ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
人
と
し
て
の
大
切
な
土
台
を

学
ん
で
い
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
で
も
「Boys be am

bitious!

」
に
憧

れ
て
入
学
す
る
学
生
も
多
い
で
し
ょ
う

し
、
４
年
間
で
多
少
な
り
と
も
そ
の
風

土
を
感
じ
取
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

北
大
の
良
さ
を
今
一
度
確
か
め
る
た

め
に
、
世
界
で
活
躍
さ
れ
た
偉
大
な
先

輩
た
ち
の
こ
と
を
知
り
、
大
先
輩
に
恥

ず
か
し
く
な
い
生
き
方
や
考
え
方
、
北

海
道
大
学
の
矜
持
を
学
ぶ
機
会
を
作
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
◇
愚
直
に
徹
し
た
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

　

わ
た
し
の
場
合
、
北
大
進
学
の
理
由

は
ほ
か
の
方
々
と
少
し
違
っ
て
い
ま
し

て
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
や
り
た
く
て
入

学
し
た
と
言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
（
笑
）。
で
も
入
部
し
て
み
る
と
練
習

は
か
な
り
厳
し
く
て
、
大
学
で
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
に
明
け
暮
れ
る
生
活
を
夢
見

て
入
部
し
た
も
の
の
、
思
い
描
い
て
い
た

以
上
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
漬
け
の
毎
日

で
し
た
。

　

国
内
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
発
祥
と
言

わ
れ
る
北
大
ス
ケ
ー
ト
部
は
、
イ
ン
カ
レ

上
位
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の

関
東
一
部
上
位
校
の
部
員
の
多
く
が
、

苫
小
牧
や
釧
路
で
小
学
生
の
時
か
ら
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
鍛
え
ら
れ
た
経
験
者

で
す
。
一
方
、
北
大
は
８
割
以
上
が
大
学

か
ら
始
め
た
素
人
集
団
。
勝
つ
た
め
に
、

一
に
も
二
に
も
ひ
た
す
ら
鍛
錬
す
る
、
と

い
う
の
が
ス
ケ
ー
ト
部
の
基
本
で
し
た
。

　

強
豪
校
の
経
験
者
た
ち
が
子
ど
も
の

頃
か
ら
大
学
に
入
る
ま
で
に
滑
っ
て
い

た
滞
氷
時
間
以
上
、
滑
る
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
、
真
駒
内
リ
ン
ク
で
４
０
０
ｍ

×
２
０
０
周
＝
80
㎞
の
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン

グ
練
習
を
一
週
間
行
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
一
回
の
練
習
で
滑
る
距
離
と

し
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
選
手

で
も
や
ら
な
い
も
の
で
、
リ
ン
ク
キ
ー

パ
ー
が
あ
き
れ
る
ほ
ど
で
し
た
（
笑
）。

　

そ
れ
で
も
関
東
一
部
校
に
は
テ
ク

ニ
ッ
ク
で
は
敵
わ
な
い
こ
と
は
一
目
瞭

然
。
我
々
は
、
華
麗
な
技
術
や
プ
レ
ー

を
求
め
ず
、
走
り
負
け
な
い
た
め
の
愚

直
な
練
習
を
行
い
、
試
合
中
は
常
に
相

手
に
プ
レ
ス
を
か
け
続
け
る
戦
術
に
徹

す
る
。
ス
ケ
ー
ト
部
で
は
そ
の
こ
と
を

４
年
間
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
◇
若
手
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

40
年
近
く
前
、
新
人
で
最
初
の
配
属

先
が
本
社
工
場
の
労
務
課
で
し
た
。
暫

く
の
間
、
先
輩
た
ち
の
議
論
に
全
く
つ

い
て
い
け
ま
せ
ん
、
正
直
焦
り
ま
し
た
。

毎
日
労
組
役
員
や
製
造
現
場
の
人
た

ち
と
交
流
・
議
論
す
る
こ
と
が
仕
事
で

し
た
か
ら
、
勉
強
は
専
ら
週
末
に
、
寮

の
部
屋
に
こ
も
っ
て
懸
命
に
や
り
ま
し

た
。
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に

か
議
論
に
加
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
徹
底
的
に
基
礎
知
識
を
叩
き

込
み
、
実
戦
で
理
解
を
深
め
る
、
そ
の

繰
り
返
し
で
し
た
。
こ
れ
が
私
の
社
会

人
の
原
体
験
で
す
。
ま
た
、
労
務
の
仕

事
を
通
じ
て
、
会
社
の
発
展
は
生
き
生

き
と
し
た
社
員
の
活
力
に
か
か
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
強
く
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

会
社
は
組
織
で
動
い
て
い
ま
す
が
、

困
難
な
局
面
を
打
開
し
て
い
く
の
は
、

個
々
人
の
力
量
の
総
和
で
あ
り
、
如
何

に
個
人
の
力
を
磨
い
て
い
く
か
が
極
め

て
重
要
で
す
。
こ
れ
は
団
体
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
と
通
ず
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス

は
常
に
天
か
ら
降
っ
て
き
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

む
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
勉
強
を
重
ね
、

人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
感
度

高
く
網
を
張
っ
て
い
る
か
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
「
実
践
し
た
人
」
が
最

後
に
成
功
す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
◇
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
こ
と

　

コ
ロ
ナ
禍
で
痛
切
に
考
え
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
は
、
人
類
が
ど
ん
な
に
進
歩
し

た
と
言
っ
て
も
、
自
然
の
力
に
は
敵
わ

な
い
、
自
然
界
の
循
環
と
調
和
で
き
な

け
れ
ば
生
存
し
え
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

19
世
紀
以
降
、
世
界
経
済
は
順
調

に
発
展
し
、
地
球
で
最
も
人
類
が
繁
栄

し
、
幸
せ
を
享
受
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
ら
は
化
石
燃
料
を
ベ
ー
ス
に
し
た

も
の
で
す
。
今
日
、
化
石
燃
料
か
ら
の

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
が
自
然
循
環
の
調
和
を

乱
し
、
温
暖
化
に
よ
り
自
然
災
害
や
感

染
症
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
人
類
の
未
来
は
破
滅
に

向
か
う
と
い
う
こ
と
が
、
今
回
の
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
強
烈
に
突
き
付
け
ら
れ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
み
れ

ば
、
脱
炭
素
に
向
け
て
の
明
確
な
戦
略

が
掲
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
抜
本
的
見
直
し
を
図
り
、
脱
炭

素
と
経
済
発
展
の
両
立
を
図
る
戦
略
を

早
急
に
進
め
、
世
界
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
の
い
る
会
社
に
お
い
て
は
、
以

前
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
転
換
を
計

画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
加
速

さ
せ
る
必
要
性
を
強
く
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
会
社
は
常
に
社
会
の
変

化
に
応
じ
て
変
革
し
続
け
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
課
せ
ら
れ

た
チ
ャ
ン
ス
だ
と
前
向
き
に
考
え
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
（
株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ

　
　
　
代
表
取
締
役 

社
長
執
行
役
員
）

◆東京同窓会 新会長挨拶

（H60・経）

　

６
年
間
会
長
職
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
杉
江
和
男
さ
ん
に
替
わ
り
、
令
和
２

年
度
よ
り
横
田
浩
さ
ん
が
新
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
総
会
が

開
催
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
広
報
委
員
会
が
新
会
長
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

同
窓
会
に
対
す
る
思
い
や
人
と
な
り
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

新
会
長
就
任  

横
田 

浩
さ
ん

東京同窓会
新会長挨拶
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綺
麗
・
楽
し
い
・
便
利
な
ど
の
価
値
は

永
遠
に
存
在
す
る
。
そ
の
時
代
に
合
っ

た
価
値
を
叶
え
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
、
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
秘
訣
で
あ
る
。

　

私
が
描
く
リ
ー
ダ
ー
は
、
自
分
で
旗

を
振
る
人
で
は
な
く
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
出

来
る
人
で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
は
、
志
・

信
念
を
持
ち
正
し
い
目
標
を
設
定
す

る
、
他
人
の
意
見
を
よ
く
聞
き
理
解
し

て
自
ら
行
動
す
る
、
公
平
公
正
、
私
利

よ
り
も
利
他
を
条
件
と
す
る
。
全
て
自

分
の
心
が
け
で
出
来
る
こ
と
で
難
し
く

は
な
い
。
そ
う
し
た
人
に
周
り
は
助
け

て
あ
げ
た
い
気
持
ち
を
抱
き
、
何
倍
も

の
知
恵
が
集
ま
る
も
の
だ
。

　

東
京
同
窓
会
は
、
若
い
同
窓
生
が
北

大
東
京
ジ
ン
パ
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
自
ら

企
画
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
。
千
人
以

上
の
催
し
は
、
志
、
熱
意
、
協
働
心
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
課
題
解
決

力
そ
し
て
利
他
の
精
神
が
無
け
れ
ば
成

り
立
た
な
い
。
そ
こ
で
培
う
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
、
人
と
の
繋
が
り
は
、
仕
事
の

場
面
で
は
得
ら
れ
な
い
価
値
を
生
み
出

す
契
機
に
な
る
と
私
は
信
じ
て
い
る
。

自
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
模
索
し
、
生
き
方

を
磨
く
上
で
、
同
窓
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
心
か
ら

願
う
。

　

参
考
文
献
：「
だ
か
ら
僕
は
船
を
お
り
た
」、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
第
10
章
」

よ
そ
者
の
目
で
眺
め
て
い
た
地
元
漁
師

に
助
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
船
を
降

り
る
苦
渋
の
決
断
を
し
た
。

　

自
分
の
存
在
価
値
は
何
か
、
地
域
に

恩
返
し
が
し
た
い
と
思
案
す
る
中
で
、

一
次
産
業
の
価
値
を
消
費
者
に
繋
げ
た

い
と
考
え
、
地
域
活
性
を
目
指
す
㈱

ノ
ー
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
創
設
。
地

元
の
子
供
に
農
・
林
・
水
産
業
の
価
値

を
伝
え
る
た
め
、
小
学
生
を
農
家
や
漁

師
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
こ
と
か

ら
始
め
た
実
学
教
育
は
、
今
で
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
〝
食
の
絆
を
育
む
会
〟
を
母
体

と
し
て
、
年
間
３
０
０
０
人
の
本
州
の

高
校
生
を
十
勝
に
招
く
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

事
業
に
発
展
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
酪
農
家
で
の
２
日
間
の
実
習

で
あ
る
。
乳
し
ぼ
り
や
糞
で
汚
れ
た
敷

き
藁
の
始
末
を
終
え
た
女
生
徒
が
、
帰

る
際
、「
乳
牛
の
一
生
は
人
間
の
よ
う
に

ゆ
っ
た
り
し
た
老
後
が
待
っ
て
い
る
訳

で
は
な
く
肉
に
な
る
」
と
聞
い
て
涙
を

流
し
た
と
い
う
。
こ
れ
こ
そ
が
目
指
す

本
当
の
教
育
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　

現
役
時
代
、
山
崎
製
パ
ン
の
飯

島
延
浩
社
長
か
ら
譲
っ
て
い
た
だ
き

社
長
室
に
貼
っ
て
い
た
経
営
学
の
父

風
景
と
の
対
話

別
れ
は
何
時
も
唐
突
に
訪
れ
る

　

こ
の
知
ら
せ
の
僅
か
２
ヶ
月
前
、
Ｔ

さ
ん
の
出
身
地
、
越
後
湯
沢
で
会
の
写

生
会
が
開
か
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

Ｔ
さ
ん
は
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

小
学
校
の
同
級
生
が
営
む
宿
に
泊
ま

り
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
、
谷
川
連
峰

の
一
つ
大
源
太
山
の
麓
や
土
樽
公
園
近

傍
で
の
写
生
を
堪
能
し
て
き
た
。

　

翌
年
、
秋
の
東
京
黒
百
合
展
へ
の
出

展
は
、
Ｔ
さ
ん
も
し
ば
し
ば
郷
里
の
川

を
描
い
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
鎮

魂
の
意
味
を
込
め
て
、
ス
ケ
ッ
チ
し
た

「
魚
野
川
」
を
10
号
の
油
彩
に
ま
と
め

た
。

　

展
覧
会
に
来
場
さ
れ
た
方
々
と
歓
談

し
て
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
魚
沼
を
流
れ
る
川
」
が
訛
っ
て
魚

野
川
に
な
っ
た
と
話
し
た
方
は
、
自

分
も
渓
流
釣
り
に
出
掛
け
た
の
は

「
こ
こ
だ
っ
た
」
と
言
わ
れ
、
水
質

と
水
量
が
魚
沼
地
方
の
産
業
の
基

盤
で
あ
る
こ
と
、
魚
影
が
濃
い
こ
と

を
話
し
て
く
れ
た
。
更
に
、
陸
上
の

瀬
古
選
手
を
育
て
た
恩
師
・
中
村
清

は
、
趣
味
の
渓
流
釣
り
に
来
た
こ
の

魚
野
川
で
足
を
滑
ら
せ
て
死
亡
し

た
の
だ
と
も
教
え
て
く
れ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
事
柄
を
何
も
知
ら
ず
に

描
い
て
い
た
が
、
恥
ず
か
し
か
っ
た
の

は
「
何
と
い
う
山
？
」
と
聞
か
れ
て
答

え
に
窮
し
た
事
だ
っ
た
。
ス
ケ
ッ
チ
の

場
所
か
ら
谷
川
岳
が
見
え
な
い
こ
と
は

知
ら
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
山
々

（
近
景
、
中
景
、
遠
景
と
も
に
）
の
名

前
は
全
て
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
急

ぎ
絵
の
写
真
を
撮
り
、
ス
ケ
ッ
チ
を
し

た
場
所
を
明
示
し
、
魚
沼
市
観
光
協
会

に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
み
た
。
す
る

と
、
す
ぐ
に
返
事
が
あ
り
、
送
っ
た
写

真
の
山
々
の
頂
き
か
ら
引
き
出
し
線
が

引
か
れ
、
全
て
の
山
の
名
前
が
手
書
き

さ
れ
て
い
た
。

　
（
ど
れ
も
初
め
て
知
る
名
前
ば
か
り

だ
っ
た
）

　

ま
た
、
い
つ
も
来
場
さ
れ
る
方
が
、

こ
の
絵
を
玄
関
に
飾
り
た
い
と
申
し
出

て
く
だ
さ
っ
た
。
も
と
も
と
Ｔ
さ
ん
へ

の
鎮
魂
を
意
図
し
た
も
の
な
の
で
、

Ｔ
さ
ん
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は

と
思
い
、
ご
厚
意
を
受
け
る
こ
と
に
し

た
。
展
覧
会
が
終
了
し
絵
の
発
送
を
終

え
て
間
も
な
く
、
玄
関
で
は
な
く
居
間

に
飾
っ
た
と
い
う
写
真
入
り
の
お
手
紙

を
頂
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
暫
く
経
っ
て
か
ら
の
こ

と
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
中
の
「
グ

レ
ー
ト
ト
ラ
バ
ー
ス
３
」
第
23
集
（
知

ら
れ
ざ
る
絶
景
）
を
観
て
い
た
。
こ
の

番
組
は
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
レ
ー
サ
ー
の

肩
書
を
持
つ
田
中
陽
希
（
36
歳
、
富
良

野
育
ち
）
が
、
三
百
名
山
全
て
の
完
全

人
力
踏
破
に
挑
戦
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
で
あ
る
。
23
集
は
尾
瀬
の
至
仏
山

か
ら
谷
川
連
峰
へ
抜
け
る
ル
ー
ト
だ
っ

た
。
谷
川
連
峰
の
縦
走
を
始
め
る
と
、

新
潟
側
か
ら
群
馬
側
へ
峰
を
越
え
勢

い
よ
く
流
れ
落
ち
て
い
く
雲
、
息
を
呑

む
絶
景
「
滝
雲
」
が
現
れ
た
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
始
め
た
頃
に
彼
は
、
連
峰
の

縦
走
が
厳
し
く
途
中
棄
権
し
た
と
の
こ

と
。
連
峰
と
い
う
の
は
谷
川
岳
に
続
く

万
太
郎
山
、
仙
ノ
倉
山
で
「
魚
野
川
」

で
描
い
た
遠
景
の
山
並
み
で
あ
る
。

　

今
回
、
厳
し
い
縦
走
を
果
た
し
、
若

い
時
の
苦
い
経
験
を
乗
り
越
え
た
表
情

は
晴
れ
や
か
だ
っ
た
。描
い
て
い
る
時
、

こ
の
遠
景
の
山
々
が
そ
れ
程
に
キ
ツ
イ

と
は
想
像
も
出
来
な
か
っ
た
。
自
分
が

縦
走
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、 

こ
の
番

組
で
図
ら
ず
も
疑
似
体
験
を
し
た
。

　

魚
沼
の
風
景
に
身
を
置
い
て
ス
ケ
ッ

チ
を
し
た
絵
が
、
い
く
つ
も
の
物
語
を

育
ん
で
く
れ
た
。
改
め
て
、
心
か
ら 

Ｔ
さ
ん
の
早
逝
を
悼
み
、
安
ら
か
な
ご

冥
福
を
祈
っ
た
。

　
「
別
れ
は
何
時
も
唐
突
に
訪
れ
る
」

と
言
わ
れ
る
。
東
京
黒
百
合
会
の
Ｔ
さ

ん
の
訃
報
が
届
い
た
の
は
平
成
30
年
の

夏
だ
っ
た
。
最
初
に
Ｔ
さ
ん
と
話
を
し

た
の
は
、
描
い
た
絵
の
巧
み
な
技
法
に

つ
い
て
質
問
を
し
た
時
で
あ
る
。

「魚野川」 油彩, P10, 2019/09

長
谷
川  

脩 

︵
昭
42
工
・
電
子
︶　

〈
左
手
前
〉
荒
沢
山
の
裾
野

〈
右
手
前
〉
タ
カ
マ
タ
ギ
の
裾
野

〈
中
景
左
〉
清
水
グ
ラ

〈
中
景
右
〉
北
ケ
ド
ノ
頭

〈
後
景
左
〉
左
か
ら

　
　

大
障
子
ノ
頭
、
万
太
郎
山

〈
後
景
右
〉
左
か
ら

　
　

エ
ビ
ス
大
黒
ノ
頭
、
仙
ノ
倉
山

　

　

私
の
生
ま
れ
故
郷
の
十
勝
郡
浦
幌
町

で
は
、
二
回
り
若
い
近
江
正
隆
氏
が
、

学
校
と
地
域
の
協
働
で
子
ど
も
が
夢
を

抱
く
町
〝
う
ら
ほ
ろ
ス
タ
イ
ル
〟
を
提

唱
。
今
年
は
、
北
大
理
学
部
か
ら
三
宅

草
一
朗
氏
を
新
人
で
迎
え
、
新
し
い
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
「
教
育
×
地
方
創
生
」
モ
デ
ル

を
着
々
と
実
践
し
て
い
る
。

　

子
供
の
頃
に
魚
釣
り
が
得
意
で
あ
っ

た
近
江
氏
は
、
目
黒
区
に
生
ま
れ
戸
山

高
校
に
進
ん
だ
が
、
自
分
ら
し
い
生
き

方
を
求
め
て
清
水
海
員
学
校
に
進
学
。

そ
の
後
北
海
道
に
渡
っ
た
。
漁
師
に
な

り
た
く
て
釧
路
か
ら
広
尾
、
苫
小
牧
、

渡
島
、
奥
尻
、
長
万
部
、
小
樽
の
漁
港

を
訪
れ
、
２
ヶ
月
間
、
テ
ン
ト
と
携
帯

コ
ン
ロ
だ
け
で
職
を
求
め
た
が
、
誰
に

も
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し「
一

度
で
も
船
酔
い
し
た
ら
ク
ビ
だ
」
と
言

わ
れ
拾
っ
て
く
れ
た
の
は
、
二
度
目
に

訪
れ
た
浦
幌
の
老
漁
師
だ
っ
た
。

　

網
を
上
げ
る
時
の
高
揚
感
、
消
費

者
に
新
鮮
な
シ
シ
ャ
モ
を
直
接
届
け
る

ネ
ッ
ト
通
販
で
充
実
し
た
17
年
を
過
ご

し
て
い
た
が
、
漁
の
最
盛
期
、
徹
夜
続

き
の
中
で
眠
気
に
襲
わ
れ
船
が
転
覆
。

Peter Drucker

の
ポ
ス
タ
ー
に
は
、

W
hat is our business?  W

ho is 
our custom

er? W
hat does our 

custom
er consider value? 

の
三
行

だ
け
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

　

私
が
勤
め
た
Ｄ
Ｉ
Ｃ
は
世
界
最
大
の

印
刷
イ
ン
キ
会
社
で
あ
り
、
圧
倒
的
な

市
場
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
た
に
も
拘
わ

ら
ず
、
Ｍ
＆
Ａ
で
欧
米
事
業
を
入
手
し

た
頃
か
ら
紙
用
の
印
刷
イ
ン
キ
の
需
要

が
低
迷
し
、
低
収
益
が
続
い
て
い
た
。

そ
れ
は
、
16
世
紀
か
ら
５
０
０
年
以
上

に
渡
っ
て
新
聞
・
雑
誌
が
市
民
に
情
報

を
提
供
し
て
き
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は

１
９
８
０
年
台
後
半
か
ら
パ
ソ
コ
ン
が

情
報
源
に
な
り
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。

　

１
０
０
年
以
上
に
渡
り
生
業
と
し

て
き
た
印
刷
イ
ン
キ
会
社
に
と
っ
て
、

Drucker

が
唱
え
る
価
値
は
新
た
な
道

を
示
唆
し
て
く
れ
た
。
消
費
者
が
求
め

る
価
値
は
情
報
で
あ
り
、
印
刷
物
や
情

報
機
器
は
そ
の
伝
達
手
段
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
色
彩
や
合
成
技
術
力
を
活
か
し

て
、
情
報
機
器
に
使
わ
れ
る
液
晶
化
合

物
・
顔
料
な
ど
の
Ｒ
＆
Ｄ
に
勢
力
を
集

中
。
幸
い
今
で
は
数
商
品
が
大
き
な
世

界
シ
ェ
ア
を
持
つ
に
至
っ
て
い
る
。

　

ど
ん
な
商
品
に
も
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

が
有
り
、
凄
い
モ
ノ
で
も
早
け
れ
ば
１

年
、
長
く
て
も
20
年
で
殆
ど
市
場
か
ら

消
え
て
い
く
。
新
し
い
商
品
の
開
発
目

標
を
モ
ノ
（
＝M

aterial

）
に
置
く
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
生
み
出
す
価
値

（
＝Value

）
に
置
け
ば
、
美
味
し
い・

前会長退任挨拶

前
東
京
同
窓
会
会
長  

杉
江 

和
男  
身
近
に
感
じ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

地
方
創
生
に
奮
闘
す
る

よ
そ
者 
リ
ー
ダ
ー　

 「
価
値
」こ
そ
仕
事
が
求
め
る
も
の

ト
ッ
プ
よ
り
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
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◆松田昌士さん追想の辞

　

こ
の
春
続
け
て
、
二
人
の
大
切
な
北

大
法
学
部
出
身
の
近
し
い
後
輩
を
失
っ

た
。
中
村
睦
男
さ
ん
と
松
田

昌
士
さ
ん
で
あ
る
。
中
村
さ

ん
は
、
小
生
の
副
学
長
を
務

め
て
く
れ
、
次
の
第
16
代
北

大
総
長
と
な
っ
た
、「
真
面

目
が
上
下
（
か
み
し
も
）
を

着
て
歩
い
て
い
る
よ
う
な
」

人
で
あ
り
、
憲
法
学
者
な
ら
さ
も
あ
ら

ん
と
い
う
、
小
生
に
は
驚
く
べ
き
人
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
松
田
昌
士

さ
ん
は
「
肝
っ
玉
が
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
を

着
て
歩
い
て
い
る
」
と
い
っ

た
ら
語
弊
そ
の
も
の
に
な

り
か
ね
な
い
が
、
到
底
小
生

の
よ
う
な
大
学
育
ち
に
は

想
像
も
つ
か
な
い
、
大
き
な

足
の
人
で
あ
る
。
し
か
も
、

新
制
大
学
院
が
出
来
た
ば

か
り
の
時
代
、
院
生
と
し
て
ロ
ー
マ
法

を
は
じ
め
と
し
て
、
す
ご
い
勉
強
を
し

た
人
で
あ
る
。

　

大
学
院
を
あ
ま
り
重
視
し
な
い
傾
向

に
あ
っ
た
法
学
部
で
、
本
格
的
に
学
問

を
志
し
た
時
期
を
持
っ
た
こ
と
が
、
彼

の
社
会
活
動
に
、
特
に
国
際
の
場
の
活

動
に
大
き
な
基
盤
を
与
え
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
折
に
触
れ
て
、
院
生
が

彼
一
人
の
大
学
院
で
、
あ
ら
ゆ
る
講
義

を
聴
く
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
、
懐
か

し
く
話
し
て
く
れ
た
の
を
思
い
出
す
。

　

小
生
が
北
大
１
２
５
周
年
事
業
を
進

め
た
折
り
、
親
身
に
な
っ
て
応
援
し
て

く
れ
た
同
窓
の
筆
頭
が
松
田
さ
ん
で
あ

る
。

　

子
供
の
頃
、
札
幌
駅
長
を
し
て
い
た

松
田
さ
ん
の
家
が
、
小
生
の
家
の
近
く

で
、
僕
は
彼
の
家
の
前
を
通
っ
て
札
幌

師
範
の
附
属
小
学
校
へ
、
彼
は
僕
の
家

の
前
を
通
っ
て
幌
西
小
学
校
へ
通
っ
て

い
た
と
思
う
。
新
宿
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

社
長
室
で
、
北
大
へ
の
応
援
を
頼
み
に

い
っ
た
と
き
に
、
記
念
に
も
ら
っ
た
駅

長
さ
ん
の
丸
い
時
計
（
国
鉄
仕
様
）
が

小
生
の
書
斎
の
あ
る
二
階
の
便
所
の
正

面
の
壁
に
20
年
来
下
げ
て
あ
り
、
朝
夕

に
松
田
さ
ん
と
対
面
し
て
い
る
。

松
田
昌
士
さ
ん
を
送
る

丹
保
憲
仁
（
Ｓ
30
・
工
）

北
海
道
大
学
名
誉
教
授
（
第
15
代
総
長
）

松
田
昌
士
さ
ん
を
偲
ん
で

北
海
道
知
事　

鈴
木
直
道

当
に
親
身
に
な
っ
て
応
援
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

国
鉄
改
革
に
取
り
組
ま
れ
た
松
田
会

長
は
、
夕
張
市
で
過
去
の
負
債
に
向
き

合
っ
て
な
ん
と
か
し
よ
う
と

悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
私
を
見

て
、
力
に
な
っ
て
や
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
だ
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

い
つ
も
道
民
の
皆
様
の
こ

と
を
気
に
か
け
て
く
だ
さ
っ

た
松
田
会
長
は
、
誰
よ
り
心
強
い
北
海

道
の
応
援
団
長
で
し
た
。
い
た
だ
い
た

エ
ー
ル
に
少
し
で
も
応
え
る
た
め
、
私

も
北
海
道
の
未
来
に
向
け
て
全
力
を
尽

く
し
て
い
き
ま
す
。

　

夕
張
市
長
に
な
っ
て
２
年
目
、
北
海

道
倶
楽
部
の
松
田
会
長
に
、
財
政
破
綻

し
た
夕
張
の
実
情
と
目
指
す
姿
に
つ
い

て
お
話
し
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
松
田
会
長
は
、
孫
く
ら

い
の
私
の
話
に
、
う
な
ず
き

な
が
ら
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ま
だ
経
験
の
浅

い
私
が
、
人
脈
が
な
く
て
苦

労
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
、
北

海
道
ゆ
か
り
の
政
財
界
の
方
々
が
集
ま

る
場
で
夕
張
を
Ｐ
Ｒ
す
る
場
を
設
け
て

い
た
だ
き
、
そ
の
後
も
、
ふ
る
さ
と
納

税
や
メ
ロ
ン
の
売
り
込
み
等
、
い
ろ
い

ろ
な
形
で
後
押
し
い
た
だ
く
な
ど
、
本

追
憶
の
記

田
中 

充
（
Ｓ
28
・
文
）

　

初
め
て
松
田
さ
ん
に
面
談
し
た
の

は
、
ボ
ク
が
勤
め
て
い
た
会
社
の
専
務

に
な
り
公
務
部
担
当
に
な
っ
た
と
き
で

し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
児
島
く
ん
に
紹
介
の

電
話
を
か
け
て
も
ら
っ
て
訪
ね
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
当
時
松
田
さ
ん
は
経
営

企
画
に
在
籍
し
て
い
て
国
鉄
民
営
分
割

化
の
３
人
の
中
心
で
し
た
。

左から３人目が松田さん（北大東京同窓会総会にて）
　

令
和
２
年
５
月
19
日
、
松
田
昌
士
さ
ん
が
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
御
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

松
田
さ
ん
が
東
京
同
窓
会
理
事
長
時
代
、小
生
は
総
務
委
員
長
で
し
た
。

こ
の
こ
と
よ
り
小
生
、
同
窓
会
広
報
委
員
会
、
事
務
局
の
廣
重
さ
ん
と
で

追
想
録
を
纏
め
る
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

生
前
、
松
田
さ
ん
と
交
友
の
深
か
っ
た
諸
氏
に
追
想
の
辞
を
書
い
て
頂

き
、
掲
載
順
は
丹
保
元
総
長
、
鈴
木
北
海
道
知
事
に
続
き
、
基
本
的
に
卒

業
年
度
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

松
田
さ
ん
の
数
々
の
御
功
績
を
偲
び
、
安
ら
か

に
お
や
す
み
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

合
掌 

笹
田
琢
夫 

（
Ｓ
36
・
法
）

1936年

1954年
1959年
1961年
1993年
2000年
2002年
2005年
2006年
2009年
2011年
2020年

北海道常呂郡野付牛町（現・北見市）に生まれる
当時、父親は野付牛駅（現:北見駅）に勤務
北海道札幌北高等学校卒業
北海道大学法学部卒業
北海道大学大学院法学研究科修了、国鉄に入社
同社代表取締役社長に就任
同社代表取締役会長に就任
道路関係四公団民営化推進委員会委員に就任（〜2003年）
全日本アマチュア野球連盟会長に就任
JR東日本代表取締役会長を辞し、取締役相談役に就任
北海道大学名誉博士
JR東日本嘱託に就任
肝臓がんのため死去、84歳。
政府は没後、従三位に叙するとともに旭日大綬章を追贈

井手正敬氏、葛西敬之氏と共に「国鉄改革3人組」と称
され、その筆頭として国鉄分割民営化に尽力した。
国鉄分割民営化は、中曽根内閣が実施した行政改革で、
日本国有鉄道（国鉄）を6つの地域別の「旅客鉄道会社」
と1つの「貨物鉄道会社」などに分割し、民営化するもの。
それらの会社は1987年（昭和62年）4月1日に発足した。
民営化後は、JR東日本の社長・会長を歴任し、道路関係
四公団民営化の委員として参画する等、当時の内閣総
理大臣・小泉純一郎が主導した聖域なき構造改革路線
において、民営化を成功させた立役者として活躍した。

【プロフィール】

松田昌士さん （まつだ まさたけ）

故 松田昌士さんを偲んで
元 北大東京同窓会理事長

（S36 法・修）
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が
国
鉄
改
革
や
北
海
道

の
自
立
な
ど
の
持
説
を

論
じ
る
と
皆
も
持
論
を

述
べ
喧
々
諤
々
と
語
り

合
う
。
中
で
も
先
輩
が

主
唱
す
る
首
都
圏
同
窓

会
の
強
化
や
同
窓
会
に

よ
る
北
大
独
法
化
支
援
に
は
皆
心
動
か

さ
れ
結
集
し
た
。
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
や

観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
も
北
大
と

郷
里
を
尊
ぶ
先
輩
の
発
案
だ
。
先
輩
の

先
見
力
と
構
想
力
に
何
度
感
服
し
た
こ

と
か
。

　

道
灌
山
の
会
食
か
ら
30
年
余
私
は
先

◆松田昌士さん追想の辞

　

と
こ
ろ
で
損
保
に
と
っ
て
国
鉄
は
、

国
鉄
が
国
有
企
業
で
あ
る
限
り
、
商
売

上
の
取
引
先
と
し
て
の
魅
力
は
さ
ほ
ど

な
く
、
職
員
の
住
宅
家
財
や
自
動
車
の

保
険
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
む

し
ろ
資
産
運
用
と
し
て
の
鉄
保
債
の
購

入
に
積
極
的
な
会
社
７
社
に
限
っ
て
、

細
々
と
損
保
取
引
を
や
っ
て
い
ま
し

た
。
従
っ
て
経
理
部
が
主
体
で
し
た

が
、
民
営
化
後
も
経
理
部
が
担
当
と
し

て
牛
耳
る
よ
う
な
風
で
し
た
。
当
社
は

単
独
で
の
鉄
保
債
は
購
入
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
経
理
部
か
ら
は
全
く
相

手
に
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
社
長
が
そ
の
と
き

の
運
輸
大
臣
の
橋
本
龍
太
郎
の
と
こ
ろ

に
尋
ね
て
み
る
か
と
の
話
に
な
り
、
二

人
で
大
臣
室
で
大
臣
に
面
談
し
た
記
憶

が
強
烈
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

大
臣
は
背
広
で
な
く
国
鉄
の
制
服
姿

で
執
務
し
て
い
ま
し
た
。
社
長
と
ボ
ク

の
意
見
は
一
致
し
て
い
ま
し
た
。
何
と

し
て
で
も
首
都
圏
を
含
む
今
の
Ｊ
Ｒ
東

と
取
引
し
て
お
き
た
い
、
そ
れ
に
は
国

鉄
内
の
誰
を
頼
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
を

大
臣
か
ら
聞
き
出
す
こ
と
が
訪
問
の
目

的
で
し
た
。
大
臣
は
言
下
に
「
そ
れ
は

松
田
君
し
か
い
ま
せ
ん
、
私
は
松
田
君

を
東
日
本
の
中
心
に
お
く
つ
も
り
で

す
。」
と
即
答
さ
れ
ま
し
た
。
大
臣
室

を
出
ま
し
た
ら
そ
こ
に
松
田
さ
ん
が
お

り
ま
し
た
の
で
社
長
を
紹
介
し
た
こ
と

も
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
何
度
訪
問

し
て
も
松
田
さ
ん
は
う
ん
と
も
す
ん
と

も
言
葉
が
な
か
っ
た
で
す
。
仕
方
な
い

か
ら
浦
和
の
社
宅
に
直
筆
の
下
手
な
字

で
願
い
の
文
章
を
書
き
送
っ
た
の
は
民

営
化
実
施
の
直
前
の
こ
と
で
し
た
。
国

鉄
最
後
の
日
も
部
長
と
国
鉄
内
を
挨
拶

し
て
回
り
ま
し
た
。

　

不
思
議
な
も
の
で
経
理
部
以
外
に
あ

ち
ら
こ
ち
ら
情
報
を
取
る
た
め
訪
問
し

て
い
る
と
、
同
情
で
し
ょ
う
か
当
社
シ

ン
パ
の
人
が
お
二
人
ほ
ど
お
ら
れ
ま
し

た
。
丁
度
、
国
鉄
本
社
の
玄
関
前
は
看

板
表
示
を
外
す
と
こ
ろ
で
、
マ
ス
コ
ミ

で
大
変
な
人
だ
か
り
で
し
た
。
経
理
部

を
含
め
挨
拶
周
り
を
終
え
て
ビ
ル
の
玄

関
を
出
る
と
き
、
部
長
に
こ
の
ビ
ル
へ

の
訪
問
も
こ
れ
が
最
後
だ
ね
と
話
し
た

こ
と
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
そ
の
翌
日
で
す
。
部
長
か
ら
新

会
社
の
取
り
引
き
損
保
に
入
っ
た
よ
う

で
す
と
の
知
ら
せ
が
入
り
、
そ
の
確
認

の
た
め
丸
の
内
に
飛
ん
で
い
き
ま
し

た
。
当
社
シ
ン
パ
の
人
の
話
で
は
Ｊ
Ｒ

東
の
役
員
会
で
経
理
部
か
ら
損
保
取
引

の
７
社
案
が
提
出
さ
れ
た
と
き
、
松
田

常
務
か
ら
当
社
の
推
薦
が
あ
り
、
他
社

の
推
薦
を
含
め
10
社
に
な
っ
た
と
の
内

緒
話
を
訊
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
田
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
飛
ん
で
行
っ

て
お
礼
を
申
し
上
げ
、
そ
の
時
、
終
生

の
尊
敬
す
る
友
と
し
て
付
き
合
い
を
お

願
い
し
よ
う
と
心
に
決
め
ま
し
た
。

　

北
大
同
期
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
児
島
、
日
本

リ
ー
ス
の
佐
々
木
と
一
緒
に
交
流
し
て

い
る
「
北
門
会
」
に
松
田
さ
ん
も
入
っ

て
も
ら
い
、
そ
の
こ
と
が
北
大
東
京
同

窓
会
の
理
事
長
を
児
島
君
の
あ
と
松
田

さ
ん
が
引
き
受
け
た
経
緯
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

　

松
田
さ
ん
が
理
事
長
に
な
っ
て
か
ら

は
ホ
テ
ル
エ
ド
モ
ン
ト
で
「
エ
ド
モ
ン

ト
会
」
と
称
し
て
、
広
く
北
大
出
身
者

を
は
じ
め
道
産
子
の
方
と
の
交
流
会
を

開
催
し
た
こ
と
も
よ
い
想
い
出
に
な
り

ま
す
。
惜
し
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

先
輩
の
酒
宴
は
活
気
に
満
ち
る
。
集

う
は
児
島
Ｎ
Ｔ
Ｔ
社
長
や
高
秀
横
浜
市

長
な
ど
の
同
窓
生
に
産
官
学
の
国
を
想

い
北
海
道
を
愛
す
る
多
士
済
々
。
先
輩

　

松
田
さ
ん
と
私
は
、
昭
和
30
年
に
北

大
に
入
学
し
た
同
期
の
桜
で
あ
る
。
彼

は
法
学
部
、
私
は
工
学
部
だ
っ
た
の

で
、
在
学
中
の
交
わ
り
は
な

か
っ
た
。
互
い
に
経
営
者
と

し
て
社
会
的
に
活
躍
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
場
で
親
し
く
交
わ
り
を
持

つ
様
に
な
っ
た
。

　

北
大
の
関
係
で
は
、
北
大

の
独
立
法
人
化
を
前
に
し
て
、
そ
の
在

り
方
を
審
議
す
る
「
北
大
運
営
諮
問
委

員
会
」
や
「
ク
ラ
ー
ク
記
念
財
団
理
事

会
」で
ご
一
緒
し
、ま
た
同
窓
会
で
は
、

「
北
大
東
京
同
窓
会
」
や
「
北
大
連
合

同
窓
会
」
で
、
彼
が
理
事
長
の
時
に
、

私
は
副
理
事
長
と
し
て
そ
の
運
営
に
携

わ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
場
で
は
、
松
田
さ
ん
は
、

殆
ど
自
分
の
意
見
を
出
さ
ず

に
「
ま
あ
、
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
の
」
と
言
っ
て
、
皆
に
闊

達
な
意
見
を
出
さ
せ
て
い

た
。

　

国
鉄
改
革
で
辣
腕
を
振

る
っ
た
松
田
さ
ん
や
道
路

公
団
民
営
化
委
員
と
し
て
政
府
の
施

策
に
立
ち
向
か
っ
た
時
の
松
田
さ
ん

と
の
違
い
に
彼
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
を
感
ず
る
こ
と
し
ば
し
ば
で
あ
っ

た
。
太
い
人
生
を
走
り
ぬ
い
た
偉
大

な
男
で
あ
っ
た
。

松
田
昌
士
さ
ん
を
偲
ぶ

沢 

邦
彦
（
Ｓ
34
・
工
）

　

帝
国
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
で
「
オ
ー
イ
、

横
ち
ゃ
ん
！
」
の
大
声
に
驚
い
て
振
り

向
い
た
。

　
「
何
だ
松
ち
ゃ
ん
か
！
相

変
わ
ら
ず
元
気
だ
な
。」
と

答
え
た
ら
、
周
り
の
空
気

が
固
ま
っ
た
。
全
盛
時
代

の
松
田
社
長
が
そ
こ
に
居

た
。
あ
っ
、
こ
の
人
は
偉

い
人
な
ん
だ
と
反
省
し
た
。

　

北
大
連
合
同
窓
会
で
協
働
し
た
が
、

卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
流
石
、

超
一
流
の
経
営
者
で
あ
り
思
想
家
で
も

あ
る
と
感
じ
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

北
大
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金
を
開
き
反

応
を
問
え
ば
、未
だ
醵
金
な
し
と
云
う
。

最
初
は
会
長
に
頼
む
と
言
え
ば

「
俺
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
君
が

や
れ
！
」
と
宣
う
。
渋
々
出
し

た
結
果
が
「
醵
金
第
一
号
」
と

し
て
、
今
で
も
名
札
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
（
彼
の
配
慮
）。

　

国
鉄
民
営
化
時
代
、
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
で
一
年
半
程
暮
ら
し
た
話
で

「
高
級
ホ
テ
ル
よ
り
新
宿
の
小
便
臭
い

居
酒
屋
が
や
た
ら
懐
か
し
か
っ
た
」
と

庶
民
感
覚
を
中
心
に
し
た
人
生
観
を
披

瀝
し
て
い
た
。

　
５
月
19
日
、松
田
昌
士
（
マ
サ
タ
ケ
）

元
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
長
の
逝
去
の
報
に
接

し
、
し
ば
し
言
葉
が
出
な
か
っ
た
。
顧

み
れ
ば
昭
和
32
年
４
月
に
遡

る
。
石
川
は
神
戸
高
校
柔
道

部
出
身
で
３
年
間
柔
道
に
ま

い
進
、
１
年
浪
人
の
後
、
北

大
に
合
格
。
下
宿
を
探
し
て

く
れ
た
大
崎
恵
治
学
生
課
長

（
柔
道
部
先
輩
）
の
紹
介
で

柔
道
部
へ
入
部
。

　

入
部
す
る
な
り
６
月
に
開
催
予
定
の

七
帝
戦—

東
大
七
徳
堂—

（
現
在
は
七

大
学
柔
道
優
勝
大
会
）
に
向
け
て
毎
日

猛
練
習
が
続
い
た
。
そ
ん
な

猛
練
習
と
は
関
係
な
く
週
２

回
だ
け
練
習
に
来
る
白
帯
の

２
年
先
輩
が
い
た
。
法
学
部

で
猛
烈
に
勉
強
し
て
い
る
と

い
う
松
田
さ
ん
で
、
数
回
相

手
を
し
た
が
黒
帯
２
段
の
石

川
で
は
相
手
に
な
ら
な
か
っ
た
。

　

周
り
の
先
輩
た
ち
も
無
理
強
い
も
せ

ず
勉
学
に
励
む
よ
う
に
勧
め
て
い
た
感

が
あ
り
、
勉
学
が
似
合
う
部
員
で
、
人

柄
も
明
る
く
皆
が
気
を
使
っ
て
遠
慮
し

て
い
た
。
し
ば
ら
く
の
後
、
引
退
さ
れ

松
田
先
輩
を
悼
む

石
川
三
千
雄
（
Ｓ
36
・
工
）

昭和32年頃の北大柔道場

輩
か
ら
薫
陶
を
受
け
て
き
た
。

先
輩
が
説
く
北
海
道
に
で
き
る

こ
と
。
道
内
酪
農
の
国
際
競
争

力
向
上
に
臨
ん
で
い
た
私
の
答

え
は
、
内
地
向
け
牛
乳
の
道
内

加
工
、
チ
ー
ズ
工
場
新
設
、
そ

し
て
北
大
で
の
乳
研
究
支
援

だ
。
も
ち
ろ
ん
同
窓
会
発
展
に
も
尽
力

さ
せ
て
頂
い
た
。

　

嗚
呼
悲
し
い
か
な
！
去
る
２
月
３
日

の
酒
席
が
歓
談
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
な
る

と
は
。
陰
に
陽
に
支
え
て
頂
い
た
松
田

先
輩
に
深
く
感
謝
し
、
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。

豪
傑
の
士
　
松
田
昌
士
先
輩

中
山 

悠
（
Ｓ
35
・
農
）

株
式
会
社
明
治 

名
誉
顧
問

松
田
昌
士
氏
を
悼
む

横
山 

清
（
Ｓ
35
・
水
産
）

株
式
会
社
ア
ー
ク
ス 

代
表
取
締
役
社
長

　
「
風
の
噂
で
は
元
気
の
様
だ
ネ
、
ま
だ

や
っ
て
い
る
の
か
」
と
年
賀
状
の
添
書
が

最
後
の
便
り
で
あ
っ
た
。

　
「
横
ち
ゃ
ん
元
気
か
！
！
」
偉
丈
夫
の

声
が
聞
け
な
い
残
念
無
念
。「
松
ち
ゃ
ん

安
ら
け
く
お
眠
り
あ
れ
」
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◆松田昌士さん追想の辞

松
田
さ
ん
を
偲
ん
で

村
住
直
孝
（
Ｓ
38
・
経
）

　

松
田
先
輩
、
本
当
に
尊
敬
す
べ
き
先

輩
で
し
た
。

　

永
年
、
公
私
に
渡
り
大
変
お
世
話
に

な
り
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　

公
の
面
で
は
、
27
年
前
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
民
営
化
の
た

め
、
株
式
公
開
し
上
場
し
た

際
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、

松
田
先
輩
の
優
れ
た
経
営
者
と
し
て
の

一
面
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
先
輩
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
社
長
、
小

生
は
引
受
主
幹
事
の
野
村
證
券
法
人
担

当
役
員
で
し
た
が
、
こ
の
上
場
は
公
開

価
格
38
万
円
に
対
し
上
場
初
値
は
60
万

円
と
大
成
功
で
し
た
。
そ
の

時
の
松
田
社
長
の
自
信
に

満
ち
た
中
に
も
安
堵
し
た

表
情
は
印
象
的
で
し
た
。

　

上
場
企
業
は
、
国
内
外
の

機
関
投
資
家
に
毎
年
会
社

説
明
会
を
社
長
自
ら
行
う

の
が
通
例
で
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
上
場

の
翌
年
、
松
田
社
長
と
幹
部
役
員
が
ロ

ン
ド
ン
で
説
明
会
を
行
っ
た
際
、
小
生

も
案
内
役
で
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
説
明
会
の
内
容
は
当
然
大

変
充
実
し
た
も
の
で
し
た
が
、
そ
の

後
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
昼
食

会
で
は
、
社
長
自
ら
一
人
で
外
人
投

資
家
の
中
に
入
り
、
当
時
あ
ま
り
得

意
と
は
言
え
な
い
英
語
で
堂
々
と
真

摯
に
質
問
に
応
え
、
こ
れ
で
す
っ
か

り
松
田
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
投
資
家
も

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
加
え
て
、

当
時
幹
部
の
方
々
は
、
ロ
ン
ド
ン
の

食
事
に
慣
れ
ず
、
睡
眠
も
取
れ
ず
悩

ん
で
い
る
中
、
松
田
社
長
は
良
く
食

べ
、
良
く
飲
み
、
良
く
眠
り
、
閑
が

あ
れ
ば
囲
碁
を
打
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
で
、
日
本
男
児
こ
こ
に
在
り
と

い
う
風
情
で
、
我
社
の
ス
タ
ッ
フ
も

感
心
し
き
り
で
し
た
。

　

松
田
さ
ん
、
立
派
な
経
営
者
、
頼

り
に
な
る
先
輩
、
ゆ
っ
く
り
お
休
み

下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　
松
田
昌
士
氏
の
訃
報
に
接
し
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
大
切
な
方
を
喪
く
し
ま
し
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
、
失
わ
れ
た
時
代
に
あ
っ

て
、
身
命
を
賭
し
て
、
国
、
社
会
に
貢
献

さ
れ
た
、
日
本
を
代
表
す
る
実
業
家
・
経

営
者
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

北
大
の
先
輩
と
し
て
心
か
ら

敬
服
し
て
お
り
ま
し
た
。
残

念
の
極
み
で
す
。

　

国
鉄
分
割
民
営
化
へ
の
尽

力
、
そ
の
後
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

社
長
・
会
長
と
し
て
の
経
営
を
は
じ
め
と

し
て
、
日
本
の
失
わ
れ
た
時
代
に
あ
っ
て

の
孤
軍
奮
闘
ぶ
り
は
確
と
し
た
国
家
観
、

歴
史
観
、
倫
理
観
な
し
に
は
語
れ
る
こ
と

で
は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
親
し
く
し
て
も
ら
っ
た
の
は
15
年

位
前
か
ら
で
す
が
、
大
学
の
在
り
方
、
重

要
性
に
つ
い
て
も
、
情
熱
を
も
っ
て
教
え

て
戴
き
ま
し
た
。
当
時
の
佐
伯
浩
総
長
と

の
コ
ン
ビ
も
よ
く
、
北
大
の
同
窓
会
を
統

一
し
て
連
合
同
窓
会
と
し
て

の
大
学
支
援
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
北
大

校
友
会
エ
ル
ム
の
源
流
を
築

い
た
の
は
ま
さ
し
く
松
田
氏

と
佐
伯
先
生
で
あ
り
ま
す
。

心
に
銘
し
て
お
り
ま
す
。

　
松
田
氏
は
ま
た
、
そ
の
人
生
に
お
け
る

出
処
進
退
も
極
め
て
潔
い
も
の
で
し
た
。

一
流
の
教
養
人
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

故 

松
田
昌
士
様
を
偲
ん
で

樋
口
達
夫
（
Ｓ
52
・
水
産
・
修
）

大
塚
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

兼 

Ｃ
Ｅ
Ｏ

　

大
先
輩
の
松
田
昌
士
様
が
、
５
月
19

日
に
逝
去
さ
れ
た
と
い
う
訃
報
に
接
し

大
変
驚
き
ま
し
た
。
ご
家
族
の
方
々
の

お
悲
し
み
は
如
何
許
り
か
と
お
察
し
致

し
ま
す
。
お
通
夜
に
参
列
し
、
松
田
昌

士
様
と
対
面
し
ま
し
た
時
、
こ
れ
ま
で

経
営
者
と
し
て
多
く
の
ご
教
授
を
頂
い

た
こ
と
が
蘇
り
、
改
め
て
感
謝
の
気
持

で
あ
っ
た
が
、
後
輩
の
昇
進
の
時
に

は
、
お
祝
い
の
場
を
セ
ッ
ト
す
る
の
み

な
ら
ず
、
後
輩
の
業
績
の
向
上
に
も
力

を
貸
す
こ
と
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

　

松
田
さ
ん
の
旅
立
は
、
私
に
と
っ
て

は
正
に
「
巨
星
墜
つ
」
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　

松
田
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
安
ら
か
に
お
休
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　
「
こ
れ
か
ら
は
基
幹
総
合
大
学
北
大

に
観
光
学
だ
よ
」
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
牽
引

さ
れ
て
き
た
松
田
氏
の
母
校
北
大
の
経

営
協
議
会
に
お
け
る
発
言
で
あ
る
。

　

平
成
16
年
４
月
か
ら
国
立
大
学
は
法

人
化
さ
れ
、
大
学
運
営
に
も
そ
れ
ぞ
れ

が
独
創
性
を
持
つ
企
画
運
営
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
組

織
で
は
総
長
以
下
運
営
の
中

心
的
役
割
を
果
た
す
経
営
協

議
会
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ

に
は
メ
ン
バ
ー
の
半
数
は
外

部
か
ら
任
命
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
当
時
、
中
村

睦
男
総
長
の
も
と
で
編
成
さ
れ
た
法
人

化
第
１
期
の
経
営
協
議
会
で
松
田
昌
士

先
輩
と
ご
一
緒
す
る
機
会
を
得
た
。
以

来
、
お
会
い
す
る
た
び
に
い
ろ
い
ろ
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

法
人
化
に
伴
っ
て
、
国
立
大
学
は
、

そ
の
運
営
に
総
長
以
下
大
変
な
ご
苦
労

の
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
特
徴
あ
る
大

学
院
の
編
成
な
ど
様
々
な
新
機
軸
の
議

論
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
我
が
国
の
主

力
産
業
に
も
な
る
観
光
業
に
お
い
て
、

特
に
北
海
道
大
学
は
ま
ず
そ
の
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
機
関
を
置
く
に
ふ
さ
わ
し

い
環
境
で
あ
る
と
熱
く
述
べ
ら
れ
て
い

た
。
大
学
院
組
織
・
高
度
観
光
学
研
究

セ
ン
タ
ー
実
現
（
平
成
18
年
度
設
置
）

に
は
大
変
な
貢
献
を
さ
れ
た

と
聞
く
。
北
大
連
合
同
窓
会

の
立
ち
上
げ
、
東
京
駅
サ
ピ

ア
タ
ワ
ー
へ
の
北
大
東
京
オ

フ
ィ
ス
・
東
京
同
窓
会
事
務

局
の
移
転
、
い
ず
れ
も
松
田

さ
ん
の
熱
い
言
葉
を
思
い
出

さ
せ
る
。

　
「
母
校
北
大
は
同
窓
生
一
同
で
支
え

る
べ
し
」
と
お
会
い
す
る
た
び
に
話
さ

れ
て
い
た
有
言
実
行
松
田
先
輩
の
声
を

聞
く
こ
と
が
叶
わ
な
く
な
っ
た
の
は
誠

に
寂
し
い
。

　

豪
気
で
そ
し
て
繊
細
な
松
田
昌
士
先

輩
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

た
が
大
学
院
に
進
ん
だ
と
い
う
話
を
聞

い
た
。

　

そ
の
後
、
松
田
昌
士
先
輩
の
消
息
を

知
っ
た
の
は
、
昭
和
60
年
前
後
の
「
国

鉄
改
革
３
人
組
」
の
中
心
人
物
と
い

う
こ
と
で
思
い
だ
し
た
。
き
っ
と
国
鉄

改
革
は
命
が
け
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

と
。
毎
年
発
行
さ
れ
る
会
報
「
北
大
柔

道
」
に
は
松
田
先
輩
の
入
学
年
度
は
記

さ
れ
て
い
て
も
住
所
・
連
絡
先
は
空
欄

で
あ
っ
た
。

　

再
度
お
会
い
し
て
親
し
く
話
を
し
た

の
は
平
成
15
年
５
月
23
日
の
ホ
テ
ル
エ

ド
モ
ン
ト
の
エ
ル
ム
会
・
東
京
同
窓
会
の

会
場
で
同
窓
会
の
理
事
長
時
代
で
あ
っ

た
。
懇
親
会
の
席
上
で
柔
道
部
の
練
習

に
つ
い
て
話
し
た
と
こ
ろ
、
全
て
一
致
し

た
。
そ
の
後
エ
ル
ム
会
は
解
散
、
東
京

同
窓
会
に
一
本
化
さ
れ
、
平
成
19
年
に

は
東
京
駅
に
隣
接
す
る
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー

10
階
へ
高
田
馬
場
か
ら
移
動
で
き
た
の

も
松
田
さ
ん
の
お
陰
か
と
思
っ
て
い
る
。

巨
星
墜
つ
！

五
十
嵐
三
津
雄
（
Ｓ
38
・
法
）

　

コ
ロ
ナ
騒
動
の
中
、
松
田
先
輩
は
忽

然
と
旅
立
た
れ
た
。
松
田
さ
ん
は
先
輩

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
私
達
北
大
Ｏ

Ｂ
の
正
に
〝
希
望
の
星
〟
で
あ
っ
た
。

　

初
め
て
松
田
さ
ん
に
お
会
い
し
た

の
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
社

長
室
で
あ
っ
た
。
当
時
、

私
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
再
編
成
（
分

割
）
問
題
」
の
責
任
者
と

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
受
け
て
い
る
時

で
あ
っ
た
。
既
に
国
鉄
の

民
営
化
を
成
し
遂
げ
て
い
た
松
田
さ

ん
に
教
え
を
乞
う
べ
く
訪
ね
た
の
で

あ
っ
た
。

　

松
田
さ
ん
曰
く
、「〝
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
分
割

問
題
〟
は
、
民
営
化
し
た
後
に
分
割
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
複
雑
・
困
難
に
し

て
い
る
。
先
に
分
割
あ
り
き
で
、
分

割
・
民
営
化
の
手
順
で
や
る
べ
き
で

あ
っ
た
。」
と
指
摘
さ
れ
、
国
鉄
の
民

営
化
を
推
し
進
め
た
体
験
論
を
展
開
さ

れ
た
。

　

管
理
体
制
が
崩
壊
し
、
職

場
規
律
が
緩
み
、
ス
ト
ラ
イ

キ
を
繰
り
返
し
て
、
国
民
か

ら
怨
嗟
の
声
が
上
が
っ
て
い

た
国
鉄
を
蘇
ら
せ
た
の
は
、

正
に
松
田
さ
ん
の
「
百
万
人

と
い
え
ど
も
我
行
か
ん
！
」

と
の
強
い
信
念
の
も
の
に
、
飽
く
な

き
改
革
精
神
と
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
行

動
力
が
国
鉄
民
営
化
へ
と
導
い
た
も

の
と
思
う
。

　

ま
た
、
一
方
、
後
輩
の
面
倒
見
が
よ

く
、
私
の
郵
政
次
官
就
任
の
時
も
そ
う

左から笹田さん・村上さん・中村先生・松田さん・村住さん

松
田
昌
士
　
大
先
輩
を
想
う

柹
田 

章
（
Ｓ
38
・
医
）

北
里
大
学
名
誉
教
授

松
田
昌
士
氏
を
偲
ん
で

數
土
文
夫
（
Ｓ
39
・
工
）

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 
名
誉
顧
問
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ど
集
中
投
資
を
行
っ
て
い
る
。」ま
た
、

「
運
行
中
誰
で
も
安
全
上
お
か
し
い
な

と
感
じ
た
ら
、
運
行
を
停
止
す
る
こ
と

が
で
き
る
。」

　

こ
の
よ
う
な
松
田
様
の
考
え
方
に
触

れ
る
こ
と
で
、
当
時
改
め
て
自
分
が
社

長
職
を
務
め
る
企
業
の
社
会
的
責
任
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

今
で
も
私
の
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

松
田
様
は
、
ご
自
分
の
本
業
以
外
に

も
、
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
、
日
本
の
伝

統
を
守
る
会
、
日
本
社
会
人
野
球
、
そ

し
て
ご
出
身
地
北
海
道
へ
の

ご
支
援
な
ど
の
社
会
的
活
動

を
通
じ
て
幅
広
く
社
会
貢
献

を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
我
々

北
海
道
大
学
の
後
輩
に
と
っ

て
、
あ
る
べ
き
〝
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｅ 

Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｌ
〟
を
示
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
現
在
、
北
大
の
学
生
の
た

め
の
人
材
育
成
と
し
て
〝
新
渡
戸
カ

レ
ッ
ジ
〟
が
あ
る
よ
う
に
、
卒
業
後
の

社
会
に
お
け
る
経
営
者
育
成
の
為
の

〝
松
田
カ
レ
ッ
ジ
〟
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
北
大
が
輩
出
し
た
経
営
者
に
は
、

松
田
様
を
は
じ
め
數
土
さ
ん
、
横
山
さ

ん
、
そ
し
て
多
く
の
尊
敬
す
べ
き
大
先

輩
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

北
海
道
大
学
を
縁
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
諸
先
輩
方
と
お
会
い
で
き
た
こ
と
、

特
に
松
田
昌
士
様
に
お
会
い
で
き
ま
し

た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
、
大
変
な
幸

　

校
友
会
エ
ル
ム
の
前
身
、
連
合
同
窓

会
は
、
15
年
前
に
松
田
昌
士
さ
ん
が
提

唱
し
て
40
の
学
部
・
地
域
等
同
窓
会
を

束
ね
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
意
図
は
、

前
年
に
国
立
大
学
が
法
人
化

さ
れ
、
自
主
性
・
自
律
性
・

自
己
責
任
の
下
に
経
営
を
北

海
道
大
学
自
身
に
委
ね
ら
れ

た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

松
田
さ
ん
が
恵
迪
百
年
記

念
号
に
お
い
て
、〝
大
学
の

質
を
高
め
な
い
と
北
大
と
い
え
ど
も

潰
れ
て
し
ま
う
。
大
学
の
存
在
を
か
け

た
競
争
が
は
じ
ま
っ
た
。
こ
の
危
機
感

を
Ｏ
Ｂ
も
含
め
て
共
有
す
る
事
か
ら

前
途
が
拓
け
る
〟
と
言
わ
れ
た
こ
と

は
、
組
織
の
内
部
か
ら
官
か
ら
民
へ
国

鉄
改
革
を
実
践
さ
れ
た
先
輩
の
言
葉

で
あ
る
か
ら
こ
そ
ず
っ
し
り
と
重
み

を
感
じ
ま
す
。

　

大
学
は
、
ア
カ
デ
ミ
ア
と

し
て
新
た
な
価
値
の
創
造
を

追
求
し
て
進
化
さ
せ
、
卒
業

生
が
働
く
民
間
は
、
国
際
的

に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
な
ど
価
値
を
提
供

し
て
成
長
し
ま
す
。
こ
の
師

弟
の
関
係
に
あ
る
両
者
が
、

お
互
い
に
支
援
し
協
働
す
る
こ
と
を
繰

り
返
し
言
わ
れ
た
松
田
さ
ん
の
ご
遺
志

を
尊
び
、
私
た
ち
卒
業
生
が
引
き
継
ぐ

こ
と
を
先
輩
は
最
も
望
ん
で
お
ら
れ
た

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
（
広
報
委
員
会
）

　

１
９
９
０
年
代
、
永
田
町
に
羆
が
跋

扈
し
て
い
る
と
与
野
党
を
問
わ
ず
政

治
家
に
一
目
置
か
れ
た
大
物
経
済
人
で

あ
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
私

が
海
外
か
ら
帰
国
し
た
１
９
９
５
年
冬

に
、
同
窓
会
を
活
性
化
し
、
大
学
を
側

面
か
ら
支
援
す
る
よ
う
努
力
し
て
欲
し

い
と
い
う
お
話
を
頂
戴
し
、

爾
来
20
数
年
に
渡
り
東
京
同

窓
会
で
の
活
動
を
続
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

度
々
お
目
に
か
か
る
機
会

に
恵
ま
れ
、
山
手
線
に
食
堂

車
と
バ
ー
を
連
ね
て
営
業
す

れ
ば
、
終
電
を
気
に
し
な
い
で
飲
み
続

け
ら
れ
る
話
、
駅
内
の
一
等
地
の
活
用

等
、
奇
想
天
外
な
事
業
を
い
か
に
実
行

す
る
か
等
、
話
題
に
事
欠
か
な
い
時
間

を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

北
大
愛
校
心
・
郷
土
愛
は
強
烈
で
、

２
０
０
３
年
北
海
道
知
事
選
挙
に
落
下

傘
候
補
者
で
あ
っ
た
高
橋
は
る
み
氏
が

立
候
補
し
当
選
し
た
際
、
知
事
は
開
拓

者
精
神
を
継
承
す
る
道
産
子
に
限
る
、

さ
も
な
い
と
未
来
の
北
海
道
は
な
い
と

発
言
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
北
海

道
の
沈
滞
は
目
を
覆
う
ば
か
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。
北
海
道
独
立
を
主
張
し
た
「
北

の
夢
」
を
私
が
出
版
し
た
際

に
は
、
開
拓
者
精
神
に
つ
い

て
の
素
晴
ら
し
い
随
筆
を
寄

稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
問
に
豊
か
で
芸
術
に
敏

く
博
覧
強
記
の
先
輩
に
、
も

う
こ
れ
か
ら
お
目
に
か
か
り

ご
指
導
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん

が
、
偉
大
な
る
先
輩
の
姿
が
温
容
髣
髴

と
日
々
思
い
浮
か
べ
、
良
き
伝
統
を
継

承
し
、
後
輩
に
伝
え
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
大
物
先
輩
の
ご
逝
去
に
際
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
一
文
献
上
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

立
派
な
方
で
す
が
尊
大
で
は
な
い
、

近
づ
き
難
い
存
在
の
よ
う
で
実
は
、
松

田
さ
ん
の
方
が
わ
た
く
し
た
ち
の
こ
と

を
よ
く
見
て
お
ら
れ
る
。
国
鉄
民
営
化

を
巡
る
生
臭
い
話
さ
え
も
、
松
田
さ
ん

が
語
れ
ば
壮
大
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
に

な
る
。
そ
ん
な
人
々
を
巻
き
込
む
魅
力

を
武
器
に
時
代
を
創
っ
た
「
人
物
」
で

し
た
。

　

以
前
、
私
が
参
加
し
た
日
本
証
券

ア
ナ
リ
ス
ト
大
会
で
、
講
演
者
と
し

て
登
壇
さ
れ
た
松
田
さ
ん
に
つ
い
て

「
Ｊ
Ｒ
の
社
長
は
東
大
出
身
じ
ゃ
な

い
の
？
」
と
ひ
そ
ひ
そ
話
を
す
る
輩

が
い
ま
し
た
。

　

政
府
に
頼
ら
な
い
、
既
得

権
益
に
す
が
ら
な
い
会
社
の

変
革
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）

は
、「
決
断
力
、
行
動
力
、

貫
徹
す
る
タ
フ
な
意
志
」
を

持
つ
松
田
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ

な
し
遂
げ
ら
れ
た
偉
業
で
あ
る
の
に
、

旧
泰
然
と
し
た
偏
差
値
依
存
で
経
営

の
本
質
を
見
抜
け
な
い
バ
カ

な
ア
ナ
リ
ス
ト
が
い
る
と
苦

笑
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

　

い
ま
、
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ

で
学
生
に
接
す
る
私
は
、
松

田
さ
ん
の
よ
う
な
人
物
が
飛

び
出
し
て
く
る
よ
う
精
一
杯
努
力
す
る

所
存
で
す
。

　

決
断
と
実
行
を
旗
印
に
、
強
面
の
先

輩
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
後
輩
に
対
し

て
親
身
の
指
導
、
愛
情
を
注
が
れ
た
先

輩
で
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

開
拓
者
精
神
を
受
け
継
ぐ
人

五
十
嵐
智
嘉
子
（
Ｓ
54
・
経
）

Ｈ
Ｉ
Ｔ
一
般
社
団
法
人
北
海
道
総
合
研
究
調
査
会 

理
事
長

　
「
北
海
道
観
光
の
鍵
は
、道
民
の
ル
ー

ツ
に
あ
る
。」
20
年
も
前
に
な
る
が
、

松
田
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
て
着
手
し
た
仕

事
が
あ
る
。
松
田
さ
ん
の
意
図
は
、

「
北
海
道
に
渡
っ
た
先
祖
を

持
つ
他
県
の
人
」
に
、
先
祖

が
来
道
し
辿
っ
て
き
た
道
を

歩
ん
で
も
ら
う
、
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。

　

明
治
20
年
前
後
に
北
海
道

の
人
口
は
急
増
す
る
が
、
そ

の
多
く
は
、
地
元
で
職
が
な
く
な
っ
た

元
武
士
や
農
家
の
三
男
坊
で
土
地
を
継

げ
な
い
者
だ
っ
た
。
不
安
と
希
望
が
入

り
混
じ
る
中
、
未
開
の
地
を
開
拓
し
た

人
た
ち
が
、
北
海
道
の
基
礎
を
築
い
て

く
れ
た
、
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
私

た
ち
は
、
市
町
村
史
を
読
み
、
全
国
か

ら
北
海
道
の
地
域
に
た
ど
り
着
い
た

人
々
の
足
跡
を
追
い
、
ほ
ぼ
全
て
の
都

府
県
か
ら
の
移
住
者
が
い
る
こ
と
を
把

握
し
た
。

　

松
田
さ
ん
は
、
国
際
人
で

あ
り
、
戦
略
家
で
勝
負
師
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
根
っ
か

ら
の
道
産
子
で
、
開
拓
者
の

精
神
を
受
け
継
ぐ
人
だ
っ

た
。
未
開
の
地
を
「
拓
く
」

こ
と
を
常
に
考
え
て
く
れ
た
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
を
「
東
北
以
北
最
大
の
（
独

立
系
）
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
と
紹
介
し
て

く
れ
た
こ
と
は
、
私
の
自
慢
だ
。
あ
の

は
り
の
あ
る
優
し
い
声
を
も
う
一
度
聞

き
た
い
。

ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

松
田
様
と
最
後
に
お
会
い
し
た
の

は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
会
を
勇
退
さ
れ
た
理

事
会
で
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
も

常
に
変
わ
ら
ず
色
々
と
御
示
唆
頂
い
た

事
な
ど
、
ま
さ
に
昨
日
の
よ
う
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
の
松
田
様
と
の
出
会
い

は
、
２
０
０
０
年
よ
り
大
塚
製
薬
の
社

長
職
を
務
め
、
経
営
者
と
し
て
の
在
り

方
を
模
索
し
て
い
た
時
で
し
た
。
学
部

の
大
先
輩
で
あ
る
ア
ー
ク
ス
グ
ル
ー
プ

(

当
時
は
ラ
ル
ズ)

総
帥
、
横
山
清
社

長
に
相
談
申
し
あ
げ
た
と
こ

ろ
、〝
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
松
田

昌
士
社
長
を
囲
ん
で
北
大
・

北
海
道
関
係
の
在
京
企
業

ト
ッ
プ
が
集
ま
る
「
エ
ド
モ

ン
ド
会
」〟を
ご
紹
介
頂
き
、

参
加
の
お
許
し
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

松
田
様
は
、
Ｊ
Ｒ
民
営
化
へ
の
確
固

た
る
信
念
と
実
行
力
、
そ
の
後
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
と
、
経
営
者
そ
し
て
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
非
凡
な
才
能
を

示
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
私
が
感
銘

を
受
け
た
こ
と
は
、
松
田
様
の
具
体
的

な
物
事
の
判
断
基
準
、
優
先
順
位
、
そ

し
て
ブ
レ
な
い
姿
勢
に
触
れ
た
こ
と
で

あ
り
ま
す
。「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
利

用
者
の
安
全
を
最
優
先
に
考
え
て
い

る
。
安
全
対
策
も
危
険
性
の
高
そ
う
な

と
こ
ろ
か
ら
対
策
し
て
い
く
。
交
通
量

や
乗
降
客
の
多
い
首
都
圏
に
Ａ
Ｔ
Ｓ
な

生
ま
れ
な
が
ら
の
経
営
者
は
私
に
と
っ
て
松
田
さ
ん
で
し
た

廣
重
勝
彦
（
Ｓ
57
・
法
）

（
一
社
）日
本
社
債
調
査
セ
ン
タ
ー 

代
表
理
事

松
田
昌
士
氏
追
悼

石
川
裕
一
（
Ｓ
54
・
法
）

株
式
会
社
ぷ
ら
う 

代
表
取
締
役
社
長

松
田
先
輩
の
ご
遺
志
に
学
ぶ

杉
江
和
男
（
Ｓ
45
・
工
・
修
）

北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル
ム 

会
長

運
で
し
た
。

　

松
田
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
繋
が
り

を
今
後
後
輩
に
も
受
け
継
が
れ
る
よ
う

に
、心
掛
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
掌

◆松田昌士さん追想の辞
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こ
の
３
月
か
ら
の
３
か
月
間
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
必
要
な
施
策
の
検
討

や
実
施
は
、
３
月
中
旬
の
後
期
日
程
入

学
試
験
の
中
止
に
始
ま
り
、
卒
業
式
や

入
学
式
と
い
う
大
行
事
の
中
止
を
経

て
、
新
年
度
の
学
事
暦
の
見
直
し
と
夏

休
み
の
短
縮
、
学
内
外
の
重
要
行
事
の

実
施
可
能
性
の
検
討
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
体
制
へ
の
移
行
と
そ
の
整
備
、
学
生

生
活
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
見
直
し
、
そ

し
て
北
大
生
へ
の
緊
急
の
財
政
的
支
援

策
な
ど
、
こ
れ
ま
で
経
験
も
し
な
か
っ

た
多
く
の
事
柄
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て

来
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
大

学
教
育
に
お
け
る
根
本
的
な
発
想
の
転

換
を
迫
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
緊
急
の

対
応
を
要
す
る
も
の
で
し
た
が
、
中
で

も
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
授
業
体
制
の

変
更
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
拡
充
、
そ
し

て
緊
急
の
財
政
支
援
策
の
決
定
で
す
。

　

授
業
体
制
の
変
更
は
世
界
的
な
規
模

で
行
わ
れ
た
大
学
教
育
の
一
大
変
革
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
が
基
本
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま
で
もe-learning 

の

整
備
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
方
式
の
開

拓
は
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
般
の
変

化
は
そ
れ
が
例
外
で
は
な
く
原
則
と
な

る
と
い
う
１
８
０
度
の
転
換
で
す
。
教

室
や
演
習
室
に
一
堂
に
会
し
て
授
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
、
と
り
わ
け
汎
用
さ
れ
て
い
る
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
ラ
イ
ブ
配
信
や
オ
ン
デ

マ
ン
ド
方
式
の
講
義
が
主
体
と
な
り
ま

し
た
。
演
習
や
実
習
な
ど
は
必
要
や
む

を
得
な
い
場
合
で
、
か
つ
感
染
防
止
策

を
徹
底
し
て
講
じ
た
場
合
に
の
み
許
可

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
は
教
員
も
学
生

も
手
探
り
で
あ
っ
た
状
況
で
、
現
在
で

は
あ
る
程
度
軌
道
に
乗
っ
た
と
言
え
る

◆がんばれ北大生！

も
の
の
、
教
室
に
集
う
こ
と
で
得
ら
れ

る
実
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
な
い
と
い
う
大
き
な
欠
落
が
あ
る
こ

と
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
来
て
い
ま

す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
係
る
負
担
が
増
大
す

る
た
め
、
全
学
の
シ
ス
テ
ム
強
化
も
必

要
で
、
多
く
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
他
に
、
授
業
の
み
な
ら
ず
、
全
学

の
種
々
の
会
議
も
今
や
ほ
と
ん
ど
が
Ｗ

ｅ
ｂ
ｅ
ｘ
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
会
議
シ
ス
テ

ム
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
型
の
も
の
に

な
っ
て
、
可
能
な
限
り
省
力
し
て
主
要

課
題
だ
け
を
審
議
・
検
討
を
進
め
る
形

が
追
求
さ
れ
る
と
共
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク

も
広
範
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
伴
っ
て
生

じ
た
大
き
な
課
題
は
、
学
生
の
ネ
ッ
ト

ア
ク
セ
ス
環
境
の
整
備
で
し
た
。
ス
マ

ホ
が
日
常
生
活
の
必
携
品
と
な
り
、
パ

ソ
コ
ン
は
持
た
な
い
と
い
う
学
生
も
多

く
な
り
ま
し
た
の
で
、
上
記
の
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
で
の
動
画
視
聴
や
画
像
・

フ
ァ
イ
ル
の
や
り
と
り
な
ど
大
容
量
の

通
信
が
可
能
な
パ
ソ
コ
ン
や
Ｗ
ｉ‒

ｆ

ｉ
ル
ー
タ
ー
な
ど
の
機
器
を
、
必
要
な

学
生
に
貸
与
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
少
な
か
ら
ぬ
学

生
が
パ
ソ
コ
ン
や
ネ
ッ
ト
の
利
用
の
た

め
大
学
の
端
末
室
を
利
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
感
染
防
止
の
た
め
に
大
学
へ
の

登
校
の
禁
止
措
置
に
よ
り
利
用
が
出
来

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ま
ず

は
パ
ソ
コ
ン
２
０
０
台
と
ル
ー
タ
ー

３
０
０
台
を
確
保
し
、
申
請
し
た
学
生

に
必
要
な
貸
与
を
行
っ
て
、
ア
ク
セ
ス

環
境
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
大
学
は
６
月
半
ば
ま
で
学

生
に
対
し
て
登
校
禁
止
措
置
を
と
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
で
、

学
生
に
と
っ
て
は
、
学
生
生
活
の
一
つ

の
柱
と
な
る
べ
き
友
人
と
の
交
流
の
回

路
が
断
ち
切
ら
れ
て
し
ま
い
、
大
学
生

活
の
醍
醐
味
を
味
わ
う
の
が
難
し
い
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
は
毎
日
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
向
か
い
合
っ
て
授
業

を
受
け
る
だ
け
で
、
オ
ン
・
キ
ャ
ン

パ
ス
で
友
人
を
作
る
機
会
が
な
い
と
い

う
孤
絶
し
た
状
況
に
置
か
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
特
に
４
月
か
ら

の
新
入
生
に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん
影
響

の
大
き
い
こ
と
で
す
。
先
に
触
れ
た
経

済
的
苦
境
に
加
え
て
、
こ
の
よ
う
に

友
人
関
係
も
途
切
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

学
生
に
関
し
て
は
、
そ
の
メ
ン
タ
ル
・

ケ
ア
も
重
要
に
な
り
ま
し
た
。
新
生
活

に
お
け
る
情
報
不
足
や
友
人
が
で
き
な

い
こ
と
へ
の
不
安
は
大
き
な
も
の
で
す

の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に

設
置
さ
れ
た
学
生
相
談
総
合
セ
ン
タ
ー

（
学
生
相
談
室
・
ア
ク
セ
ス
ビ
リ
テ
ィ

支
援
室
・
留
学
生
支
援
室
を
統
合
し
た

学
生
支
援
施
設
）
や
保
健
セ
ン
タ
ー
の

活
動
を
強
化
し
て
も
ら
い
、
相
談
体
制

を
充
実
さ
せ
て
、
学
生
の
側
面
サ
ポ
ー

ト
も
拡
充
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
は

勉
学
内
容
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
も
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
、

こ
れ
ら
の
体
制
整
備
に
伴
い
、
関
係
の

教
職
員
の
負
担
が
増
え
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
、
可
能
で
あ
れ
ば
ス
タ
ッ
フ
の

増
員
も
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
他
に
、
よ
り
直
接
的
で
重

要
な
施
策
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
学

生
へ
の
財
政
的
支
援
で
す
。
学
部
学

生
、
大
学
院
生
、
そ
し
て
留
学
生
そ
れ

ぞ
れ
に
困
難
な
事
情
が
あ
り
、
ま
た
国

も
学
生
支
援
機
構
か
ら
の
緊
急
給
付
金

や
補
正
予
算
に
よ
る
授
業
料
減
免
な
ど

の
措
置
を
漸
次
打
ち
出
し
て
く
る
中

で
、
本
学
と
し
て
も
、
前
期
分
の
授
業

料
納
付
期
限
の
延
長
（
期
限
を
５
月
末

日
か
ら
７
月
末
日
に
２
か
月
延
長
）、

分
納
の
許
可
（
７
・
８
月
の
２
回
に
分

け
て
納
付
を
許
可
）
な
ど
を
講
ず
る
と

共
に
、
本
学
独
自
の
緊
急
学
修
支
援
金

の
給
付
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
幸
い
北
大
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金
と

の
連
携
の
下
に
３
億
円
規

模
の
現
金
給
付
体
制
を
準

備
す
る
こ
と
が
で
き
、
学

生
の
所
属
を
問
わ
ず
生
活

の
困
窮
度
に
応
じ
て
10
万

円
ま
た
は
５
万
円
を
支
給

す
る
制
度
（
今
回
の
対
応

た
る
第
１
回
分
と
今
後
予

想
さ
れ
る
感
染
の
第
２
波

等
を
予
想
し
た
第
２
回
分

を
区
分
）
を
組
み
立
て
、

ま
ず
第
１
回
の
支
給
と
し

て
申
請
を
受
け
付
け
、
６

月
中
に
給
付
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
何
と

い
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な

緊
急
援
助
は
直
接
的
な
効

果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
本
学
の
手
立
て
が

理事・副学長

長谷川　晃

困
窮
し
た
学
生
に
と
っ
て
少
し
で
も
役

に
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
次
第

で
す
。
そ
の
一
方
、
今
後
の
こ
と
も
考

え
れ
ば
基
金
の
い
っ
そ
う
の
充
実
は
急

務
だ
と
言
え
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

は
世
界
規
模
で
人
間
の
社
会
生
活
万
般

に
亘
っ
て
根
本
的
な
発
想
の
転
換
を
迫

る
も
の
と
な
り
、
大
学
の
研
究
教
育

に
お
い
て
も
何
か
ら
何
ま
で
再
考
を

余
儀
な
く
さ
せ
て
い
ま

す
。
こ
の
未
曽
有
の
経

験
を
、
学
生
の
保
護
を

軸
と
し
な
が
ら
、
本
学

の
様
々
な
領
域
の
高
度

な
知
を
結
集
し
て
い
か
に
大

き
な
知
恵
と
し
て
ゆ
く
こ
と

が
で
き
る
か
、
ま
た
大
学
そ

の
も
の
が
こ
の
よ
う
な
社
会

的
危
機
に
対
し
て
い
か
に
力

を
発
揮
し
て
ゆ
け
る
か
が
今

問
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま

す
。
本
学
は
研
究
教
育
活
動

を
堅
持
し
、
こ
の
美
し
い

キ
ャ
ン
パ
ス
を
守
り
な
が

ら
、
北
大
生
の
勉
学
生
活
を

守
る
べ
く
努
め
て
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
方
も
日
々
の

生
活
に
お
け
る
健
康
や
安
全

の
確
保
に
ご
心
配
の
多
い
こ

と
と
拝
察
し
ま
す
が
、
皆
様

の
後
輩
で
あ
る
北
大
生
に
も

暖
か
い
ご
支
援
を
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼東京同窓会では下記のメールニュース（メルマガ）を配信しています。

経
済
的
に
困
窮
す
る
北
大
生
に
ご
支
援
を
！

　

２
０
２
０
年
を
迎
え
て
以
来
、
世
界
的
に
拡
大
し
て
大
き
な

災
厄
を
も
た
ら
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、

わ
が
北
大
生
の
生
活
を
も
直
撃
し
て
い
ま
す
。
社
会
経
済
活
動

の
停
滞
に
伴
っ
て
、
家
計
支
持
者
の
収
入
や
ア
ル
バ
イ
ト
収
入

が
大
き
く
減
っ
て
し
ま
っ
た
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
仕
事
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
、
札
幌
圏
へ
の
移
動
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
、
留
学
先
か
ら
の
緊
急
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、
母

国
へ
の
帰
国
や
日
本
へ
の
再
入
国
が
で
き
な
い
、
海
外
派
遣
の

予
定
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
オ
ン
・
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
勉
学
や
サ
ー
ク
ル
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

な
ど
な
ど
、
感
染
症
拡
大
の
影
響
は
北
大
生
の
生
活
の
多
側
面

に
及
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
前
代
未
聞
の
事
態
に
直
面
し

て
、
北
大
の
教
職
員
も
ま
た
執
行
部
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

で
き
る
学
生
へ
の
支
援
に
心
を
く
だ
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
執

行
部
は
、
特
に
本
学
の
緊
急
施
策
と
し
て
学
生
へ
の
支
援
に
何

が
で
き
る
か
、
こ
の
間
知
恵
を
寄
せ
、
慎
重
に
検
討
し
、
そ
し

て
現
在
進
行
形
の
感
染
症
拡
大
を
何
と
か
追
い
か
け
つ
つ
、

種
々
の
施
策
を
講
じ
て
来
ま
し
た
。

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急支援のお願い

　 新型コロナウイルス感染症が世界中に蔓延し、 我が国でも感染症

の脅威が続いており、 大きな社会問題になっています。 皆様におか

れましても不安な日々をお過ごしのことと存じます。

  このような状況において、 本学学生の中には保護者の経済状況の

悪化やアルバイト収入の減少により、 学業の継続が難しくなる学生も

生じております。

  このため、 北海道大学におきましては、 国からの給付金や日本学

生支援機構による奨学金の緊急支援に加え、 本学独自の支援策と

して、 新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け生活が困窮してい

る学生２，５００人程度へ、 困窮度に応じて、 1 人あたり５万円又は

１０万円の返済を要しない緊急修学支援金の支給を行うことといたし

ました。 更に他の支援策も検討しております。

  新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急支援の実施にあたりまし

ては、 既に北大フロンティア基金への寄附のお願いをしているところ

でございますが、 同基金を活用して上記支援を行うことにより、 本学

の学生が経済的な理由により学業を断念することがないよう、改めて、

皆様に広くご支援をお願いいたします。

  皆様におかれましても、 コロナウイルス感染症の影響により、 種々ご

負担の生じているところ重ねてのお願いとなり大変恐縮ですが、 未来を

支える若者のためにぜひご賛同くださいますようお願い申し上げます。

令和２年６月１日

北海道大学総長職務代理　　　笠原　正典

北海道大学校友会エルム会長　杉江　和男

　★寄付の方法や詳細については以下の URL をご覧ください。

　https://www.hokudai.ac.jp/fund/covid-19.html

大学の状況・取り組み

No.T773 (2020/06/03) より



FRONTIER 2020/08/20 24FRONTIER 2020/08/2025

を
す
る
機
会
が
本
当
に
少
な
い
で
す
。

　

４
年
目
の
私
と
し
て
は
、
部
活
動
最

後
の
１
年
と
い
う
特
別
な
時
間
が
ど
ん

ど
ん
奪
わ
れ
て
お
り
、
悲
し
み
、
歯
が

ゆ
さ
、
な
ど
複
雑
な
感
情
を
持
た
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
ま
た
、
従
来
新
入
生
勧

誘
活
動
は
ご
飯
会
、
体
験
会
な
ど
を

中
心
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
そ

も
そ
も
学
校
に
行
く
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
よ
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
新
歓
が
主

体
と
な
り
、
部
員
紹
介
を
し
た
り
、
履

修
相
談
を
受
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
試
合
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
祈

る
の
み
で
す
。
最
後
は
笑
っ
て
引
退
で

き
る
よ
う
、
逆
境
に
め
げ
ず
に
、
活
動

再
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
こ
れ
ま

で
以
上
に
真
剣
に
ホ
ッ
ケ
ー
に
取
り
組

み
た
い
で
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
春
秋
と
も
に

２
部
リ
ー
グ
優
勝
と
い

う
成
績
を
収
め
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
入
替
戦

で
あ
と
一
歩
及
ば
ず
一

部
復
帰
は
か
な
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
一
部
リ
ー

グ
を
経
験
し
て
い
る
選

手
の
多
く
が
引
退
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
今

年
は
挑
戦
者
と
い
う
気

持
ち
で
一
部
昇
格
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
野
球
部
に
在
籍

し
て
い
る
部
員
数
は
、

各
学
年
に
十
数
人
い
て

部
内
合
計
で
60
人
弱
で

す
。
去
年
秋
の
終
わ
り

か
ら
秋
野
新
監
督
、
新
チ
ー
ム
の
主
将

と
し
て
選
出
さ
れ
た
高
鳥
主
将
を
中
心

に
新
チ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
部

活
は
な
か
な
か
始
ま
ら
ず
（
６
月
28
日

現
在
）、
勧
誘
活
動
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

駆
使
し
な
が
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特

に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ア
プ
リ
を
使
っ
た
遠
隔
で

の
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
や
、
他
の
部
活

動
と
の
合
同
の
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
、

さ
ら
に
全
国
の
大
学
野
球
部
で
の
広
報

企
画
に
交
じ
っ
て
、
北
大
野
球
部
も
参

加
し
た
り
し
ま
し
た
。そ
の
成
果
も
あ
っ

て
か
既
に
10
人
を
超
え
る
新
入
部
員

の
入
部
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
新
し
い
後
輩
も
入
っ

て
き
た
こ
と
で
よ
り
一

層
、チ
ー
ム
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
が
図
れ
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　

い
ま
だ
先
の
見
え
な
い

中
、
部
活
の
再
開
、
リ
ー

グ
戦
の
開
催
を
祈
る
日
々

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

鬱
憤
を
選
手
一
人
ひ
と
り

今
は
そ
れ
ぞ
れ
の
練
習
で

抑
え
込
ん
で
も
ら
っ
て
、

来
る
べ
き
試
合
で
の
大
爆

発
に
期
待
し
ま
す
。
他
大

学
に
も
勝
る
北
大
Ｏ
Ｂ
、

Ｏ
Ｇ
の
方
か
ら
の
声
援
を

胸
に
、
選
手
、
ス
タ
ッ
フ

と
も
に
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

北
海
道
大
学
躰
道
部
は
、
現
在
３

年
目
９
人
、
２
年
目
15
人
の
合
計
24
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
全
国

学
生
大
会
、
全
日
本
大
会
と
も
に
総
合

第
三
位
の
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
活
動
は

で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
部
員
を
グ
ル
ー

プ
分
け
し
て
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
筋
ト
レ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
部
員
一
同
、
忍
耐
力
の
鍛
錬
と
捉

え
感
染
防
止
に
努
め
、
活
動
再
開
の
際

に
け
が
を
し
な
い
よ
う
、
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
も
入
念
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
新
入
生
の
勧
誘
活
動
に
つ

い
て
は
、
対
面
で
の
勧
誘
を
禁
止
さ
れ

て
い
る
た
め
、Tw

itter
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
用
い
て
の
活
動
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
勧
誘
は
慣
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
躰
道
部
の
魅
力
が

新
入
生
に
伝
わ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き

た
い
で
す
。
対
面
で
の
勧
誘
に
つ
い
て

も
、
い
つ
解
禁
さ
れ
る
か
は
ま
だ
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
開
始
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
し
ば
ら
く
辛
抱
が
続
き
ま
す

が
、
活
動
再
開
後
に
は
、
ま
た
先
輩
方

へ
大
会
で
の
い
い
結
果
を
報
告
で
き
る

よ
う
、
部
員
一
同
今
で
き
る
こ
と
を
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
応
援
の
ほ
ど
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

◆がんばれ北大生！

　

北
大
ハ
ン
ド
部
は
４
年
生
４
人
、
３

年
生
６
人
、
２
年
生
８
人
の
18
人
で
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
に
行

わ
れ
た
秋
季
リ
ー
グ
戦
は
男
子
１
部
４

位
に
終
わ
り
、
目
標
で
あ
る
イ
ン
カ
レ

出
場
は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年

度
の
春
季
リ
ー
グ
戦
や
東
日
本
イ
ン

カ
レ
は
中
止
が
決
定
し
て
お
り
、
秋
季

リ
ー
グ
戦
の
開
催
は
決
定
し
て
い
ま
せ

ん
。
部
員
が
集
ま
っ
て
の
練
習
が
許
可

さ
れ
て
い
な
い
た
め
個
々
で
ラ
ン
ニ
ン

グ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
体
力
や

筋
力
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
４
月
の
授
業
開
始
時
期
が
遅
れ
た

学
部
も
多
く
、
夏
休
み
の
練
習
も
少
な

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
他
大

学
の
中
に
は
練
習
を
再
開
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
多
く
、
部
員
の
中
で
焦
り
が
日

に
日
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
入
生
の
勧
誘
も
例
年
の
よ
う
な

ビ
ラ
配
り
や
体
験
練
習
が
行
え
な
い
た

め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
発
信
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。
幸
い
な
こ
と
に
、
ハ
ン
ド
部
は
経

験
者
が
入
部
を
決
め
て
い
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
今
年
も
例
年
と
同
じ
く
ら
い

の
入
部
希
望
者
が
い
ま
す
。

　

い
つ
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
を
応
援
し

て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
普
段
の
練
習
や
大
会
、
遠
征
先
で

Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
応
援
に
来
て
く
だ
さ
り

力
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

は
２
〜
４
年
目
の
選
手
40
名
、
ス
タ
ッ

フ
17
名
の
総
勢
57
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
北
海
道
１
部
リ
ー

グ
に
お
い
て
５
勝
０
敗
で
１
位
と
な

り
、
パ
イ
ン
ボ
ウ
ル
へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。
パ
イ
ン
ボ
ウ
ル
で
は
、

東
北
リ
ー
グ
１
位
の
東
北
大
学
と
戦

い
、
９
―
34
と
い
う
結
果
で
東
日
本
代

表
校
決
定
戦
へ
の
出
場
は
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

例
年
で
は
、
雪
が
解
け
た
４
月
に

グ
ラ
ン
ド
練
習
を
始
め
、
関
東
遠
征

や
オ
ー
プ
ン
戦
を
行
っ
て
い
る
頃
で
す

が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
大

学
の
対
応
で
活
動
禁
止
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
活
動
再
開
に
向

け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ

準
備
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

新
歓
は
例
年
で
は
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
体
育
館
イ
ベ
ン
ト
や
履

修
相
談
な
ど
幅
広
く
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
対
面
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
こ
ま
め
な
情
報
発

信
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
試
行
錯
誤
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
方
々
に
は
日
頃
か
ら
暖

か
い
ご
声
援
と
ご
支
援
を
頂
き
、
誠
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
、
昨

年
よ
り
成
長
し
たBiggreen

を
見
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
も
目
標
に
向
け
て
精
進
い
た
し

ま
す
の
で
、
是
非
見
守
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

北
大
ホ
ッ
ケ
ー
部
女
子
部
主
将
の
髙

橋
で
す
。
現
在
、
４
年
が
４
人
、
３
年

が
６
人
（
う
ち
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
人
）、

２
年
生
が
９
人
、
計
19
人
で
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
は
、イ
ン
カ
レ
出
場
、

七
大
戦
優
勝
、
全
国
大
会
で
得
点
、
を

目
標
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
昨

年
の
成
績
と
し
て
は
七
大
戦
準
優
勝
、

ま
た
イ
ン
カ
レ
予
選
で
敗
退
す
る
と
い

う
大
変
悔
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
こ
の
雪
辱
を
果
た
し
去
年
の

結
果
を
上
回
る
結
果
を
残
し
た
い
と
強

く
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
大
学
側
の

指
針
に
よ
り
活
動
が
全
く
で
き
な
い
状

況
が
３
月
か
ら
６
月
末
ま
で
続
い
て
お

り
ま
す
。
王
座
や
道
内
大
会
の
多
く
は

中
止
が
決
定
し
、
公
式
戦
の
数
少
な
い

機
会
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
例

年
行
っ
て
い
た
春
合
宿
（
３
月
初
め
に

予
定
し
て
い
た
）
も
で
き
ず
ホ
ッ
ケ
ー

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

●
ホ
ッ
ケ
ー
部

●
野
球
部

●
躰
道
部

●
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
　

　Big green

　

運
動
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
各
ク
ラ
ブ
の
近
況
を

現
役
よ
り
寄
稿
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　

  （
広
報
委
員
会
）

学生たちの様子(運動部)
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る
の
を
防
ぐ
べ
く
、
研
究

員
有
志
と
と
も
に
「
社
会

に
お
け
る
先
端
科
学
技
術

の
あ
り
方
と
功
罪
」
に
つ

い
て
語
り
合
う
Ｒ
＆
Ｄ
イ

ベ
ン
ト
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
機
会
を
得
た
こ
と

で
す
。

　

研
究
機
関
の
全
職
員

（
技
術
職
＋
事
務
職
）

が
、
普
段
の
業
務
と
は
別

に
自
身
が
興
味
・
関
心
の

あ
る
科
学
ト
ピ
ッ
ク
を
深

堀
し
て
他
者
に
わ
か
り
易

く
紹
介
し
あ
う
こ
と
で
、
科
学
の
ベ
ー

ス
知
識
が
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
核
」
や
「
遺
伝
子
組
み
換
え
」
な

ど
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
会
を
設
け

て
、
科
学
技
術
の
光
と
影
を
皆
で
考
え

る
機
会
も
設
け
ま
し
た
。
例
え
ば
、
①

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
は
将
来
必
要
だ

と
思
う
か
、
②
自
分
が
食
す
る
こ
と
に

抵
抗
は
あ
る
か
、
③
自
分
が
大
切
に
想

う
人
に
勧
め
ら
れ
る
か
、
な
ど
に
つ
い

て
色
々
な
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
合
う

の
で
す
。
本
質
的
な
理
解
が
進
む
と
と

　

13
年
間
の
研
究
開
発
職
の
後
、
研
究

開
発
部
門
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業

務
の
一
つ
が
、
今
回
の
転
職
に
つ
な
が

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、

若
手
技
術
者
が
科
学
者
と
し
て
の
視
点

を
失
い
、
製
品
開
発
の
た
め
の
駒
に
な

　

今
年
１
月
〜
３
月
末
に
「
ど
う
す

る
⁉
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
転
換
（energie.

w
enden

）」
と
い
う
ド
イ
ツ
博
物
館
か

ら
の
巡
回
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
ド
イ
ツ

と
日
本
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
、
日
本

各
地
で
の
取
り
組
み
、
国
民
の
関
心
度

な
ど
に
つ
い
て
膨
大
な
調
査
を
行
い
、

展
示
開
発
、
メ
デ
ィ
ア
発
信
、
来
館
者

の
方
々
と
の
対
話
、
登
壇
者
の
先
生
と

の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
日
本
国
内
の

他
の
科
学
館
へ
の
連
携
な
ど
、
幅
広
く

そ
し
て
き
め
細
や
か
な
活
動
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
質
問
集
な
ど
か
ら
は
、
信
頼
性
の

高
い
情
報
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
の
難

し
さ
、
理
解
は
得
ら
れ
て
も
納
得
し
て

い
た
だ
く
こ
と
の
難
し
さ
、
納
得
さ
れ

て
も
行
動
に
ま
で
至
る
こ
と
の
難
し
さ

な
ど
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

◆
次
世
代
に
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て

　

２
０
２
０
年
は
日
本
科
学
未
来
館
に

と
っ
て
、
今
後
10
年
間
の
活
動
を
計
画

す
る
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
科
学
技

術
創
造
立
国
の
た
め
の
「
科
学
技
術
基

本
計
画
」
第
６
期
の
ス
タ
ー
ト
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、「
科
学
技
術
を
文
化
と

し
て
捉
え
、
社
会
に
対
す
る
役
割
と
未

来
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
、
語
り
合

う
た
め
の
、
す
べ
て
の
人
々
に
ひ
ら
か

れ
た
場
」
と
い
う
未
来
館
設
立
の
理
念

を
大
事
に
し
つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が

共
生
で
き
る
社
会
と
世
界
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
館
員
そ
し

て
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
と
と
も
に

科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
進

化
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
の
戦
略
立
案
や

事
業
企
画
が
現
在
の
私

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

　

将
来
的
に
は
こ
の

よ
う
な
科
学
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
、

次
世
代
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

の
育
成
や
投
資
層
の

構
築
に
つ
な
が
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
伝
導
さ
れ
る
側
の

人
々
の
こ
と
を
考
え
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
と

い
う
の
も
、
色
々
な
考
え
方
が
あ
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
人
口
動
態
は

防
ぎ
よ
う
も
な
く
、
日
本
も
多
民
族
国

家
に
向
か
う
で
あ
ろ
う
と
想
像
し
て
い

る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
時
に
は
、
日
本
に
暮
ら
す
多
様

な
人
々
が
科
学
を
通
じ
て
社
会
課
題
に

対
応
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

サ
ー
ド
ラ
イ
フ
で
は
そ
こ
へ
ア
プ
ロ
ー

チ
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め

に
現
職
で
は
修
行
す
る
毎
日
で
す
。

　

◆
現
役
学
生
や
若
手
の
卒
業
生
へ

　

私
は
４
つ
の
点
で
北
海
道
大
学
を
魅

力
的
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
醸
成
さ
れ
る
風

　

土
◎
社
会
に
大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ

　

る
◎
優
れ
た
地
理
的
環
境
（
都
市
の
中
心

　

に
近
く
、
一
か
所
に
多
様
な
学
部
が

　

集
り
、
多
く
の
資
源
を
保
有
）

◎
北
海
道
と
い
う
場
所
自
体
、
多
く
の

　

課
題
の
坩
堝
で
あ
り
、
多
様
な
研
究

　

要
素
を
持
っ
て
い
る

　

地
球
規
模
で
課
題
を
抱
え
て
い
る
時

代
で
す
が
、
業
務
連
携
が
拡
大
す
る
中

で
、
世
界
中
と
瞬
時
に
つ
な
が
る
こ
と

の
で
き
る
環
境
の
貴
重
さ
や
有
難
さ
を

感
じ
、
現
在
も
恩
師
や
同
期
に
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
同
じ
学
び

舎
で
育
っ
た
仲
間
と
手
を
携
え
、
共
に

よ
り
良
い
未
来
づ
く
り
に
勤
し
め
る
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

◆
Ｊ
Ｔ
で
の
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ

　

科
学
が
好
き
で
、
生
涯
を
通
じ
て
持

続
可
能
な
社
会
の
創
出
に
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
き
ま
し
た
。
北
大
に
進
学
し

た
の
は
実
家
か
ら
近
い
と
い
う
理
由
が

大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
環
境
材
料
や

生
物
に
関
わ
る
領
域
を
学
び
た
く
、
学

部
で
は
高
分
子
学
を
、
修
士
課
程
で
は

分
子
生
物
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。
幸
い

な
こ
と
に
研
究
室
が
扱
っ
て
い
た
テ
ー

マ
が
広
く
、
無
機
化
学
に
つ
い
て
も
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
を
学
ん
で

い
た
こ
と
が
縁
で
前
職
の
日
本
た
ば
こ

産
業
株
式
会
社
に
入
社
し
、
た
ば
こ
中

央
研
究
所
に
て
材
料
研
究
に
従
事
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

平
成
６
年
の
入
社
当
時
は
吸
い
殻
問

題
が
惹
起
さ
れ
て
お
り
、
学
生
時
代
に

習
得
し
た
知
識
や
技
術
を
「
環
境
対

応
商
材
パ
ー
ツ
の
創
出
」
や
「
た
ば
こ

規
制
枠
組
み
条
約
へ
の
対
応
」
と
い
う

業
務
に
微
力
な
が
ら
役
立
て
て
き
ま
し

た
。
研
究
開
発
の
成
果
が
商
品
に
搭
載

さ
れ
、
そ
の
商
品
を
お
客
様
が
購
入
す

る
様
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
時
の
感
動

は
、
製
造
業
に
従
事
す
る
研
究
者
と
し

て
忘
れ
難
い
も
の
で
し
た
。

も
に
、
わ
か
り
易
く
伝
え
る
と
い
う
配

慮
が
身
に
つ
き
、
な
に
よ
り
も
社
会
・

未
来
に
対
し
て
考
え
る
習
慣
が
つ
い
て

き
た
こ
と
が
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

◆
広
が
る
活
動
フィ
ー
ル
ド

　
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
以
降
は
、
一
商
材
で

は
な
く
、
広
く
社
会
資
源
に
貢
献
対
象

を
広
げ
た
い
。
そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
50

歳
を
節
目
と
し
た
い
。
そ
の
思
い
か
ら
、

非
常
に
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
そ
れ
を
実

現
し
、
私
の
思
い
と
活
動
を
大
き
く
展

開
で
き
る
場
と
考
え
、
昨
年
、
日
本
科

学
未
来
館
へ
転
職
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
実
際
に
働
い
て
み
る
と
多
様

な
科
学
領
域
・
社
会
課
題
に
対
し
、
想

像
以
上
の
規
模
で
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

半
年
間
は
驚
き
と
感
動
の
連
続
で
し
た
。

◎職場奮戦記

科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
に
よ
る
未
来
社
会
づ
く
り

プロフィール／理学部高分子学科にて中田允夫准教授に師事し高分子溶液
物理学を学ぶ（1992年3月卒業）。理学研究科高分子学専攻にて山岸晧彦教
授に師事し分子生物学を学ぶ（1994年3月修了）。バドミントン部に所属。

　

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
10
月
か

ら
、
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振

興
機
構
日
本
科
学
未
来
館
に
入
職
し
、

科
学
コ
ミ
ュ
ン
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
門
主
任
と

し
て
、
主
に
戦
略
立
案
業
務
や
事
業
企

画
業
務
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
顕
著
に
な
り
ま
し
た

が
、
最
近
の
デ
マ
や
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

に
あ
ふ
れ
る
社
会
を
見
る
に
、
科
学
と

社
会
を
結
ぶ
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
非
常
に
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
市
民
が
よ
り
良
い
未
来
を
選
択

し
て
い
く
上
で
重
要
な
こ
と
は
、「
エ
ビ

デ
ン
ス
の
無
い
思
い
込
み
や
言
説
に
惑
わ

さ
れ
ず
に
、
客
観
的
な
科
学
情
報
に
基

づ
い
て
、
自
ら
考
え
、
行
動
し
て
い
く
こ

と
」
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方
的
な
デ
ー
タ

や
技
術
の
紹
介
で
は
な
く
、
対
話
を
通

じ
て
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
よ
り
良
い

未
来
を
考
え
、
形
に
し
て
い
き
た
い
と
い

う
思
い
で
任
せ
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
立
研
究
開
発
法
人 

科
学
技
術
振
興
機
構

日
本
科
学
未
来
館
事
業
部  

高
度
専
門
職

佐
々
木  

隆 

（
Ｈ
４
・
理
）冬の旧・理学部2号館横（1994年2月）

会議の様子（左端・著者）

日本科学未来館について
いま世界に起きていることを科学の視点から理解し、私た
ちがこれからどんな未来をつくっていくかをともに考え、語り
合うサイエンスミュージアム。

〔スローガン〕科学がわかる、世界がかわる
〔活動の3つの柱〕
・科学を伝える〜先端科学技術と社会を結ぶ場の創造
・人材を育てる〜科学コミュニケーターの育成
・つながりをつくる〜ネットワークの形成による活動の展開
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◆
祭
に
明
け
暮
れ
た
学
生
時
代

　

私
は
１
９
９
２
年
に
工
学
部
情
報
工

学
科
を
卒
業
、
１
９
９
７
年
に
大
学
院

工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
を
修
了
し

ま
し
た
。
学
部
は
情
報
工
学
科
の
第
２

期
に
当
た
り
ま
す
。
現
在
の
専
門
は
情

報
理
論
や
通
信
工
学
で
す
が
、
学
生
時

代
の
研
究
テ
ー
マ
は
脳
の
数
理
モ
デ
ル

で
あ
る
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

職
場
で
あ
る
東
京
工
業
高
等
専
門
学
校

（
東
京
高
専
）
に
移
り
ま
し
た
。
か
れ

こ
れ
19
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
情
報
工
学
科
で
授
業
や
研
究

指
導
を
担
当
す
る
他
、
情
報
設
備
・
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
担
当
の
副
校
長
と
し

て
学
校
全
体
の
運
営
に
も
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
情
報
漏
え
い
等
の
イ
ン
シ
デ
ン

ト
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
施
し
て
い
ま
す
が
、
万
が
一
何

か
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、

私
が
事
態
収
拾
の
現
場
指
揮
を
と
る
立

場
に
あ
り
ま
す
。
携
帯
電
話
が
鳴
る
と

ビ
ク
ッ
と
す
る
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

冒
頭
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
現
在
の

研
究
テ
ー
マ
は
情
報
通
信
の
た
め
の
符

号
理
論
で
、
私
の
最
新
の
論
文
も
、
有

限
体
と
い
う
代
数
構
造
の
上
で
通
信
や

信
号
処
理
の
た
め
に
有
用
な
符
号
を

設
計
す
る
と
内
容
の
も
の
で
す
。
し
か

し
、
こ
う
い
っ
た
数
学
を
基
礎
と
し
た

理
論
的
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
大
学
生
よ

り
も
若
い
年
代
の
高
専
生
に
は
難
し
す

ぎ
る
側
面
も
あ
る
た
め
、
学
生
向
け
に

は
別
の
研
究
テ
ー
マ
も
設
定
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
、「
情
報
ハ
イ
デ
ィ
ン
グ

（inform
ation hiding

）」と
い
う
テ
ー

マ
で
学
生
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
情
報

ハ
イ
デ
ィ
ン
グ
は
、
画
像
や
音
楽
、
映

像
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
に
、

人
間
の
視
聴
覚
で
は
わ
か
ら
な
い
よ
う

な
形
で
秘
密
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
埋
め
込

む
技
術
の
総
称
で
す
。
例
え
ば
、
著
作

権
保
護
を
目
的
と
し
た
電
子
透
か
し

学
習
理
論
で
、
今
で
い
う
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
の
基
礎
の
よ
う
な
こ
と
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。
当
時
、
研
究
で
使
用
し

て
い
た
計
算
機
の
処
理
速
度
は
現
在
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
よ
り
も
貧
弱
で
、
実

験
で
使
用
し
て
い
た
神
経
回
路
網
モ
デ

ル
の
規
模
は
、
現
在
と
は
比
べ
物
に
な

ら
な
い
く
ら
い
小
さ
な
も
の
で
し
た
。

近
年
の
Ａ
Ｉ
の
隆
盛
を
見
る
に
つ
け
、

時
代
が
計
算
速
度
と
需

要
に
追
い
つ
い
た
と
い

う
隔
世
の
感
を
抱
い
て

い
ま
す
。

　

学
生
時
代
は
、
大
学

祭
の
運
営
に
深
く
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
大

学
１
〜
２
年
で
は
教
養

祭
の
事
務
局
で
企
画
・

運
営
に
関
わ
り
、
２
年

時
に
は
副
委
員
長
を
務

め
て
い
ま
し
た
。
工
学

や
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
不
正
コ
ピ
ー
や
不

正
配
布
を
防
止
す
る
電
子
指
紋
と
い
っ

た
技
術
が
情
報
ハ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
応
用

例
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
研
究
室
で
は
、
こ
う
い
っ
た
権

利
保
護
の
目
的
で
は
な
く
、
情
報
通
信

の
手
段
と
し
て
情
報
ハ
イ
デ
ィ
ン
グ
技

術
を
応
用
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
防

災
サ
イ
レ
ン
に
災
害
情
報
を
埋
め
込
ん

で
ス
ピ
ー
カ
か
ら
鳴
動
さ
せ
、
電
波
を

用
い
ず
に
音
響
信
号
だ
け
で
情
報
伝
達

を
行
な
う
防
災
放
送
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
た
り
、
秘
密
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
用
い

て
音
楽
の
一
要
素
を
構
成
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ

を
ス
ピ
ー
カ
か
ら
放
送
す
る
こ
と
で
情

報
伝
達
を
実
現
す
る
技
術
を
提
案
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
映
像
を
用
い
た
研
究

も
行
な
っ
て
お
り
、
最
近
で
は
、
音
楽

や
映
像
に
関
心
を
も
つ
学
生
た
ち
が
意

欲
的
に
研
究
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い

ま
す
。

　

高
専
に
異
動
し
た
当
初
は
、
こ
の
よ

う
な
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
や
仕
事
の
時

間
配
分
が
う
ま
く
行
か
ず
、
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
さ
す
が
に
19
年
も
経
っ
た
今

で
は
う
ま
く
歯
車
が
回
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
高
専
に
お

け
る
学
生
指
導
で
不
満
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
大
学
院
生
、
特
に
ド
ク
タ
ー
コ
ー

ス
の
学
生
指
導
が
で
き
な
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
で
は
学

外
の
大
学
院
生
を
共
同
指
導
す
る
よ
う

な
機
会
も
あ
り
、
そ
の
不
満
も
少
し
緩

部
進
学
後
の
４
年
時
に
は
、
当
時
ほ
と

ん
ど
開
催
実
績
の
な
か
っ
た
工
学
祭
を

復
活
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
と
比
べ
る
と
当
時
の
大
学
祭
は
非

常
に
自
由
で
、
酒
類
の
販
売
は
も
と
よ

り
、
24
時
間
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
で
の
開
催

も
実
現
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
、
大
学

１
年
の
と
き
に
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
で
16
ミ

リ
の
映
画
上
映
を
担
当
し
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
映
画
好
き
だ
っ
た
私
に

と
っ
て
は
、
本
当
に
幸
せ
な
時
間
で
し

た
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
自
由
の
裏
側

で
は
、
夜
間
の
事
故
等
を
防
ぐ
た
め
、

私
た
ち
学
生
が
夜
通
し
不
寝
番
に
立
つ

と
い
う
こ
と
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
も
決
し
て
辛

い
も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
は
む
し
ろ

非
日
常
の
時
間
と
空
間
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
れ
と
比
べ
る
と
、
現
在
全

国
の
大
学
で
実
施
さ
れ
て
い
る
大
学

祭
、
学
園
祭
は
味
気
な
い
も
の
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
よ
く

よ
く
考
え
れ
ば
い
い
時
代
で
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
は
バ
ブ
ル
全
盛
期
だ
っ

た
た
め
、
大
学
祭
運
営
の
た
め
の
資
金

集
め
に
も
苦
労
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
平

成
３
年
に
開
催
し
た
工
学
祭
で
は
、
実

和
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
私
の
研

究
室
を
卒
業
し
た
学
生
が
北
大
に
編
入

学
し
、
さ
ら
に
博
士
課
程
に
進
学
し
た

た
め
、
彼
や
彼
の
指
導
教
員
ら
と
共
同

研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

課
外
活
動
で
は
、
全
国
高
専
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
（
プ
ロ
コ
ン
）

に
出
場
す
る
学
生
た
ち
が
集
う
「
プ
ロ

コ
ン
ゼ
ミ
」
の
顧
問
に
な
っ
て
い
ま

す
。
高
専
と
い
う
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
放
映

さ
れ
る
ロ
ボ
コ
ン
が
有
名
で
す
が
、
プ

ロ
コ
ン
も
30
年
を
超
え
る
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
本
校
は
こ
こ
数
年
、
上
位
入
賞

の
常
連
校
と
な
っ
て
い
て
、
昨
年
行
わ

れ
た
大
会
で
は
、
設
定
さ
れ
た
３
つ
の

部
門
す
べ
て
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
す
る

と
い
う
史
上
初
の
完
全
制
覇
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。
学
生
と
の
距
離
が
近
く
、

こ
う
い
っ
た
感
動
体
験
が
で
き
る
の
も

大
学
で
は
な
く
高
専
だ
か
ら
こ
そ
、
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

◆
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の

　
　

不
思
議
な
縁

　

私
は
、
２
０
１
０
年
４
月
か
ら
１
年

間
、
在
外
研
究
員
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
で
研
究
活
動

を
行
な
い
ま
し
た
。
現
地
の
共
同
研
究

者
と
は
今
で
も
共
同
研
究
を
続
け
て
お

り
、
毎
年
の
よ
う
に
現
地
を
訪
れ
て
い

ま
す
。
メ
ル
ボ
ル
ン
は
世
界
一
住
み
や

す
い
都
市
に
何
度
も
選
ば
れ
て
お
り
、

私
も
第
二
の
故
郷
の
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
実
は
私
と
オ
ー
ス

質
的
に
数
名
し
か
い
な
か
っ
た
運
営
ス

タ
ッ
フ
だ
け
で
、
有
名
企
業
か
ら
の
協

賛
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
総

額
は
数
百
万
円
に
達
し
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
祭
運
営
の
た
め
に
有
効
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
祭
好
き
と
映
画
好
き
が

高
じ
て
、
１
９
９
０
年
代
後
半
に
は

「
さ
っ
ぽ
ろ
映
画
祭
リ
タ
ー
ン
ズ
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に
も
関
わ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
市
民
の
手
に
よ
る
映
画

祭
で
、
周
防
正
行
監
督
や
台
湾
の
ホ

ウ
・
シ
ャ
オ
シ
ェ
ン
監
督
な
ど
、
国
内

外
の
著
名
な
映
画
監
督
を
ゲ
ス
ト
に
お

招
き
し
た
の
が
い
い
思
い
出
で
す
。
こ

の
映
画
祭
に
関
す
る
当
時
の
資
料
は
、

札
幌
市
内
に
あ
る
「
北
の
映
像
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　　

◆
高
専
教
員
と
し
て
の
貌（
か
お
）

　

私
は
１
９
９
７
年
に
学
位
を
取
得
し

た
後
、
東
京
・
調
布
市
に
あ
る
電
気
通

信
大
学
の
大
学
院
で
助
手
を
務
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、
２
０
０
１
年
に
現
在
の

ト
ラ
リ
ア
と
の
接
点
は
こ
れ
だ
け
で
な

く
、
学
生
時
代
に
ま
で
遡
り
ま
す
。

　

大
学
院
の
修
士
１
年
の
と
き
、
名

古
屋
で
行
な
わ
れ
た
国
際
会
議
の
バ
ン

ケ
ッ
ト
で
、
隣
に
座
っ
た
研
究
者
ご
夫

妻
と
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。彼
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
防
大
学
（Australian 

Defence Force Academ
y

）
か
ら
来
た

方
で
し
た
。
そ
の
後
、
手
紙
や
メ
ー
ル

の
や
り
と
り
も
す
る
よ
う
に
な
り
、

修
士
課
程
を
修
了
し
た
春
休
み
、
友
人

と
２
人
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
旅
行
を
計

画
し
、
彼
の
自
宅
に
訪
問
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
旅
行
直
前
に
と
あ
る
理

由
で
友
人
が
旅
行
に
行
け
な
く
な
っ
た

た
め
、
図
ら
ず
も
一
人
旅
に
な
っ
て
し

◎職場奮戦記

東京工業高等専門学校
情報工学科・教授

  小嶋　徹也
（Ｈ9・工学研究科修了）

高
専
に
お
け
る
研
究
と
教
育
、
そ
し
て
…

二
足
の
わ
ら
じ
を
履
き
こ
な
す

　

私
は
東
京
都
八
王
子
市
に
あ
る
国
立
の
高
等
専
門
学
校
（
高
専
）
で
教
員

を
し
て
い
ま
す
。
専
門
分
野
は
情
報
理
論
、
特
に
、
情
報
通
信
の
基
礎
と
な

る
符
号
系
列
の
生
成
や
そ
の
応
用
に
関
す
る
も
の
で
す
。
普
段
は
学
生
の
教

育
と
研
究
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
仕
事
を
離
れ
た
分
野
で
も
後
進
の
育
成

に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
私
の
二
重
生
活
（
？
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

工学祭（1991年）

イマジンカップ（2012年、シドニー大会）準優勝チーム
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ま
い
ま
し
た
が
、
首
都
の
キ
ャ
ン
ベ
ラ

郊
外
に
あ
っ
た
彼
の
自
宅
に
も
滞
在
で

き
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
偶
然
開

催
さ
れ
て
い
た
お
祭
り
で
、
戦
車
の
パ

レ
ー
ド
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
大
学
祭
と
も
縁
が
あ

る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
１
０
年
の
メ
ル
ボ
ル
ン
滞
在
中
に

も
、
実
に
16
年
ぶ
り
に
彼
の
自
宅
を
訪

問
し
、
ご
家
族
と
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
２
０
１
２
年
、

米
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
が
主
催
す
る
国

際
的
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

「
イ
マ
ジ
ン
カ
ッ
プ
」
で
、
私
が
共
同

指
導
し
た
東
京
高
専
の
チ
ー
ム
が
日
本

代
表
に
選
出
さ
れ
、
世
界
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き

の
開
催
都
市
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ

ド
ニ
ー
で
、
私
も
引
率
教
員
と
し
て
大

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
深
刻

な
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
ま
し
た
が
、
本

校
の
チ
ー
ム
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
部

門
で
準
優
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
記
録
は
イ
マ
ジ
ン
カ
ッ

プ
の
日
本
代
表
と
し
て
は
現
在
で
も
史

上
最
高
の
成
果
で
す
。

　

２
０
１
０
年
の
メ
ル
ボ
ル
ン
在
住
の

折
に
は
、
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
と
呼
ば

れ
る
地
区
で
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造

所
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
方
と

知
り
合
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
醸
造

所
「
サ
ン
ダ
ー
ロ
ー
ド
・
ブ
ル
ー
イ
ン

グ
」
は
、
そ
の
後
も
私
が
メ
ル
ボ
ル
ン

を
訪
れ
る
た
び
に
立
ち
寄
る
お
気
に
入

り
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、オ
ー
ナ
ー

ご
夫
妻
と
は
現
在
も
交
流
が
続
い
て
い

ま
す
。
彼
ら
と
知
り
合
っ
た
き
っ
か
け

は
、
ビ
ア
テ
イ
ス
タ
ー
と
い
う
資
格
を

取
得
し
て
い
た
私
が
、
メ
ル
ボ
ル
ン
の

ビ
ー
ル
事
情
に
つ
い
て
日
本
の
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
に
投
稿
し
た
こ
と
に
あ
り
ま

し
た
。こ
こ
の
オ
ー
ナ
ー
の
パ
ー
ト
ナ
ー

が
日
本
人
で
、
彼
女
が
私
の
投
稿
を
読

ん
だ
こ
と
か
ら
、
現
地
で
の
交
流
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

次
に
お
話
し
す
る
私
の
二
足
目
の
わ
ら

じ
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

◆
国
際
的
ビ
ー
ル
審
査
員

　
　

と
し
て
の
貌（
か
お
）

　　

学
生
時
代
か
ら
の
ビ
ー
ル
好
き
が
高

じ
て
、
私
は
２
０
１
３
年
に
日
本
地

ビ
ー
ル
協
会
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講

し
、
ビ
ア
ジ
ャ
ッ
ジ
の
資
格
を
取
得
し

ま
し
た
。
そ
れ
以
来
現
在
ま
で
、
米
国

の
ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ア
カ
ッ
プ
、
ド
イ
ツ

の
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
ビ
ア
ス
タ
ー
を
始

め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
、

世
界
各
国
で
開
催
さ
れ
る
国
際
的
ビ
ー

ル
審
査
会
で
審
査
員
を
務
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
現
在
で
は
、
日
本
地
ビ
ー
ル

協
会
が
主
催
す
る
ア
ジ
ア
最
大
の
国
際

審
査
会
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ビ
ア
カ
ッ
プ
で
審
査
委
員
長
を
務

め
て
い
る
他
、
同
協
会
が
主
催
す
る

ビ
ア
テ
イ
ス
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
や
ビ
ア

ジ
ャ
ッ
ジ
セ
ミ
ナ
ー
と
い
う
資
格
認
定

セ
ミ
ナ
ー
で
講
師
も
務
め
て
お
り
、
後

進
の
指
導
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

ビ
ー
ル
審
査
員
の
責
務
は
単
に
美
味

い
か
、
ま
ず
い
か
を
判
定
す
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
審
査
対
象
と
な
っ
た

サ
ン
プ
ル
を
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ

と
で
、
そ
の
ビ
ー
ル
の
長
所
を
讃
え
る

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
問
題
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
そ
の
原
因
が
醸
造
技
術

に
あ
る
の
か
、
そ
の
後
の
保
管
や
流
通

に
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
時
間
経
過
や

酸
化
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
外
観
や
香

り
、
味
、
ボ
デ
ィ
な
ど
と
い
っ
た
要
素

か
ら
理
論
的
に
特
定
し
、
説
明
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
外
に
い

る
私
の
ジ
ャ
ッ
ジ
仲
間
の
一
人
が
、「
ビ

ア
ジ
ャ
ッ
ジ
の
仕
事
は
探
偵
の
仕
事
に

酷
似
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
言
い
得
て
妙
だ

と
思
い
ま
す
。
ビ
ー
ル
の
製
造
者
は
、

出
品
料
を
支
払
っ
て
こ
の
よ
う
な
審
査

会
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
す
。
言
い
換
え

れ
ば
、
彼
ら
は
そ
の
出
品
料
で
審
査
員

か
ら
の
客
観
的
な
官
能
評
価
の
結
果
を

買
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
結
果
が

製
品
の
品
質
向
上
や
、
さ
ら
に
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
も
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
ビ
ー
ル
、
特
に
規
模
の
小

さ
い
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
普
及
に
対
す

る
審
査
員
の
責
任
は
極
め
て
重
大
で
あ

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
こ
ん
な
裏
の
貌
（
か

お
）（
？
）
を
持
つ
私
で
す
が
、

昨
年
、
ビ
ー
ル
に
関
す
る
書
籍

を
上
梓
し
ま
し
た
。
こ
の
本

は
、「
コ
ン
プ
リ
ー
ト
・
ビ
ア
・

コ
ー
ス
〜
真
の
ビ
ア
・
ギ
ー
ク

に
な
る
た
め
の
12
講
」（
楽
工

社
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
米

国
で
販
売
十
万
部
を
超
え
た
本

の
日
本
語
版
で
す
。
本
の
中
で

は
、
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
ビ

ア
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
、
そ
の

特
徴
か
ら
歴
史
、
フ
ー
ド
と
の
ペ
ア
リ

ン
グ
、
商
業
的
サ
ン
プ
ル
の
紹
介
に
至

る
ま
で
、
徹
底
的
に
解
説
さ
れ
て
い
ま

す
。
著
者
は
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
バ
ー
ン
ス

テ
イ
ン
と
い
う
米
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
、
そ
の
語
り
口
は
軽
妙
洒
脱
で
あ

り
、
ユ
ー
モ
ア
や
ダ
ジ
ャ
レ
、
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
の
要
素
な
ど
が
ふ
ん
だ
ん
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。（
翻
訳
に
当

た
っ
て
、
私
の
頭
を
も
っ
と
も
悩
ま
せ

た
の
も
こ
の
点
に
尽
き
る
わ
け
で
す
が

…
）
こ
の
た
め
、
３
０
０
ペ
ー
ジ
を
超

え
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
割
に
は
、
ス
ラ
ス

ラ
と
楽
し
く
読
め
る
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
書
店

や
ア
マ
ゾ
ン
等
ネ
ッ
ト
の
販
売
サ
イ
ト

で
探
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ち
な
み
に
念
の
た
め
触
れ
て
お
き
ま
す

が
、
私
に
は
本
来
の
専
門
分
野
で
あ
る

情
報
理
論
の
著
書
も
あ
り
ま
す
。
ま
さ

に
二
足
の
わ
ら
じ
で
す
。

　

◆
二
足
の
わ
ら
じ
が
紡
い
だ

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
世
界
中
の
方
々
の
生
活

が
従
来
の
も
の
と
は
一
変
し
て
い
ま

す
。
私
の
第
二
の
故
郷
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
も
、
大
都
市
圏
を
中
心
に
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
、
先
の
見
え
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
自
身

も
、
現
在
で
も
週
の
半
分
は
在
宅
勤
務

で
、
授
業
も
自
宅
か
ら
遠
隔
で
実
施
、

学
内
外
の
会
議
や
学
会
参
加
も
オ
ン
ラ

イ
ン
で
、
と
こ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く

異
な
る
環
境
で
仕
事
を
続
け
て
い
ま

す
。
長
年
、
私
も
参
加
し
て
き
た
情
報

理
論
の
国
内
最
大
の
会
議
で
あ
る
「
情

報
理
論
と
そ
の
応
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

は
、
ほ
ぼ
毎
年
、
温
泉
地
で
の
合
宿
形

式
で
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
、
私
が
実
行
委
員
長
と
な
り
、
12
月

に
北
海
道
の
登
別
温
泉
で
開
催
予
定
で

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
中
止
の
決
断
を

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
と
し
て
も
43
年
の
歴
史
の
中
で
初

め
て
の
中
止
で
、
ま
さ
に
断
腸
の
思
い

で
の
決
断
で
し
た
。
一
方
、
世
界
中
の

ビ
ー
ル
審
査
会
や
イ
ベ
ン
ト
も
、
中
止

や
延
期
、
開
催
形
態
の
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
嘆
く
の
は
簡
単

で
す
が
、
実
は
私
に
は
少
々
楽
観
的
に

捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
規

模
の
大
小
は
あ
る
も
の
の
、
私
た
ち
の

人
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
や
困
難
の
連

続
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

う
い
っ
た
困
難
を
何
と
か
乗
り
越
え

て
、
私
た
ち
は
今
日
を
生
き
て
い
る
わ

け
で
す
。
前
述
の
「
情
報
理
論
と
そ
の

応
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
つ
い
て
も
、

私
は
前
向
き
に
考
え
て
い
ま
す
。
感
染

症
の
影
響
が
一
掃
さ
れ
な
い
中
で
も
、

ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
れ
ば
、
従
来
に

限
り
な
く
近
い
形
態
で
の
開
催
が
可
能

か
、
い
ま
一
度
じ
っ
く
り
と
考
え
て
、

２
年
後
以
降
の
リ
ベ
ン
ジ
を
決
意
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
困
難
を
乗

り
越
え
る
に
は
、
一
人

の
力
で
は
ど
う
に
も
な
り

ま
せ
ん
。
私
が
こ
の
状
況

下
で
も
物
事
を
楽
観
的
に

考
え
て
い
る
背
景
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
の

「
つ
な
が
り
」
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、

高
専
教
員
と
し
て
の
仕
事

の
傍
ら
、
ビ
ー
ル
の
世
界

に
も
深
く
真
剣
に
取
り
組

む
中
で
、
タ
イ
プ
の
異
な

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
の

交
流
が
あ
り
、
こ
れ
が
私

の
血
と
な
り
肉
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
実
感
が
あ
り

ま
す
。
仮
に
今
の
状
況
を

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
し
て
も
、
こ
の
先
さ

ら
な
る
変
化
や
危
機
に
晒

さ
れ
る
こ
と
も
否
定
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
多
く
の

友
人
た
ち
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
彼
ら
と
交
わ
し

た
会
話
、
多
種
多
様
な
経

験
が
、
こ
れ
か
ら
も
自
分

を
支
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う

と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ

た
友
人
た
ち
の
、
そ
し
て

同
窓
の
皆
様
の
未
来
に
、

乾
杯
！

ビール審査会での様子

インターナショナル・ビアカップ2018の表彰式

翻訳本：「コンプリート・ビア・コース〜真のビ
ア・ギークになるための12講」（楽工社）

◎職場奮戦記
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◆
幅
広
い
フィ
ー
ル
ド
へ
の
出
向

　

平
成
３
年
に
北
大
経
済
学
部
を
卒
業

し
（
入
学
は
昭
和
61
年
。
小
樽
潮
陵
高

校
出
身
）、
北
海
道
庁
に
入
庁
。
爾
来

た
く
さ
ん
の
上
司
、
同
僚
、
そ
し
て
関

係
の
企
業
・
機
関
・
団
体
等
の
皆
様
に

助
け
ら
れ
な
が
ら
道
行
政
に
携
わ
り
、

い
つ
の
間
に
か
30
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

先
行
事
例
が
な
い
中
に
あ
っ
て
胆
力

と
い
っ
た
も
の
も
求
め
ら
れ
る
仕
事
で

し
た
が
、
５
名
が
力
を
結
集
し
つ
つ
、

上
司
の
助
力
や
観
光
・
衛
生
・
法
制
等

の
庁
内
関
連
部
門
の
協
力
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
き
な
が
ら
、
半
年
間
、
関
連
業

界
や
地
域
、
国
と
の
幾
度
の
意
見
交
換

や
、
有
識
者
会
議
の
開
催
、
市
町
村
長

か
ら
の
意
見
聴
取
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
（
道
内
は
も
と
よ
り
道
外
か
ら
も

大
学
教
授
、
弁
護
士
等
も
含
め
大
変
多

く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
）、

そ
し
て
道
議
会
で
の
多
数
の
議
論
な
ど

を
通
じ
、論
点
・
ロ
ジ
ッ
ク
を
整
理
し
、

条
例
（
営
業
制
限
の
対
象
、
区
域
、 

期

間
）案
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

   

検
討
作
業
が
進
捗
す
る
ほ
ど
に
各
種

メ
デ
ィ
ア
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

そ
う
し
た
中
で
、
道
の
動
き
は
他
自
治

　

留
萌
（
振
興
局
）、

苫
小
牧
（
民
間
出
向
）

で
の
勤
務
以
外
は
本
庁

勤
務
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
昨
年
６
月
、
久

し
ぶ
り
に
転
勤
と
な
り

東
京
事
務
所
に
や
っ
て

参
り
ま
し
た
。

　

道
外
暮
ら
し
は
夫
婦

そ
ろ
っ
て
初
め
て
な
の

で
、
休
日
は
都
内
各
所

は
も
と
よ
り
本
州
各
地

を
夫
婦
で
巡
り
歩
い
て

い
ま
す
（
目
下
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
中
断
）。

　

こ
れ
ま
で
、
も
の
づ

く
り
・
食
・
観
光
産
業
の
振
興
や
農
業

基
盤
整
備
、
医
師
確
保
対
策
、
地
域
振

興
、
庁
内
政
策
調
整
な
ど
幅
広
く
道
行

政
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

◆
ワ
ン
チ
ー
ム
で

　
　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
立
ち
向
か
う　

　

平
成
29
年
８
月
、
課
長
職
と
な
っ
た

私
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
の
テ
ー
マ
は
民

泊
で
し
た
。

体
よ
り
先
行
し
て
い
る
、
そ
の
検

討
内
容
は
全
国
の
モ
デ
ル
に
な
る

と
報
道
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

事
実
、
他
自
治
体
で
は
具
体
的

な
対
応
が
道
よ
り
進
ん
で
い
な
い

よ
う
で
、
秋
頃
か
ら
は
道
の
取
り

組
み
や
検
討
内
容
を
参
考
に
し
た

い
と
の
他
自
治
体
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
が
連
日
続
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
私
が
当
時

率
直
に
感
じ
た
こ
と
は
（
甚
だ
手

前
味
噌
で
恐
縮
で
す
が
）、
条
例

検
討
の
専
門
部
署
を
作
っ
た
点
に

お
い
て
道
は
ど
の
自
治
体
よ
り
も

卓
越
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
他
自
治
体
で
は
観
光
振
興
部
門
か

宿
泊
業
許
可
部
門
（
衛
生
部
門
）
の
ど

ち
ら
か
が
担
当
し
ま
し
た
し
、
そ
の
ど

ち
ら
が
担
当
す
る
か
が

な
か
な
か
決
め
ら
れ
な

い
自
治
体
が
多
い
よ
う

で
し
た
。
唯
一
道
だ
け

が
別
の
部
門
（
政
策
局

＝
重
要
政
策
の
企
画
立

案
を
担
当
）
に
専
掌
ラ

イ
ン
を
設
け
、
我
々
５

名
は
そ
れ
に
特
化
し
て

全
力
で
当
た
る
た
め
に

集
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　

平
成
30
年
第
１
回
定

例
道
議
会
に
て
条
例
案

は
審
議
の
上
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
は
並

　

当
時
の
状
況
と
し
て
は
、
民
泊
が
国

内
各
地
で
急
速
に
拡
大
し
、
観
光
客
の

多
様
化
す
る
宿
泊
ニ
ー
ズ
の
受
け
皿 

と
し
て
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
安
全
・

衛
生
面
や
騒
音
・
ゴ
ミ
出
し
と
い
っ
た

生
活
面
で
の
ト
ラ
ブ
ル
等
が
発
生
し
て

お
り
、
国
会
で
も
大
き
な
議
論
が
な
さ

れ
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

同
年
６
月
、
民
泊
の
一
定
の
ル
ー
ル

を
定
め
健
全
な
普
及
を
図
る
た
め
の
法

律
「
住
宅
宿
泊
事
業
法
」
が
、
国
会
で

制
定
さ
れ
ま
し
た
（
施
行
令
等
の
公
布

は
同
年
10
月
）。

　

同
法
に
は
、
都
道
府
県
等
は
民
泊
に

起
因
す
る
生
活
環
境
の
悪
化
防
止
の
必

要
が
あ
る
と
き
は
、
合
理
的
な
限
度
に

お
い
て
条
例
を
定
め
、
民
泊
実
施
の
区

域
・
期
間
を
制
限
で
き
る
旨
の
規
定
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

各
都
道
府
県
等
で
は
そ
れ
へ
の
対
応

が
急
が
れ
ま
し
た
。
法
の
施
行
は
翌
年

行
し
て
、
告
示
や
逐
条
解
説
、
事
業
者

向
け
手
引
き
、
苦
情
相
談
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
等
の
整
備
、
関
係
機
関
と
の
協
力

体
制
、
庁
内
執
行
体
制
の
構
築
等
も
行

い
、
以
来
、
住
民
・
観
光
客
の
安
全
・

安
心
の
確
保
を
第
一
と
し
た
適
正
な
民

泊
の
推
進
に
注
力
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
苦
楽
を
共
に
し
た
部
下

の
半
数
は
北
大
卒
で
し
た
し
、
上
司

（
政
策
局
長
）
も
そ
う
で
し
た
。
道
庁

は
や
は
り
北
大
卒
の
職
員
が
た
い
へ
ん

多
い
で
す
。
す
こ
し
前
に
自
分
が
所
属

し
た
ラ
イ
ン
は
ト
ッ
プ
か
ら
最
若
手
職

員
ま
で
オ
ー
ル
北
大
卒
で
し
た
。
多
い

ば
っ
か
り
に
同
窓
意
識
は
と
も
す
れ
ば

ほ
と
ん
ど
希
薄
と
い
う
感
じ
も
あ
り
ま

す
が
、
と
は
い
え
北
大
出
身
だ
と
聞
く

と
や
は
り
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

６
月
で
す
。「
時
間
が
な
い
」
と
誰
も 

が
思
っ
た
は
ず
で
す
。
道
議
会
で
は
多

数
の
質
問
の
中
で
条
例
制
定
が
求
め
ら

れ
、
高
橋
知
事
（
当
時
）
は
早
急
に
条

例
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
を
表
明
し
ま

し
た
。
８
月
、
そ
の
検
討
等
を
行
う
た

め
の
専
掌
ラ
イ
ン
が
政
策
局
内
に
設
け

ら
れ
、
そ
こ
に
私
を
含
む
５
名
が
配
属

さ
れ
た
の
で
す
。

　

法
の
施
行
に
間
に
合
う
よ
う
に
条
例

を
制
定
す
る
た
め
に
は
、
翌
年
２
月
開

会
の
道
議
会
に
条
例
案
を
上
程
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
・

作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
る
と
、
種
々

の
作
業
・
調
整
、ス
テ
ッ
プ
等
が
並
び
、

ま
さ
に
綱
渡
り
の
感
で
し
た
。

昨
今
は
本
州
民
間
企
業
等
に
勤
め
た
方

が
道
庁
に
転
職
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
よ

う
で
す
。

　

◆
北
海
道
の
優
位
性
や

　
　

独
自
性
を
生
か
し
た
経
済
・

　
　

産
業
の
活
性
化
に
向
け
て　

　

現
在
は
東
京
事
務
所
に
て
企
業
誘
致

等
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

   

近
年
、
災
害
や
人
材
確
保
な
ど
に
対

す
る
企
業
の
多
様
な
リ
ス
ク
対
応
等
に

よ
り
、
製
造
拠
点
は
も
と
よ
り
Ｉ
Ｔ
開

発
拠
点
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
本

社
機
能
な
ど
を
本
道
に
進
出
さ
せ
る
動

き
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

目
下
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
と
し
て

テ
レ
ワ
ー
ク
が
一
気
に
広
が
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
ウ
ィ
ズ
・
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
中
で
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
、

働
き
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

東
京
の
仕
事
を
北
海
道
の
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
で
ど
ん
ど
ん
こ
な
し
て
い

き
た
い
と
の
企
業
経
営
者
の
声
も
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
道
の
素
晴

ら
し
い
食
や
豊
富
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
、
冷
涼
な
気
候
、
北
海
道
ブ
ラ
ン
ド

の
人
気
、
首
都
圏
な
ど
と
の
同
時
被
災

リ
ス
ク
の
低
さ
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
な

が
ら
、
企
業
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

き
め
細
や
か
な
提
案
を
行
う
な
ど
、『
可

能
性
の
大
地
』
北
海
道
へ
の
進
出
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

輝
き
続
け
る
北
海
道
の
た
め
に

　
変
改
す
る
道
行
政
の
最
前
線
を
担
う

◎職場奮戦記

北海道東京事務所の自席。右は部下の園部光平さん（H25経）

政策局民泊ラインのメンバー／平成30年3月
後列左から３人目が本人、２人目は大森賢司主査（現
観光局民泊係長・平成17年法卒（奥さんは平成17年
法卒・現石狩振興局地域政策課主査）、前列中央は奈
良華織主幹（現道総研建築研究本部安全性能部長・平
成9年大学院（工）卒）

有識者会議（民泊条例検討）／平成29年10月
テーブル奥から2人目が本人、5人目は高橋知事（当時）

「北海道とつながるカフェ」（北海道移住に興味をお持ちの
首都圏の方々に交流していただく場）／令和2年1月

左端前から 2 人目が本人

北
海
道
東
京
事
務
所  

観
光
・
企
業
誘
致
課
長

　
安
彦  

史
朗 

（
Ｈ
３
・
経
）
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そ
の
夏
、
救
世
主

（
同
じ
教
科
書
の

日
本
語
版
）
に
救

わ
れ
た
。
私
は
遺

伝
子
と
は
何
か
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列
で
あ

る
遺
伝
子
か
ら
Ｒ

Ｎ
Ａ
に
転
写
さ

れ
、
タ
ン
パ
ク
質

に
翻
訳
さ
れ
、
そ

し
て
細
胞
を
形

作
っ
て
い
く
と
い

う
、
生
命
現
象
を

分
子
レ
ベ
ル
で
理

解
す
る
こ
と
に
夢

中
に
な
っ
た
。
北

海
道
大
学
に
入
れ
ば
自
分
の
疑
問
に
答

え
て
く
れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
知
れ
ば

知
る
ほ
ど
に
わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
落
胆

し
た
反
面
、
野
心
を
そ
そ
ら
れ
た
。

　

疑
問
は
自
分
で
解
き
明
か
そ
う
と
大

学
院
進
学
を
決
め
た
。
植
物
を
使
っ

て
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
Ｒ
Ｎ
Ａ
情
報
が
転
写
さ

れ
る
（
セ
ン
ト
ラ
ル
ド
グ
マ
の
最
初
の

ス
テ
ッ
プ
）
仕
組
み
を
調
べ
て
い
る
研

　

サ
ッ
カ
ー
に
明
け
暮
れ
、
校
内
で
麻

雀
を
し
て
は
説
教
を
受
け
、
テ
ス
ト
は

赤
点
だ
が
北
大
の
入
試
は
名
前
を
書
け

ば
受
か
る
と
思
っ
て
い
た
阿
呆
で
あ
っ

た
。
当
然
一
浪
し
た
。
昔
か
ら
遺
伝
子

が
生
命
を
形
作
る
源
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
非
常
に
興
味
が
あ
っ
た
が
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
と
い
う
分
子
の
羅
列
が
ど
う
や
っ
て

解
読
さ
れ
、
細
胞
を
作
り
、
体
を
形
づ

く
り
、
は
た
ま
た
生
殖
や
人
間
の
思
考

へ
と
繋
が
る
の
か
想
像
出
来
な
か
っ

た
。
北
大
理
学
部
の
生
物
科
学
科
へ
行

け
ば
そ
れ
が
わ
か
る
と
思
い
入
学
し
た
。

　

１
９
９
５
年
春
、
遺
伝
子
か
ら
生
命

へ
の
神
秘
に
迫
れ
る
と
意
気
揚
々
と
入

学
し
た
が
、
い
き
な
り
つ
ま
ず
い
た
。

高
校
時
代
英
語
赤
点
大
魔
王
で
あ
り
、

大
学
入
試
で
は
英
語
を
捨
て
た
私
は

１
３
０
０
ペ
ー
ジ
あ
る
英
語
で
書
か
れ

た
専
門
教
科
書
を
見
て
絶
望
し
た
が
、

　

私
は
興
味
の
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
10

の
研
究
室
の
主
宰
者
（
植
物
ゲ
ノ
ム
科

学
分
野
）
に
メ
ー
ル
を
送
っ
た
。
そ
の

う
ち
８
人
か
ら
返
事
が
あ
っ
た
が
、
要

約
す
る
と
う
ち
で
は
雇
う
お
金
が
な
い

か
ら
自
分
で
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
（
日
本

学
術
振
興
会
の
海
外
学
振
）
を
取
っ
て

き
て
と
い
う
お
断
り
の
返
事
だ
っ
た
。

　

そ
の
時
に
は
海
外
学
振
の
応
募
タ
イ

ミ
ン
グ
を
逃
し
て
い
た
が
、
諦
め
ら
れ

な
か
っ
た
私
は
特
に
興
味
が
あ
っ
た
４

つ
の
研
究
室
に
強
引
に
押
し
か
け
て
面

接
し
て
も
ら
っ
た
。
渡
米
費
用
は
大
事

に
し
て
い
た
本
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
全
部
売
り

払
っ
て
捻
出
し
た
。
４
つ
の
面
接
で
３

つ
の
オ
フ
ァ
ー
を
も
ら
え
た
。
そ
の
う

ち
一
番
印
象
が
良
か
っ
た
研
究
室
の
雇

用
１
年
契
約
を
受
け
入
れ
ア
メ
リ
カ
へ

渡
っ
た
。
渡
米
直
前
に
貯
金
ゼ
ロ
の
身

で
結
婚
し
た
。

　

ミ
ネ
ソ
タ
の
冬
は
寒
い
か
ら
と
い
う

こ
と
で
２
０
０
５
年
春
に
ミ
ネ
ソ
タ
へ

渡
っ
た
。
こ
こ
で
現
在
の
研
究
の
中
心

に
な
っ
て
い
る
植
物
と
微
生
物
の
相
互

作
用
の
研
究
を
始
め
た
。

　

植
物
と
微
生
物
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
子

を
交
換
し
、
時
に
は
戦
い
、
時
に
は
助

け
合
う
。
し
か
も
植
物
と
微
生
物
が
数

千
万
年
、
数
億
年
も
か
け
て
共
進
化
し

て
い
る
証
拠
が
は
っ
き
り
と
お
互
い
の

ゲ
ノ
ム
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
植
物
と
微
生
物
の
相
互
作
用
の
研
究

に
は
ま
っ
た
。
当
初
１
年
契
約
だ
っ
た

の
が
契
約
更
新
を
話
し
合
う
こ
と
も
な

く
（
暢
気
な
も
ん
だ
が
契
約
は
更
新
し

て
く
れ
て
い
た
し
給
料
も
年
々
上
げ
て

く
れ
て
い
た
）
６
年
半
在
籍
し
た
。
自

分
の
や
り
た
い
研
究
を
し
、
ア
メ
リ
カ

究
室
だ
っ
た
。
思
っ
た
ほ
ど
の
成
果
は

上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
研
究
の
基
礎
を

し
っ
か
り
学
べ
た
と
思
う
。

　

博
士
の
学
位
を
取
得
す
る
と
博
士
研

究
員
（
ポ
ス
ド
ク
）
と
い
う
立
場
で

給
料
を
も
ら
っ
て
研
究
し
、
さ
ら
に
経

験
を
積
む
の
が
ア
カ
デ
ミ
ア
の
道
だ
っ

た
。
教
授
に
相
談
し
た
ら
こ
う
答
え
が

返
っ
て
き
た
「
君
は
ア
メ
リ
カ
向
き
だ

し
向
こ
う
の
平
均
的
ポ
ス
ド
ク
よ
り
優

秀
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
行
き
な
さ
い
」。

こ
れ
が
「
君
は
ア
メ
リ
カ
向
き
だ
し
向

こ
う
の
ポ
ス
ド
ク
よ
り
相
当
優
秀
だ

よ
」
に
脳
内
変
換
さ
れ
自
信
を
得
た
。

の
広
大
な
大
地
と
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
環
境
を
大

い
に
満
喫
し
て
い
た
。

　

ポ
ス
ド
ク
６
年
目
に

さ
し
か
か
る
頃
、
自
分

で
研
究
室
を
運
営
し
て

み
た
い
と
い
う
野
心
が

芽
生
え
て
い
た
。
そ
ん

な
時
、
隣
の
研
究
室
の

教
授
が
興
奮
し
な
が
ら

一
枚
の
紙
を
見
せ
て
く

れ
た
。
そ
れ
は
ド
イ

ツ
・
ケ
ル
ン
に
あ
る

マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
植

物
育
種
学
研
究
所
の
独

立
研
究
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
の
募
集
要
項
だ
っ

た
。
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン

ク
学
術
振
興
協
会
は
高

名
な
物
理
学
者
で
あ
る

マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク

に
因
ん
で
名
付
け
ら
れ

た
、
ド
イ
ツ
国
内
外
に

約
80
の
研
究
所
を
持
つ
研
究
機
関
で
あ

り
、
ド
イ
ツ
連
邦
政
府
と
州
政
府
の
資

金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

あ
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も
所
属

し
、
前
身
組
織
を
含
め
33
人
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
を
輩
出
し
て
い
る
い
わ
ば

世
界
最
高
峰
の
研
究
機
関
で
あ
る
。
そ

ん
な
と
こ
ろ
に
自
分
が
雇
わ
れ
る
は
ず

が
な
い
と
言
っ
た
私
に
、
彼
女
は
「
こ

れ
は
貴
方
の
た
め
の
募
集
よ
。
チ
ャ
ン

ス
を
逃
し
て
は
い
け
な
い
」
と
励
ま
し

て
く
れ
た
。
練
習
の
つ
も
り
で
と
応
募

し
た
ら
面
接
に
来
る
よ
う
に
連
絡
が
来

た
。
著
名
な
研
究
者
に
自
分
の
研
究
を

聞
い
て
も
ら
え
る
良
い
機
会
く
ら
い
の

気
持
ち
で
面
接
を
受
け
た
ら
面
接
の
３

日
後
に
オ
フ
ァ
ー
が
来
て
び
っ
く
り
し

た
。
面
接
に
呼
ば
れ
た
時
点
で
ド
イ
ツ

語
の
勉
強
を
始
め
た
妻
の
努
力
が
無
駄

に
な
ら
な
く
て
幸
い
だ
っ
た
。

　

２
０
１
１
年
12
月
に
ド
イ
ツ
・
ケ
ル

ン
へ
渡
っ
た
。
紛
う
事
な
き
夢
の
研
究

機
関
だ
っ
た
。
周
囲
は
植
物
の
研
究
で

は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
憧
れ
の
研
究
者

達
。
彼
ら
と
日
常
的
に
議
論
を
し
研
究

を
進
め
る
の
は
純
粋
な
快
楽
だ
っ
た
。

研
究
費
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、

優
秀
な
部
下
が
集
ま
り
、
研
究
室
運
営

も
上
手
く
い
き
、
成
果
も
上
が
っ
た
。

自
分
が
本
当
に
研
究
し
た
い
こ
と
を
し

た
い
よ
う
に
出
来
、
ま
さ
に
ド
リ
ー
ム

ジ
ョ
ブ
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
に
子
供
が

３
人
生
ま
れ
、
子
育
て
と
研
究
に
没
頭

し
、
７
年
く
ら
い
脇
目
も
ふ
ら
ず
突
っ

走
っ
た
。

　

公
私
に
充
実
し
て
は
い
た
が
自
分
の

キ
ャ
リ
ア
を
ぼ
ん
や
り
と
考
え
て
い
た

頃
、
中
国
・
武
漢
に
あ
る
華
中
農
業
大

学
で
行
わ
れ
た
植
物
・
微
生
物
相
互
作

用
に
関
す
る
国
際
会
議
に
呼
ば
れ
て

発
表
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
発
表
が

●
遺
伝
子
好
き
な
阿
呆
だ
っ
た

　
札
幌
南
高
校
時
代

●
研
究
を
確
立
し
た

　
ド
イ
ツ
・
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク

　
植
物
育
種
学
研
究
所
時
代

●
研
究
の
基
礎
を
学
ん
だ

　
北
海
道
大
学
時
代

●
植
物・微
生
物
相
互
作
用
に
は
ま
っ
た

　
ア
メ
リ
カ・ミ
ネ
ソ
タ
大
学
時
代

　

植
物
遺
伝
情
報
発
現
の
仕
組
み
を
解
き
明
か
し
、
農
業
生
産
を

増
大
し
、
来
た
る
べ
く
食
糧
不
足
を
解
決
す
る
た
め
、
日
本
、
ア

メ
リ
カ
、ド
イ
ツ
、中
国
の
ア
カ
デ
ミ
ア
を
風
の
吹
く
ま
ま
に
歩
む
。

世
界
の
ア
カ
デ
ミ
ア
を
歩
む

終
わ
っ
て
壇
上
を
降
り
る
と
、
そ
の
国

際
会
議
の
主
催
者
で
あ
る
中
国
人
教
授

が
近
寄
っ
て
き
て
、
ち
ょ
っ
と
話
さ
な

い
か
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。
私
の
趣
味

は
中
国
古
典
や
古
代
中
国
の
歴
史
で
あ

り
、
三
国
志
の
武
将
の
話
な
ど
で
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。
う
ち
に
来
た
ら
い

い
じ
ゃ
な
い
？
と
声
を
か
け
ら
れ
た
が

冗
談
だ
と
思
っ
た
。
翌
日
、
う
ち
に
来

な
い
か
？
と
再
び
切
り
出
さ
れ
た
。
今

度
は
冗
談
で
は
な
さ
そ
う
だ
が
社
交
辞

令
だ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
翌
日
、
こ

れ
が
君
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、
家
で
、
給

料
で
、
研
究
費
で
、
福
利
厚
生
だ
。
私

の
妻
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
用
意
し
、
子
供

の
学
校
も
任
せ
て
く
れ
、
う
ち
の
大
学

に
来
て
欲
し
い
と
い
う
オ
フ
ァ
ー
を
も

ら
っ
た
。
急
展
開
の
三
顧
の
礼
だ
。
諸

アメリカ・ミネソタ大学時代の研究所

ドイツ・マックスプランク植物育種学研究所にて

華中農業大学　教授

津田賢一
1999年  北海道大学理学部生物科学科卒
2001年  北海道大学大学院地球環境科学研究科 修士
2004年  北海道大学大学院地球環境科学研究科 博士

華中農業大学の研究所
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葛
亮
孔
明
が
草
廬
を
出
た
の
も
わ
か

る
。
こ
れ
に
心
を
動
か
さ
れ
な
け
れ
ば

お
か
し
い
。
た
だ
私
に
は
当
時
孔
明
に

は
い
な
か
っ
た
妻
子
が
い
た
。
即
座
に

は
立
た
ず
数
ヶ
月
家
族
会
議
を
行
っ
た
。

　

華
中
農
業
大
学
か
ら
毎
週
の
よ
う
に

連
絡
が
来
て
い
た
が
決
断
を
下
せ
ず
に

い
た
。家
族
が
生
活
と
子
供
の
教
育（
武

漢
に
は
日
本
人
学
校
は
な
い
。
英
語
の

イ
ン
タ
ー
は
武
漢
に
複
数
あ
る
が
、
息

子
達
は
日
本
語
と
ド
イ
ツ
語
が
出
来
る

が
英
語
は
出
来
な
い
）
を
心
配
し
て
い

る
と
い
う
話
を
す
る
と
、
家
族
全
員
を

武
漢
に
招
待
し
て
く
れ
た
。
住
居
、
大

型
ス
ー
パ
ー
、
研
究
所
を
見
せ

て
く
れ
、
付
属
幼
稚
園
、
付
属

小
学
校
と
イ
ン
タ
ー
を
案
内
し

て
く
れ
た
。
と
う
と
う
妻
の
Ｏ

Ｋ
が
出
た
。

　

２
０
１
９
年
９
月
に
家
族
そ

ろ
っ
て
赴
任
し
た
。
バ
タ
バ
タ

と
住
居
、
研
究
室
の
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
な
ど
を
し
て
い
る
う
ち

に
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

騒
動
が
始
ま
っ
た
。
あ
れ
よ
あ

れ
よ
と
い
う
間
に
東
京
に
匹
敵

す
る
１
１
０
０
万
人
都
市
で
あ

る
武
漢
が
都
市
封
鎖
さ
れ
た
。

日
本
を
含
め
各
国
か
ら
武
漢
退

避
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
が
来
る

中
、
自
分
は
武
漢
に
残
る
こ
と

を
決
め
た
。
日
本
人
で
あ
る
と
い
う
理

由
だ
け
で
部
下
や
同
僚
を
残
し
て
自
分

だ
け
逃
げ
ら
れ
な
い
、
そ
し
て
日
本
人

が
武
漢
に
残
る
こ
と
で
、
し
こ
り
の
あ

る
日
中
関
係
の
改

善
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
と
も
思
っ

た
。
武
漢
に
残
っ

た
こ
と
で
多
く
の

取
材
を
受
け
、
多

く
の
人
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
も
ら
っ

た
り
、
手
作
り
の

作
品
が
送
ら
れ
て

き
た
り
し
た
。
日
本
人
は
義
を
大
切
に

す
る
と
い
う
印
象
を
中
国
人
に
与
え
る

こ
と
が
出
来
た
か
な
と
思
う
。

　

中
国
や
日
本
を
含
め
た
世
界
の

ニ
ュ
ー
ス
で
は
武
漢
は
死
の
街
と
な
り

１
１
０
０
万
人
が
犠
牲
に
、
と
い
う
悲

壮
が
漂
っ
て
い
た
が
、
自
分
の
周
り
で

は
悲
壮
感
よ
り
は
危
機
に
際
し
た
連
帯

感
が
生
ま
れ
て
い
る
感
じ
が
し
た
。
品

薄
で
は
あ
れ
ど
ス
ー
パ
ー
は
開
い
て
い

た
し
、
い
ざ
と
な
れ
ば
そ
の
辺
に
生
え

て
い
る
野
菜
や
木
の
実
を
食
べ
れ
ば
い

い
。
大
学
は
魚
が
釣
れ
る
湖
に
囲
ま
れ

て
る
し
、
農
地
の
近
く
で
鶏
が
歩
い
て

い
る
の
を
見
た
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
牛

の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
全
く
生
存
の
心
配
は
し
て
い

な
か
っ
た
。
日
本
の
友
人
達
か
ら
マ
ス

ク
や
食
料
な
ど
の
救
援
物
資
が
た
く
さ

ん
送
ら
れ
て
き
て
、
大
学
や
中
国
人
と

シ
ェ
ア
し
た
ら
、
な
ん
て
日
本
人
は
優

し
い
の
だ
と
い
う
評
判
を
得
た
。

　

私
は
植
物
が
好
き
だ
。
但
し
愛
で

た
い
訳
で
は
な
く
、
植
物
の
中
で
遺
伝

黄鶴楼からの武漢の街並み

情
報
が
ど
う
や
っ
て
発
現
し
、
外
的
な

環
境
変
化
に
ど
う
対
応
し
て
い
る
か
が

知
り
た
い
。
植
物
は
自
然
界
で
様
々
な

ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
。
物
理
ス
ト
レ
ス

だ
っ
た
り
生
物
ス
ト
レ
ス
だ
っ
た
り
す

る
。
動
か
な
い
植
物
が
ど
の
よ
う
に
こ

う
い
っ
た
ス
ト
レ
ス
に
分
子
レ
ベ
ル
で

対
処
し
て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い（
生

命
現
象
は
結
局
は
分
子
の
絡
み
合
い
で

動
い
て
い
る
）。
だ
か
ら
知
り
た
い
。
誰

も
教
え
て
く
れ
な
い
し
、
調
べ
て
も
わ

か
ら
な
い
か
ら
自
分
で
研
究
す
る
。

　

面
白
い
こ
と
に
微
生
物
は
植
物
に

と
っ
て
病
気
を
引
き
起
こ
す
敵
で
あ
り

な
が
ら
、
植
物
の
生
存
に
必
須
な
存
在

で
も
あ
る
。
植
物
が
こ
の
味
方
と
敵
を

ど
う
見
分
け
、
敵
を
排
除
し
、
味
方
を

手
な
ず
け
て
い
る
の
か
。
こ
の
仕
組
み

が
解
明
さ
れ
れ
ば
農
業
へ
の
応
用
も
大

い
に
期
待
さ
れ
る
。
植
物
の
生
長
を
助

け
る
微
生
物
を
使
っ
た
農
業
革
命
だ
。

　

武
漢
は
１
０
０
近
い
大
学
が
あ
り
人

口
の
10
％
ほ
ど
は
大
学
生
と
い
う
学
園

都
市
だ
。
街
の
中
心
部
な
ど
は
日
本
の

大
都
市
と
変
わ
ら
な
い
中
に
昭
和
の
佇

ま
い
が
混
在
し
て
い
る
感
じ
。
華
中
農

業
大
学
は
国
家
重
点
大
学
に
指
定
さ
れ

て
い
る
総
合
大
学
で
特
に
植
物
科
学
や

農
学
の
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
。
湖
に
囲

ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
講
義
棟
や
研

究
所
が
建
ち
並
び
、
研
究
農
地
が
あ

り
、学
生
・
教
員
の
住
居
地
区
が
あ
り
、

付
属
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
が
あ

る
。
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
も
あ
り
、

大
学
の
食
堂
が
10
以
上
あ
り
、
多
く
の

レ
ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
が
建
ち
並
ぶ華中農業大学での講義風景

武漢に残ったことに感動した
中国人が送ってくれた作品

●
風
の
吹
く
ま
ま
に

　
中
国
・
華
中
農
業
大
学

商
店
街
の
よ
う
な
場
所
も
あ
る
。
ま
る

で
城
郭
都
市
の
よ
う
だ
。
中
国
で
は
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
便
利
で
大

学
の
外
に
出
る
必
要
性
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
武
漢
の
物
価
は
日
本
の
半
分
程
度

で
あ
る
。
研
究
設
備
は
日
本
や
欧
米
と

変
わ
り
は
な
く
研
究
費
は
日

本
よ
り
も
潤
沢
で
あ
る
。
何

で
も
出
来
る
、
ど
こ
ま
で
も

上
っ
て
い
け
る
期
待
感
は
魅

力
的
だ
。
政
治
を
除
け
ば
自

由
度
は
か
な
り
高
い
国
で
も

あ
る
。
中
国
版
ア
メ
リ
カ
ン

ド
リ
ー
ム
が
確
か
に
感
じ
ら

れ
る
。
他
人
に
良
く
も
悪
く

も
気
を
遣
わ
ず
、
多
様
性
が

高
く
、
出
る
杭
は
打
つ
の
で

は
な
く
伸
ば
す
文
化
は
私
に

と
っ
て
心
地
よ
い
。

　

日
本
で
生
ま
れ
育
ち
北
大

に
お
世
話
に
な
り
、
ア
メ
リ

カ
、
ド
イ
ツ
、
中
国
の
ア
カ

デ
ミ
ア
を
風
の
吹
く
ま
ま
に

歩
ん
で
い
る
。
世
界
に
お
け

る
経
験
は
視
野
を
広
げ
人
間

と
し
て
の
器
を
大
き
く
し
て

く
れ
た
。
ま
た
、
世
界
に
お

け
る
違
い
を
違
い
と
し
て
認

識
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
世
界
を
歩
ん
だ
か
ら
だ
。

名
前
を
挙
げ
ら
れ
な
い
ほ
ど

様
々
な
場
所
で
様
々
な
人
に

お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
感
謝
し
た
い
。

華中農業大学津田研究グループでは修士・博士課程の学生、博士研究員、助教、准教授、教授を募集している。
興味のある方は〈tsuda@mail.hzau.edu.cn〉まで連絡されたい。

華中農業大学メインストリート

「世界のアカデミアを歩む」華中農業大学 教授  津田賢一
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校
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
教
育
学

部
へ
入
学
。
大
学
時
代
は
旅
と
ダ
ン
ス

に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
行
っ
た
イ
ン
ド
に
魅
了
さ

れ
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
世
界
を

旅
し
始
め
た
の
も
大

学
時
代
。
ヒ
ッ
チ
ハ
イ

ク
で
道
内
を
旅
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
幼
い

頃
、
読
書
を
通
し
て
世

界
に
憬
れ
を
抱
い
て
い

た
私
は
、
本
の
中
の
世

界
が
目
の
前
に
広
が
っ

て
い
る
こ
と
に
た
だ
た

だ
感
激
し
、
そ
の
後
50

か
国
以
上
の
国
を
回

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ダ

ン
ス
を
通
し
て
多
く
の

友
人
や
音
楽
に
出
会

い
ま
し
た
。
言
葉
は
通

じ
な
く
て
も
ダ
ン
ス
を

通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
、
そ
れ
を
肌
で

感
じ
た
の
も
大
学
の
時

で
す
。
学
部
卒
業
後
は
修
士
へ
進
み
、

教
育
臨
床
心
理
学
、
特
に
発
達
障
が
い

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
人
の
行
動
、

言
動
の
背
景
を
多
角
的
に
読
み
取
る
と

い
う
姿
勢
は
、
北
大
時
代
に
培
っ
た
大

切
な
財
産
で
す
。
修
士
の
時
、
研
究
の

フ
ィ
ー
ル
ド
だ
っ
た
小
学
校
で
の
子
ど

も
達
と
の
出
会
い
を
基
に
、
そ
の
後
教

師
の
道
を
選
び
ま
し
た
。
石
狩
市
の
教

育
委
員
会
で
働
き
な
が
ら
通
信
教
育
で

小
学
校
の
教
員
免
許
を
取
得
し
、
横
浜

で
教
員
と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。

　

教
員
６
年
目
、
だ
い
ぶ
仕
事
に
慣
れ

て
き
た
時
、
こ
の
ま
ま
教
員
と
し
て
働

き
続
け
て
い
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
疑
問
が
わ
き
始
め
ま
し
た
。
教
員

の
仕
事
は
天
職
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
仕
事
量
の
多
さ
に
は
正
直
辟
易

し
て
い
た
か
ら
で
す
。
特
に
高
学
年
を

担
当
す
る
と
、
子
ど
も
の
放
課
後
の
ト

ラ
ブ
ル
も
増
え
、
７
時
出
勤
、
休
憩
も

な
く
気
付
く
と
19
時
、
で
も
ま
だ
明

の
業
務
に
追
わ
れ
、
何
も
で
き
な
い
自

分
に
無
力
感
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
復
職
後
、
３
年
教
員
と
し
て

働
き
ま
し
た
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の

彼
と
結
婚
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
移
住
。
こ
ち
ら
に
来
て

１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
い
う
と
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
、
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
、
Ｈ
＆
Ｍ
、
ボ
ル
ボ
、

バ
イ
キ
ン
グ
…
な
ど
で
し
ょ
う
か
。

Ｆ
Ｉ
Ｋ
Ａ
（
フ
ィ
ー
カ
）
と
い
う
言
葉

も
有
名
な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の
一
つ
で

す
。
Ｆ
Ｉ
Ｋ
Ａ
に
対
す
る
英
語
の
直
接

的
な
訳
は
な
く
、「
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
団
欒
す
る
」
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

こ
ち
ら
で
は
こ
の
Ｆ
Ｉ
Ｋ
Ａ
を
と
て

も
大
切
に
し
て
お
り
、
た
と
え
仕
事
中

で
も
欠
か
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。コ
ー

ヒ
ー
と
軽
食
、
ス
イ
ー
ツ
の
組
み
合
わ

　

教
員
と
保
護
者
が
連
携
し
や
す
い
環

境
が
整
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
も
迂

闊
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
疑
問
を
抱

い
て
い
た
教
員
の
労
働
時
間
の
長
さ
に

つ
い
て
は
、
調
べ
た
情
報
の
通
り
、
日

本
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
差

が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
14
時
、
15
時
に
は
先
生
方
が
ぽ

つ
ぽ
つ
と
帰
宅
し
始
め
、
17
時
に
は
、

誰
も
い
な
い
職
員
室
で
私
一
人
だ
け
明

日
の
教
材
を
用
意
し
て
い
る
、
と
い
う

状
況
も
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
、
無
理
な
く
仕
事

と
生
活
を
両
立
で
き
る
社
会
シ
ス
テ
ム

が
構
築
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

な
ん
と
か
日
本
を
変
え
た
い
、
と
意

気
込
ん
で
い
た
も
の
の
、帰
国
後
は
日
々

　
「
北
大
受
け
て
み
た
ら
？
の
び
の
び

し
て
い
て
合
っ
て
い
る
と
思
う
よ
。」
私

が
北
大
へ
の
進
学
を
決
め
た
き
っ
か
け

は
、
兄
の
一
言
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

当
時
東
北
大
に
い
た
兄
は
、
部
活
で
北

海
道
に
度
々
遠
征
し
て
お
り
、
北
大
に

も
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
た
の
で
す
。
学

バックパッカー時代の写真（エジプト・ピラミッド）

ウプサラ駅の隣にある旧駅舎、今は改装されてカフェ

カフェが並ぶ川沿い

日
の
授
業
の
準
備
も
で
き
て
い
な
い
…

と
い
う
毎
日
。
休
日
出
勤
も
ザ
ラ
で
し

た
。
夏
は
プ
ー
ル
掃
除
、
冬
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
防
止
の
消
毒
、
教
室
の
ワ
ッ

ク
ス
が
け
、
早
朝
ク
ラ
ブ
の
監
督
、
会

議
、
研
修
、
問
題
対
応
。
体
力
に
だ
け

は
自
信
が
あ
っ
た
私
も
、
１
年
目
２
年

目
は
声
を
失
い
、
授
業
が
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
帯
状
疱
疹
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
初
め
て
経
験
し
た
時
も
こ
の
時

で
す
。
社
会
人
に
な
っ
て
も
続
け
て
い

た
ダ
ン
ス
も
だ
ん
だ
ん
と
遠
の
い
て
い

た
時
、
回
覧
で
回
っ
て
き
た
一
つ
の
記

事
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。そ
こ
に
は
、

世
界
の
中
で
も
突
出
し
た
日
本
の
教
員

の
労
働
時
間
の
長
さ
、
他
国
と
の
働
き

方
の
違
い
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

労
働
時
間
が
短
い
の
に
生
産
性
が

高
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
。
仕
事
の
後
、

家
族
と
過
ご
す
時
間
も
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
当
時
、
育
児
中
の
同
僚
は
、

18
時
に
退
勤
し
、
夜
中
の
２
時
３
時
に

も
う
一
度
学
校
に
戻
っ
て
き
て
仕
事
を

す
る
、
と
い
う
信
じ
ら
れ
な
い
働
き
方

を
し
て
い
ま
し
た
。
彼
女
を
見
て
い
る

と
、
仕
事
と
育
児
、
家
事
の
両
立
は
想

像
も
つ
か
な
い
離
れ
業
の
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
教
員
の
長

時
間
労
働
が
子
ど
も
達
に
プ
ラ
ス
に
働

い
て
い
る
と
は
ど
う
し
て
も
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
の
教
育
は
こ
の

ま
ま
で
よ
い
の
か
、
世
界
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
、

１
年
の
休
職
、
そ
し
て
当
時
学
力
世
界

ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
足

を
踏
み
入
れ
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
す
。

　

横
浜
で
５
年
以
上
務
め
た
職
員
は
、

自
己
開
発
研
修
と
呼
ば
れ
る
研
究
の
た

め
の
休
暇
を
と
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
制
度
を
利
用
し
、
４
月
か
ら
１
年

間
の
留
学
を
決
め
ま
し
た
。
英
語
力
を

伸
ば
す
た
め
、
９
月
の
始
業
式
ま
で
は

シ
ア
ト
ル
で
語
学
を
培
い
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
現
地
校
で
は
、
日

本
の
文
化
や
言
語
を
教
え
る
授
業
を
担

当
し
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
全
て

の
学
年
を
回
り
ま
し
た
。
授
業
の
な
い

時
は
各
ク
ラ
ス
に
観
察
・
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
し
て
入
り
、
常
に
子
ど
も
と
一
緒

に
過
ご
し
ま
し
た
。
半
年
の
滞
在
で
私

が
痛
感
し
た
こ
と
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
教
育
と
日
本
の
教
育
の
間
に
は
、
一

人
の
教
員
の
努
力
で
は
変
え
ら
れ
な
い

大
き
な
壁
が
あ
る
、と
い
う
こ
と
で
す
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
教
員
は
医
者

や
弁
護
士
と
同
じ
よ
う
な
専
門
性
と
地

位
の
あ
る
職
業
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、

修
士
課
程
の
取
得
が
不
可
欠
で
す
。
大

学
を
終
え
た
後
も
す
ぐ
に
担
任
を
も
つ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
し
て
教
室
に
入
り
、
何
年
か
の
経
験

を
積
ん
だ
後
に
よ
う
や
く
学
級
担
任
が

も
て
る
、と
い
う
流
れ
が
一
般
的
で
す
。

そ
う
し
た
専
門
性
の
高
い
先
生
方
を
、

子
ど
も
当
た
り
日
本
の
２
倍
３
倍
に
も

あ
た
る
ほ
ど
の
数
を
雇
用
で
き
る
教
育

予
算
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
１
ク

ラ
ス
内
の
児
童
数
は
約
20
人
。
日
本
の

半
分
ほ
ど
に
あ
た
る
数
で
す
。
小
学
校

１
年
生
か
ら
取
り
出
し
授
業
が
行
わ
れ

て
お
り
、
国
語
、
算
数
な
ど
子
ど
も
の

苦
手
分
野
に
合
わ
せ
た
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

指
導
が
別
室
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

驚
い
た
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
学
校
は
ク
ラ

ス
が
半
分
に
分
け
ら
れ
、
半
分
の
児
童

は
８
時
登
校
12
時
下
校
、
も
う
半
分
の

児
童
は
９
時
登
校
13
時
下
校
、
と
い
う

風
に
時
間
差
で
登
校
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
８

時
か
ら
９
時
、
12
時
か
ら
13
時
の
間
は

少
人
数
で
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
手
芸
や
工
作
、
算
数
な
ど
、
個
人

指
導
の
必
要
な
科
目
は
、
よ
り
き
め
細

か
い
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
た
の
で
す
。

　

個
に
合
わ
せ
た
指
導
を
行
う
、
落
ち

こ
ぼ
れ
を
作
ら
な
い
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
教
育
制
度
か
ら
一
人
ひ
と
り
を
大
切

に
す
る
強
い
姿
勢
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

う
し
た
確
固
と
し
た
教
育
制
度
が
、
子

ど
も
達
の
学
力
の
高
さ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
学
校
と
保
護
者
を
つ
な
ぐ
通

信
シ
ス
テ
ム
が
充
実
し
て
お
り
、
問
題

が
あ
っ
た
り
、
宿
題
が
出
て
い
な
か
っ

た
り
し
た
時
は
、
保
護
者
に
メ
ー
ル
で

す
ぐ
に
知
ら
せ
が
届
く
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
よ
い
行
動
を
し

た
時
に
も
知
ら
せ
は
届
き
ま
す
。

50
か
国
旅
し
た
バッ
ク
パッ
カ
ー
が
辿
り
着
い
た
国

◎ 

仕
事
の
葛
藤

◎ 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育

◎ 

結
婚
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
移
住

◎ 

世
界
に
目
を
向
け
た
大
学
時
代

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
教
員
を
目
指
す

堀
井  

靖
代 

（
Ｈ
３
・
教
育
・
修
）
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せ
と
共
に
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
、
大

切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
な

の
で
す
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
ウ
プ
サ
ラ
は
、
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
電
車
で
40
分
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
あ
る
、
北
欧
最
古
の
ウ
プ
サ
ラ

大
学
が
あ
る
学
生
の
都
市
で
す
。
人
口
は

17
万
人
程
度
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
４
番

目
に
大
き
い
都
市
な
の
で
す
が
、
と
に
か

く
街
中
に
自
然
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
住
居
の
庭
に
は
野
ウ
サ
ギ
が
住

ん
で
い
た
り
、
公
園
で
は
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
や

リ
ス
を
目
に
し
た
り
と
、
動
物
達
を
目

に
す
る
機
会
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ち
ら
で
の
日
々
の
過
ご
し
方
は
と
に

か
く
素
朴
で
す
。
カ
フ
ェ
の
テ
ラ
ス
席
で

の
ん
び
り
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
、
夏
に
は

森
の
中
で
ベ
リ
ー
や
き
の
こ
を
つ
む
、
暑

い
日
に
は
と
に
か
く
水
辺
で
水
浴
び
を

し
て
涼
む
、
な
ど
な
ど
…
。

　

暖
か
く
な
り
、
公
園
で
は
水
着
姿
で

読
書
を
楽
し
む
学
生
を
よ
く
目
に
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
太
陽
が
出
て

い
る
限
り
外
で
す
ご
そ
う
と
、
皆
短
い

夏
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
24
時
間
営
業

の
お
店
や
コ
ン
ビ
ニ
は
ほ
と
ん
ど
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
外
食
は
高

い
の
で
、
日
本
ほ
ど
一
般
的
で
は
な
く
、

フ
ル
ー
ツ
や
ス
ナ
ッ
ク
、
お
弁
当
な
ど

を
用
意
し
、
公
園
で
の
ん
び
り
ピ
ク
ニ
ッ

ク
を
し
た
り
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
し
た
り
し
て
、

と
に
か
く
外
で
過
ご
し
ま
す
。
北
海
道

で
登
山
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
、
数
々

の
ア
ウ
ト
ド
ア
を
満
喫
し
て
き
た
私
に

は
天
国
の
よ
う
な
毎
日
で
す
。

　

そ
ん
な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
す
が
、

実
は
、
世
界
一
友
達
の
作
り
に
く
い
国

だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
方
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
ペ
ー
ス
が

わ
り
と
広
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と
る
よ
う
に
推
奨
さ

れ
て
い
た
時
も
、「
僕
ら
に
と
っ
て
は
、

通
常
と
変
わ
ら
な
い
よ
ね
」
と
冗
談
を

言
い
合
う
ほ
ど
で
し
た
。

　

親
し
い
友
達
が
い
れ
ば
十
分
、
そ
の

た
め
積
極
的
に
新
し
い
人
と
関
わ
り
合

う
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
長
く
暗
い
冬
や

５
人
に
１
人
は
鬱
経
験
者
と
い
う
現
実

ゆ
え
に
、
全
く
異
な
る
文
化
か
ら
来
た

移
民
者
の
中
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
こ

と
が
好
き
で
は
な
い
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
実
際
は
、
日
本
で
報
道
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
き
ら
き
ら
と
し
た
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
面
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

　

た
だ
、
男
性
の
育
児
・
家
事
参
加
率

が
高
い
の
は
事
実
で
す
。ミ
ッ
ド
サ
マ
ー

の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
女
性
陣
が
野
原

に
座
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
花

飾
り
を
作
っ
て
い
る
中
、
男
性
陣
が
全

て
パ
ー
テ
ィ
ー
の
料
理
を
用
意
し
て
い

ま
し
た
。
街
中
で
も
公
園
で
も
ベ
ビ
ー

カ
ー
を
押
し
た
り
、
子
ど
も
の
手
を
ひ

い
た
り
し
て
い
る
男
性
を
当
た
り
前
の

よ
う
に
目
に
し
ま
す
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
を

押
し
な
が
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る

お
父
さ
ん
も
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　

北
欧
は
環
境
大
国
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
一
人
一
人
の
環
境
へ
の

意
識
が
高
い
印
象
を
受
け
ま
す
。
例
え

ば
、
私
の
周
り
で
は
、
ほ
ぼ
半
分
の
友

人
が
環
境
負
荷
の
軽
減
、
ま
た
は
動

物
愛
護
の
観
点
か
ら
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

と
し
て
生
活
し
て
い
た
り
、
肉
や
魚

を
で
き
る
だ
け
控
え
た
り
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
物
学
に
知
識
の
あ
る

友
人
達
は
、
海
洋
汚
染
の
影
響
で
魚

介
類
も
避
け
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向

は
特
に
10
代
や
20
代
の
女
子
に
多

く
、
友
人
は
「
も
う
こ
の
世
代
の
ト

レ
ン
ド
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
う
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
彼
女
の

意
見
に
同
感
で
、
彼
女
達
は
、「
ベ
ジ

タ
リ
ア
ン
」
や
「
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
」
で

あ
る
こ
と
を
一
つ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
多
国
籍

で
他
宗
教
の
方
も
多
い
の
で
、
こ
う
し

た
食
生
活
の
ス
タ
イ
ル
を
選
択
し
や
す

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
人
の
感
覚
だ
と
と
て
も
不
思
議

で
す
が
、
少
し
若
い
世
代
の
方
や
環
境

活
動
家
な
ど
、
特
に
生
活
が
貧
窮
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
方
の
中
で
、
廃

棄
物
を
集
め
て
生
活
し
て
い
る
方
が
い

ま
す
。
そ
う
し
た
中
の
一
人
で
友
人
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
８
年
前
か
ら
賞

味
期
限
が
切
れ
た
物
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が

傷
つ
い
た
物
を
ご
み
処
理
場
か
ら
集
め

て
生
活
を
し
、家
族
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　
一
度
夕
食
に
招
待
さ
れ
て
い
た
時
、

彼
が
廃
棄
物
で
生
活
し
て
い
る
の
を

知
っ
て
い
た
私
は
、
さ
す
が
に
身
構
え

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
が
作
っ
て
く

れ
た
料
理
は
、そ
れ
ら
が
廃
棄
物
で
あ
っ

た
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
完
璧
だ
っ

た
の
で
す
。「
店
は
品
物
が
一
番
お
い
し

く
な
っ
た
時
に
捨
て
て
し
ま
う
ん
だ
よ

ね
」
と
完
熟
の
メ
ロ
ン
を
出
し
て
く
れ

た
彼
の
言
葉
は
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
彼
の
記
事
を
読
む
と
、
い
か
に
食

料
が
無
駄
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
か
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
こ
で
言
及
し
て

い
る
衣
類
廃
棄
も
注
目
さ
れ
て
い
る
こ

と
の
一
つ
で
、
そ
の
記
事
は
、
昨
年
新

聞
に
掲
載
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
よ
び

ま
し
た
。

　

卒
業
し
て
10
年
以
上
た
ち
ま
す
が
、

こ
ち
ら
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、
北
大
で
過

ご
し
た
６
年
間
に
思
い
を
巡
ら
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
北
大
で
の
日
々
、
出
会

い
が
ど
れ
ほ
ど
私
の
人
生
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
た
か
は
伝
え
き
れ
ま
せ
ん
。

北
大
の
開
放
的
な
空
気
は
、
自
分
が
未

知
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
る
時
、
い

つ
も
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
大
学
で
出
会
っ
た
仲
間
は
、
自

分
の
感
情
に
ま
っ
す
ぐ
に
向
き
合
う
私

を
受
け
止
め
、
励
ま
し
、
賞
賛
し
て
く

れ
ま
し
た
。
大
学
時
代
に
重
ね
た
様
々

な
挑
戦
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
自
分
の

好
き
な
こ
と
、
大
切
に
し
た
い
こ
と
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
の
頃
自
分
を
支
え
て
く
れ
た
ダ
ン
ス・

音
楽
・
旅
（
ア
ウ
ト
ド
ア
）、
こ
の
３
つ

が
あ
れ
ば
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
長
い
冬
も

乗
り
切
る
自
信
が
私
に
は
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
心
理
学
で
「
心
」
に
つ
い
て

学
ん
だ
経
験
は
、
海
外
生
活
、
多
文
化

の
中
で
他
者
を
理
解
す
る
た
め
の
礎
と

な
り
ま
し
た
。
横
浜
で
の
教
員
時
代
、

「
隣
の
町
に
い
く
感
覚
で
国
を
ま
た
ぐ

よ
ね
」
と
同
僚
に
よ
く
笑
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
本
当
に
ど
の
国
で
も
人
の
本
質

は
変
わ
ら
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
私
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
を
学

び
な
が
ら
翻
訳
の
仕
事
に
携
わ
り
、
毎

週
土
曜
日
に
は
日
本
人

補
修
校
で
教
壇
に
立
っ

て
い
ま
す
。
補
習
校
の

事
務
所
に
初
め
て
訪
れ

た
時
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

受
賞
し
た
日
本
の
方
々

の
色
紙
が
ず
ら
り
と
壁

に
並
ん
で
い
て
驚
き
ま

し
た
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
な
ら
で
は
の
特
権
で

す
が
、
授
賞
式
の
あ
る

12
月
に
は
、
受
賞
者
の

方
が
補
習
校
に
講
演
に

来
て
く
だ
さ
る
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
有
難
い
こ
と

に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

学
校
は
、
語
学
学
校
、

成
人
教
育
を
含
む
全
て

の
教
育
が
無
料
で
す
。

先
日
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

サ
ン
ナ
首
相
が
「
北
欧

に
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
も

ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム

が
叶
い
や
す
い
環
境
が

整
っ
て
い
る
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま

さ
に
所
得
に
関
係
な

く
、
誰
も
が
平
等
に
教
育
を
受
け
、
挑

戦
で
き
る
土
台
が
こ
ち
ら
に
は
あ
り
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
問
題
の
前
は
、
退
職
し
た
方

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
語
学
を
教
え
て
く

れ
る
場
が
あ
り
、
半
年
で
日
常
会
話
程

度
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
話
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
仕
事
を
得

る
の
は
と
て
も
難
し
い
の
で
す
が
、
教

育
と
医
療
職
は
深
刻
な
人
手
不
足
で
、

移
民
を
含
め
多
く
の
人
を
教
育
・
医
療

現
場
に
、
と
国
も
対
策
を
講
じ
て
い
る

最
中
で
す
。「
慣
れ
な
い
環
境
で
大
変
で

し
ょ
う
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
逆

に
私
は
、
新
し
く
自
分
の
可
能
性
を
広

げ
、
第
二
の
人
生
を
歩
む
こ
の
チ
ャ
ン

ス
に
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。

　

今
の
私
の
目
標
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
現
地
校
で
教
員
と
し
て
働
く
こ
と
で

す
。
も
ち
ろ
ん
ネ
イ
テ
ィ
ブ
並
の
語
学

力
が
必
要
と
な
る
た
め
、
長
く
険
し
い

道
で
す
が
、
学
生
に
戻
っ
た
こ
と
で
気

付
く
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
初

心
に
戻
り
、
目
の
前
の
道
を
一
歩
一
歩

進
ん
で
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
ず
れ
は
日
本
の
教
育
を

立
て
直
す
一
助
に
な
り
た
い
、
そ
ん
な

思
い
も
心
の
中
に
秘
め
て
い
ま
す
。
大

そ
れ
た
夢
で
す
が
、「
大
志
を
抱
く
」
こ

と
の
で
き
る
環
境
だ
か
ら
こ
そ
前
向
き

に
な
れ
る
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

学
び
と
経
験
を
日
本
の
教
育
に
還
元
す

る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
私
の
大
き
な
目

標
に
な
り
そ
う
で
す
。

◎ 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
風
土
と
文
化

◎ 

大
学
時
代
を
思
う

◎ 

小
学
校
教
員
を
目
指
し
て

北欧で一番古い大聖堂

学校の友達（年齢も国籍もバラバラで、母国では教育や医療に従事していた方々。本人は左から２人目）

「スウェーデン教員を目指す」堀井靖代
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創
立
５
周
年
を
記
念
し
、
そ
れ
ま
で
の

活
動
を
振
り
返
る
記
念
誌
「
ぱ
よ
か
20

号
」
を
発
行
。

⑵
そ
の
後
の
歴
史

　

ク
ラ
ブ
創
設
か
ら
50
年
間
の
歴
史
を

語
る
に
は
、
残
念
な
こ
と

に
当
ク
ラ
ブ
に
は
未
だ
正

式
Ｏ
Ｂ
会
組
織
が
無
く
、

拠
り
所
と
な
る
資
料
（
ク

ラ
ブ
史
）
が
無
い
た
め
、

活
動
歴
を
語
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
を
お
詫
び
し

ま
す
。

　

部
員
達
の
そ
の
後
は
、

旅
の
斡
旋
や
人
材
育
成
を

生
涯
の
仕
事
に
す
る
者
、

Ｙ
Ｈ
を
建
て
て
経
営
に
携

わ
っ
た
者
、
高
齢
に
な

り
働
き
な
が
ら
東
海
道

五
十
三
次
を
完
歩
し
、
更

に
中
山
道
、
中
央
道
を
歩

く
者
も
複
数
い
ま
す
。

　

有
志
で
は
あ
り
ま
す

が
、
30
周
年
40
周
年
と

い
っ
た
記
念
行
事
を
行
っ

て
き
た
の
で
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
画
像
で
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑶
設
立
40
周
年
記
念
行
事

画
像

　

２
０
０
９
年
７
月
、
40

周
年
記
念
行
事
で
は
、
部

員
達
の
行
き
つ
け
で
あ
っ

た
モ
ツ
ラ
の
女
将
家
族
を

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
に
招
待
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
近
の
部
員
数
は
、
各
学
年
10
人
前

後
の
部
員
数
で
、
引
き
続
き
ア
ウ
ト
ド

ア
系
の
活
動
を
中
心
に
、
４
月
の
新
入

生
歓
迎
行
事
（
旅
行
、
ジ
ン
パ
等
）
に

始
ま
り
、
５
月
に
は
新
人
歓
迎
会
と
し

て
支
笏
湖
ま
で
50
キ
ロ
の
道
の
り
を
徒

歩
走
破
し
ク
ラ
ブ
へ
の
定
着
に
結
び
つ

け
る
と
い
っ
た
活
動
、
年
間
を
通
じ
て

の
道
内
各
地
を
巡
る
キ
ャ
ン
プ
、
ホ
ス

テ
リ
ン
グ
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
春
、
有
志
数
人
が
50
周

年
行
事
発
起
人
と
な
り
、
Ｏ
Ｂ
会
名
簿

イ
キ
ン
グ
を
行
う
な
ど
の
活
動
を
加
え

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
Ｙ
Ｈ
で
の
ヘ
ル

パ
ー
経
験
、
道
内
Ｙ
Ｈ
一
周
ツ
ア
ー
の

バ
ス
添
乗
員
等
の
活
動
を
し
、
Ｙ
Ｈ
活

動
を
活
発
化
、
１
９
７
４
年
、
ク
ラ
ブ

に
そ
の
後
約
半
年
に
わ
た
る
学
園
封
鎖

で
授
業
中
止
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
実

は
、
我
が
サ
ー
ク
ル
も
既
存
の
旅
サ
ー

ク
ル
内
で
の
活
動
方
針
の
相
違
か
ら
生

じ
た
内
紛
で
、
11
人
が
退
部
独
立
し
誕

生
し
た
も
の
で
す
。

　

当
時
、
部
室
を
持
た
な
い
サ
ー
ク
ル

が
活
用
し
た
の
が
ク
ラ
館
集
会
室
で
、

毎
週
木
曜
日
に
定
期
的
に
集
ま
り
、

サ
ー
ク
ル
活
動
、
終
わ
る
と
流
れ
る
の

は
ク
ラ
館
横
の
雀
荘
「
み
ず
き
（
現
在

は
蕎
麦
屋
）」、
正
門
前
の
喫
茶
店
「
左

文
字
」、
北
大
病
院
近
く
の
消
防
署
前

に
あ
る
焼
き
鳥
屋
「
モ
ツ
ラ
」
等
で
し

た
。

　

最
初
の
年
に
会
報
誌
「
ぱ
よ
か
（
ア

イ
ヌ
語
で
旅
を
意
味
す
る
）」
創
刊
、

夏
合
宿
は
利
尻
島
、
礼
文
島
を
訪
ね
、

例
会
で
は
道
内
Ｙ
Ｈ
の
運
営
状
況
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
の
活
動
を
行
い
、
ク
ラ

ブ
の
活
動
実
績
を
積
み
上
げ
て
い
き
ま

し
た
。

　

２
年
目
に
入
る
と
、
部
員
の
数
は
一

気
に
倍
増
、
他
大
学
Ｙ
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
活

動
内
容
調
査
、
支
笏
湖
北
側
原
生
林
の

中
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
オ
コ
タ
ン
ペ
湖

の
ご
み
汚
染
解
決
の
た
め
に
、
清
掃
ハ

　

そ
も
そ
も
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
（
Ｙ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
以
下
Ｙ
Ｈ
と

略
称
）
と
は
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
海
外

か
ら
の
若
者
が
一
人
で
も
安
全
に
旅
を

楽
し
め
る
よ
う
に
全
国
各
地
に
開
設
さ

れ
た
宿
泊
施
設
で
す
。
19
世
紀
に
ド
イ

ツ
で
生
ま
れ
、
１
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
持
つ
世
界
有
数
の
「
旅
の
宿
」
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
、
我
が
国
に
は
１
９
５
１

年
ア
メ
リ
カ
か
ら
導
入
さ
れ
、
世
界
で

80
か
国
地
域
に
約
４
０
０
０
ヵ
所
、
日

本
に
約
２
２
０
ヵ
所
、
北
海
道
に
35
ヵ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

⑴
ク
ラ
ブ
設
立
当
時

　
さ
て
、
遡
る
こ
と
51
年
前
、
１
９
６
９

年
５
月
、
北
大
植
物
園
に
旅
を
愛
好
す

る
１
年
生
か
ら
３
年
生
の
11
人
が
集
結

し
、
北
大
Ｙ
Ｈ
ク
ラ
ブ
を
設
立
。
当
時

は
全
国
で
既
存
の
価
値
観
、
社
会
体

制
を
否
定
す
る
学
園
紛
争
が
多
発
、

１
９
６
９
年
は
、
北
大
に
も
そ
の
荒
波

が
押
し
寄
せ
、
ク
ラ
ブ
設
立
の
数
日
後

に
は
学
生
に
よ
る
大
学
本
部
封
鎖
、
更

所
存
在
し
ま
す
。
部
屋
は
男
女
別
相
部

屋
で
、
宿
泊
料
金
は
３
０
０
０
円
前
後

（
２
食
付
き
で
５
０
０
０
円
前
後
）
と

経
済
的
で
す
。
初
対
面
の
旅
人
同
士
が

相
部
屋
で
過
ご
し
、
情
報
交
換
、
交
流

を
深
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
、
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
等
を
提
供
す
る
仕
組
み
の
会
員

制
の
宿
で
、
最
近
は
会
員
以
外
の
方

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
相
部
屋

で
な
い
個
室
対
応
の
ユ
ー
ス
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
も
生
ま
れ
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る

一
層
多
く
の
旅
人
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

北
大
Ｙ
Ｈ
ク
ラ
ブ
は
、
Ｙ
Ｈ
の
他
に

テ
ン
ト
利
用
等
様
々
の
宿
を
利
用
し
旅

を
楽
し
む
サ
ー
ク
ル
で
す
。
日
頃
の
ク

ラ
ブ
活
動
は
、
ほ
ぼ
毎
月
の
よ
う
に

旅
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
活
動
を

行
い
、
例
会
で
は
旅
の
情
報
収
集
、
知

識
習
得
等
を
行
う
場
を
設
け
、
入
学
ま

で
一
人
旅
の
経
験
が
無
か
っ
た
者
が
、

自
立
し
て
一
人
旅
を
積
極
的
に
行
え
る

レ
ベ
ル
に
成
長
す
る
ま
で
育
成
す
る
こ

HOKKAIDO UNIVERSITY YOUTH HOSTEL CLUB

北大YHクラブOB 

宮城賢治 
（S47・経済） 1969年5月（植物園での創設メンバー）

現役学生たち（２０２０年７月支笏湖YH）

著者（ニセコ山頂にて）
2019.3月

40周年記念パーティー（2009年7月6日）　　

40周年記念パーティー（モツラ女将と）

北
大
Ｙ
Ｈ
ク
ラ
ブ
50
周
年

旅
を
愛
す
る
仲
間
の
集
ま
り

１ 

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
と
は

２ 

北
大
Ｙ
Ｈ
の
歴
史

３ 

現
在
の
現
役
生
の

　

 

ク
ラ
ブ 

活
動
状
況

４ 

設
立
50
周
年
記
念
祝
賀
会　

 

　

 （
２
０
１
９
年
10
月
）

が
無
い
中
、
ひ
た
す
ら
現
役
部
員
と
協

力
し
な
が
ら
、
夫
々
の
ク
ラ
ブ
人
脈
を

も
と
に
芋
蔓
式
で
参
加
を
呼
び
掛
け
祝

賀
会
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
（
土
）
16
時
を
過
ぎ
る

と
、
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
東
館
３
階

会
場
受
付
に
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
続
々

と
現
れ
、
17
時
、
約
90
人
の
参
加
者
が

席
に
着
き
、
進
行
係
の
平
野
弘
昭
氏

（
１
９
７
２
年
入
学
）
の
司
会
に
よ
り

祝
賀
会
が
ス
タ
ー
ト
。

　

開
会
挨
拶
に
入
る
前
に
、
不
幸
に
も

若
く
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
Ｙ
Ｈ
ク
ラ
ブ

メ
ン
バ
ー
へ
の
黙
祷
。
祝
賀
会
発
起
人

を
代
表
し
１
９
６
８
年
入
学
宮
城
賢
治

の
開
会
挨
拶
、
続
け
て
１
９
６
７
年
入

学
、
初
代
部
長
仙
波
久
幸
氏
の
発
声
に

よ
る
乾
杯
で
和
や
か
に
祝
宴
は
開
宴
。

　

テ
ー
ブ
ル
順
に
出
席
者
が
一
言
ず

つ
の
自
己
紹
介
を
行
い
、
続
け
て
懐
か

し
い
映
像
紹
介
に
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

と
し
て
創
設
当
初
メ
ン
バ
ー
の
大
塚
保

則
氏
（
１
９
６
９
年
入
学
）
が
ク
ラ
ブ

創
設
前
に
北
大
植
物
園
で
ク
ラ
ブ
立
上

　

日
時
：
令
和
元
年
10
月
19
日（
土
）17
時　

会
場
：
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

50周年パーティー
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50周年パーティー（都ぞ弥生斉唱）

げ
を
協
議
し
た
際
の
創
部
メ
ン
バ
ー
画

像
や
第
１
回
目
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
し

て
行
っ
た
北
大
支
笏
湖
寮
合
宿
、
オ
コ

タ
ン
ペ
湖
清
掃
ハ
イ
ク
等
の
映
像
を
披

露
。

　

続
け
て
大
塚
氏
の
リ
ー
ド
で
、
当
時

口
づ
さ
ん
で
い
た
「
島
を
愛
す
る
唄
」

(

利
尻
礼
文
を
唄
っ
た
曲)

の
大
合
唱
と

な
り
、会
場
は
一
気
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

映
像
紹
介
は
、
更
に
、
渡
邊
圭

介
氏
（
１
９
７
６
年
）、
山
田
潤
一

氏
（
１
９
９
１
年
）、
加
藤
大
貴
氏

（
２
０
０
７
年
）、
青
木
慧
斗
氏

（
２
０
１
２
年
）
等
が
、
夫
々
の
在
学

当
時
の
懐
か
し
い
秘
蔵
映
像
の
披
露
で

さ
ら
に
ボ
ル
テ
ー
ジ
が
上
が
る
と
と
も

に
、
次
第
に
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
の

会
話
が
一
層
声
高
に
。

　

予
定
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
最
後
は
恒
例
の
「
都
ぞ
弥
生
」。

前
口
上
を
福
田
俊
行
氏
（
１
９
８
６

年
）
が
担
い
、
唄
は
１
番
の
み
と
な
っ

た
が
、
会
場
が
一
つ
の
輪
に
な
り
全
員

で
肩
を
組
ん
で
斉
唱
。
高
齢
メ
ン
バ
ー

も
ひ
た
す
ら
歌
詞
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
か
っ
て
の
蛮
声
の
片
鱗
を
見
せ
て

い
た
。

　

つ
つ
が
な
く
都
ぞ
弥
生
が
終
わ
り
、

半
田
幸
雄
氏
（
１
９
６
９
年
）
の
締
め

挨
拶
で
、
お
開
き
に
。
こ
う
し
て
大
宴

会
は
、
か
っ
て
度
々
体
験
し
た
突
発
事

故
、
想
定
外
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
あ
っ
と

い
う
間
に
終
了
。

　

大
半
の
メ
ン
バ
ー
は
、
二
次
会
会
場

を
薄
野
に
移
し
、
個
室
カ
ラ
オ
ケ
「
エ

ル
カ
ー
サ
」
で
は
、
幹
事
が
旧
交
を
温

め
や
す
く
す
る
た
め
に
個
室
３
室
を
確

保
。「
年
長
、
年
中
、
年
少
」
の
世
代

別
に
集
ま
り
部
屋
ご
と
に
、
唄
に
昔
話

に
明
け
暮
れ
、
そ
し
て
薄
野
の
夜
は
更

け
て
い
っ
た
。

　

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
蔓
延

の
影
か
ら
、
様
々
な
制
約
、
道
県
境
越

え
の
移
動
自
粛
ム
ー
ド
、
三
密
防
止
の

た
め
の
会
食
等
の
制
限
も
あ
り
、
50
周

年
が
運
良
く
昨
年
で
良
か
っ
た
と
痛
感

し
ま
す
。
今
回
の
反
省
か
ら
、
次
の
60

周
年
に
向
け
Ｏ
Ｂ
会
の
組
織
化
、
卒
業

生
名
簿
整
備
、
発
起
人
団
の
世
代
交
代

を
必
須
の
も
の
と
し
て
自
覚
し
た
次
第

で
す
。

も
よ
く
あ
る
と
か
。

　

店
主
の
工
藤
さ
ん
は
札
幌
西
高

出
身
で
、
水
産
学
部
に
入
学
。
バ

ブ
ル
期
前
の
経
済
が
上
り
調
子
の

頃
、学
生
の
身
な
が
ら
、講
義
そ
っ

ち
の
け
で
居
酒
屋
の
店
長
を
任
さ

れ
、
つ
い
に
は
大
手
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
の
店
舗
開
発
で
、
全
国
を
飛

び
回
っ
て
い
た
異

色
の
経
歴
。

　

飲
食
業
40
年
で
培
っ

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
北

海
道
産
品
を
直
送
で
仕

入
れ
ら
れ
る
の
が
お
店

の
強
み
。

　

蒲
田
駅
西
口
の
サ
ン

ロ
ー
ド
ア
ー
ケ
ー
ド
を

歩
い
て
い
く
と
２
分
ほ

ど
の
所
に
あ
る
。

　

本
物
の
魚
介
の
味
を

是
非
と
も
ご
賞
味
あ

れ
！

様
に
美
味
し
い
焼
き
た
て
パ
ン

を
提
供
で
き
て
い
る
と
か
。

　
お
店
は
今
年
で
７
年
目
。
設
立

前
は
お
二
人
と
も
パ
ン
屋
と
は

全
く
違
う
仕
事
を
し
て
い
て
、

小
岩
に
人
脈
が
あ
っ
た
わ
け
で

も
な
い
の
で
、
何
か
ら
何
ま
で

一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
開
店
以
来
、
ず
っ

と
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
と

こ
だ
わ
り
の
パ
ン
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
。
お
店
イ
チ
オ
シ
は

焼
き
カ
レ
ー
パ
ン
。
ひ

と
口
味
わ
っ
て
み
る
価

値
あ
り
！

　

お
店
は
小
岩
駅
か
ら

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を

３
０
０
ｍ
位
進
み
、
メ

ガ
ネ
屋
さ
ん
を
左
折
し

た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
お

店
の
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク

も
チ
ェ
ッ
ク
！

〝
自
分
が
食
べ
た
い
料
理
が
あ
る
・
自

分
が
行
き
た
い
店
〟
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

４
年
前
に
開
い
た
お
店
「
余
市
」。
北

海
道
産
の
新
鮮
な
魚
介
類
を
食
べ
た
い

時
に
訪
れ
た
い
お
店
だ
。

　

店
名
に
引
か
れ
て
来
店
さ
れ
る
方
も

多
い
そ
う
で
、
北
海
道
に
所
縁
が
あ
っ

た
り
、
北
大
出
身
だ
っ
た
り
す
る
こ
と

　

扱
い
難
く
て
手
間
も
か
か
る
け
ど
、

風
味
が
全
く
違
う
か
ら
と
、
北
海
道
産

小
麦
と
無
添
加
生
地
に
こ
だ
わ
り
、
美

味
し
い
パ
ン
を
作
り
続
け
て
い
る
。

　

お
店
の
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
大
き
な

オ
ー
ブ
ン
を
使
え
な
い
た
め
、
ご
主
人
は

早
朝
か
ら
一
日
何
回
も
パ
ン
を
焼
き
続
け

て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
結
果
的
に
お
客

海鮮食堂余市

もりー な

海鮮食堂 余市 
TEL.03-3734-0411
東京都大田区西蒲田7-65-9 第3青木ビル1F

【アクセス】
JR線・東急多摩川線「蒲田駅」西口より

「サンロードアーケード」に入ると徒歩2分
【営業時間】
11：30〜26：00

（日祝火は12時〜24時）
時々火休

焼きたてパン工房 もりーな
TEL.03-6458-0255
東京都江戸川区南小岩7-18-14 
橋本ビル 101

【アクセス】JR総武線「小岩駅」より350m　
【営業時間】
9:00〜18:00

（売り切れ次第CLOSE）
月曜日・火曜日定休

（月曜日が祝日の場合は営業）

【公式Facebook】
https://www.facebook.com/443325022474148/

【ヒトサラ】公式情報  https://hitosara.com/0006130407/

北海道産魚介類の店

焼きたてパン工房

コロナに負けるな、仲間のお店にGO!

工藤 卓（くどう・たかし）さん 余市生まれ、札幌西高卒、水産

森山りな（もりやま・りな）さん  岩見沢市出身、H2法

HOKKAIDO UNIVERSITY YOUTH HOSTEL CLUB
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薬膳スープカレー・シャナイア
TEL.03-3442-3962
東京都目黒区三田1-5-5

【アクセス】
JR線・日比谷線「恵比寿駅」東口より
徒歩約10分

【営業時間】イートイン11:30〜15:00 （L.O.14:15）
17:00〜21:00（L.O.20:00）
日曜日・月曜日定休
※テイクアウトについては
　ホームページを参照。

十勝ハーブ牛ホルモン　
MONMOM（モンモン） 
TEL.03-6261-2766
東京都千代田区神田神保町3-３-2 
J’z Tower １・２F

【アクセス】
地下鉄「神保町駅」A1出口より徒歩２分
地下鉄「九段下駅」
6番出口より徒歩3分

【営業時間】
11:30〜14:30（L.O.14:00）
17:00〜22:00（L.O.21:30）

【公式Facebook】 https://www.facebook.com/comme.la.gueuze

常備100種類以上のベルギービール専門店 
Comme la Gueuze（コム・ラ・グーズ）
TEL03-6435-2463
東京都港区芝5‐24‐16 菊池ビル2F

【アクセス】
JR線「田町駅」より徒歩5分

【営業時間】
18：00〜25：00

（日・祝休み）

後
に
、
ク
ル
マ
で
の
移
動
販
売

を
経
て
、
現
在
の
お
店
に
至
っ

て
い
る
。

　

こ
の
店
の
ス
ー
プ
カ
レ
ー
は
薬
膳
入

り
が
特
徴
。
通
信
講
座
や
薬
膳
レ
ス
ト

ラ
ン
で
学
び
、
シ
ャ
ナ
イ
ア
風
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
も
の
。
ス
ー
プ
カ
レ
ー
は
、

チ
キ
ン
・
エ
ビ
・
野
菜
を
組
み
合
わ
せ

た
メ
ニ
ュ
ー
で
ど
れ
も

絶
品
。
具
の
量
も
食
べ

応
え
十
分
。

　

恵
比
寿
駅
が
最
寄
り

だ
が
、
ガ
ー
デ
ン
プ
レ

イ
ス
を
抜
け
た
住
宅
地

の
一
角
に
た
た
ず
む
お

店
な
の
で
、
道
に
迷
う

可
能
性
は
大
き
い
。
来

店
時
は
サ
イ
ト
で
地
図

を
確
認
す
る
な
ど
、
予

め
準
備
し
て
出
か
け
る

と
よ
い
。
お
店
は
猫
が

目
印
。

　

運
営
会
社
の
㈱
ノ
ベ
ル
ズ
は
上

士
幌
に
広
大
な
牧
場
を
持
ち
、
牛

の
生
産
か
ら
飼
育
の
他
、
酪
農
事

業
や
食
品
加
工
・
販
売
ま
で
を
一
貫
し

て
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
ノ
ベ
ル
ズ
の
直
営
一
号
店
が
こ

の
お
店
で
、
責
任
者
と
し
て
中
西
さ
ん

が
昨
秋
か
ら
ジ
ョ
イ
ン
し
て
い
る
。

　

中
西
さ
ん
の
夢
は
、

一
次
産
品
の
生
産
か
ら

販
売
ま
で
の
一
気
通
貫

ビ
ジ
ネ
ス
。
総
合
商
社

か
ら
転
身
し
キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
で
い
る
。

　

お
店
は
神
田
神
保
町

駅
が
最
寄
り
だ
が
、
九

段
下
駅
か
ら
も
近
く
、

靖
国
通
り
に
面
し
た
路

面
店
。
美
味
し
い
肉
が

食
べ
た
く
な
っ
た
ら
一

度
は
立
寄
っ
て
み
た
い

お
店
。

ギ
ー
ビ
ー
ル
・
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
マ
ス
タ
ー
の
資
格
を
取

得
し
、
お
店
は
２
０
１
５
年
秋
に

オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

　

店
内
は
木
を
ベ
ー
ス
に
落
ち
つ

い
た
空
間
で
、
ゆ
っ
く
り
寛
げ
る

雰
囲
気
が
漂
う
。
現
在
は
、
ベ
ル

ギ
ー
ビ
ー
ル
の
樽
生
６
種
類
、
ボ

ト
ル
は
１
０
０
種

類
以
上
を
用
意
し

て
い
る
。

　

マ
ス
タ
ー
の
高

木
さ
ん
に
相
談
す
れ

ば
、
お
好
み
の
テ
イ
ス

ト
の
ビ
ー
ル
を
教
え
て

も
ら
え
る
の
で
、
ベ
ル

ギ
ー
ビ
ー
ル
初
心
者
で

も
十
分
に
楽
し
め
る
。

　
Ｊ
Ｒ
田
町
駅
や
都
営

三
田
線
田
町
駅
か
ら
４

〜
５
分
の
所
。
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

　

札
幌
発
祥
な
が
ら
す
っ
か
り
市
民
権

を
得
た
ス
ー
プ
カ
レ
ー
だ
が
、
Ｔ
Ｖ
等

で
紹
介
さ
れ
カ
レ
ー
好
き
に
も
ち
ょ
っ

と
知
ら
れ
た
お
店
・
シ
ャ
ナ
イ
ア
。

　

大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
に
就
職
し
た
も
の

の
、
こ
ど
も
の
頃
か
ら
の
料
理
好
き
が

捨
て
が
た
く
、
思
い
切
っ
て
転
身
。
料

理
学
校
や
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
で
修
行
の

　
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て
有
名
な
十
勝
ハ
ー

ブ
牛
を
使
っ
た
「
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｍ
」。
牛

の
成
長
に
合
わ
せ
て
ハ
ー
ブ
を
与
え
、
長

い
期
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
育
て
た
良
質

な
肉
が
お
店
の
一
番
の
ウ
リ
。

　

１
階
店
舗
は
ホ
ル
モ
ン
鉄
板
焼
き
、

２
階
店
舗
は
焼
肉
と
、
同
じ
店
舗
で
業

態
が
分
か
れ
て
い
る
の
が
ユ
ニ
ー
ク
。

　

か
つ
て
ド
イ
ツ
系
企
業
で
働
い
て

い
た
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
張
の
際
に

よ
く
ベ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ル
を
楽
し
む
機

会
が
あ
り
、
ビ
ー
ル
好
き
が
高
じ
て

自
分
の
お
店
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

と
か
。

　

興
味
を
持
ち
始
め
た
頃
に
、
ス
ク
ー

ル
に
通
い
、
ビ
ア
テ
イ
ス
タ
ー
や
ベ
ル

MONMOM シャナイア

Comme
la Gueuze

十勝ハーブ牛ホルモン 薬膳スープカレーの店

ベルギービール専門店

コロナに負けるな、仲間のお店にGO!

【ホームページ】
http://www.nekoaji.net/shania/【ホームページ】 https://monmom.jp/

北大
OB・OGなら
ワンドリンク
サービス！

店員にお伝えください。

田部井淳（たべい・あつし）さん
栃木県足利市出身、H13工・情報処理・修

高木直人（たかぎ・なおと）さん
千歳市出身、札幌南高卒、H4工・合化・修

中西克彦（なかにし・かつひこ）さん 札幌南高卒、H22経
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20２０年（令和２年）

残暑お見舞い

申し上げます。

北大東京同窓会
役員一同・事務局

  　会長　　横田　　浩　（経・60）

  事務局　　廣重　晃以　（法・55）

馬
場　

直
俊

相
談
役

（
工・
47
・
土
木
）

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社

顧
問

仲　
　
　

裕
（
工・
47
・
機
）

は
ま
な
す
会

（
北
大
工
学
部
機
械
工
学
科 

東
京
同
窓
会
）

梅
原　

誠 

一 

郎

代
表

（
工・
44
・
冶
金
・
修
）

梅
原
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

伊
東　

則
昭

相
談
役

（
工・
52
・
電
子
・
修
）

日
本
コ
ム
シ
ス
株
式
会
社

福
士　

博
司

代
表
取
締
役 

副
社
長
執
行
役
員

（
工・
59
・
合
化
・
修
）

味
の
素
株
式
会
社　

川
越　

祐
司

代
表
取
締
役
社
長

（
工・
57
・
電
子
・
修
）

株
式
会
社
エ
ネ
ッ
ト　

平
野　

太
郎

代
表
取
締
役

（
工・
H3
・
衛
生
）

尾
瀬
沼
畔
長
蔵
小
屋

尾
瀬
ヶ
原
第
二
長
蔵
小
屋

北水同窓会
東京支部一同

支部長

副支部長

副支部長

樋口　達夫
細見　典男
吉田　克典

（水・50・食品・修）

（水・48・食品）

（水・H2・食品）

東京フラテ会

会長　　畠山　昌則　（医・50）

社会医療法人
財 団 大 和 会
武蔵村山病院

院長　　鹿取　正道　　（医・H3）

櫻
井　

雅
昭

総
合
研
究
所
長

（
工・
56
・
金
属
）

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

鷲
野　

弘
明

支
部
長

（
獣
・
53
・
修
）

北
海
道
大
学
獣
医
学
部
同
窓
会

関
東
支
部

數
土　

文
夫

名
誉
顧
問

（
工・
39
・
冶
金
）

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

石
山　
　

喬
（
工・
42
・
冶
金
）

岡　

隆
次
郎

（
工・
42
・
冶
金
）

森　
　

和
弘

（
歯
・
H1
）

納
谷　

峻
徳

（
工・
38
・
冶
金
）

島
田　
　

久

代
表
取
締
役

（
工・
61
・
金
属
）

ワ
イ・エ
ム・エ
ス
株
式
会
社

川
添　

公
貴

代
表
取
締
役

（
工・
56
・
応
化
）

有
限
会
社
ケ
ー
ズ
オ
フ
ィ
ス

加
藤　
　

元

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

東
京
都
港
区
白
金
台
５-

１
４-

１・２
Ｆ（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
２
０-

０
０
１
２
）

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

代
々
木

東
京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
１-

３
０-

２
２（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
５
２-

３
０
６
０
）

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

久
我
山

東
京
都
杉
並
区
久
我
山
３-

７-

２
７（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

３
３
３
４-

３
５
３
６
）

（
獣
・
31
）

一
般
財
団
法
人J-H

AN
BS

　

代
表
理
事

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

総
合
院
長

コ
ロ
ラ
ド
州
立
獣
医
科
大
学
客
員
教
授
・日
本
親
善
大
使（2011-2013

）

千
葉
科
学
大
学
客
員
教
授

横
田　

秀 

一

支
部
長

（
歯
・
60
）

北
海
道
大
学
歯
学
部
同
窓
会

関
東
支
部

石
堂　

正
信

常
務
理
事

（
法
・
44
）

公
益
財
団
法
人
交
通
協
力
会

本
間　
　

修

代
表
取
締
役

（
法
・
45
）

公
益
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部

Ｄ
Ｇ
株
式
会
社

副
理
事
長 

兼 

常
務
理
事・事
務
局
長

杉
山　

和
彦

常
勤
監
査
役

（
法
・
45
）

株
式
会
社B

lueM
em

e

（
薬
・
39
）

北
海
道
三
笠
市
ふ
る
さ
と
応
援
大
使



一般社団法人
札幌農学同窓会

東京支部 役員一同

　理事長　 

副理事長

副理事長　 

梶谷　辰哉
坂倉　雅夫
櫻田　　巧

（農・50・林学）　

（農・48・農工）

（農・58・農経）

FRONTIER 2020/08/20 50FRONTIER 2020/08/2051

佐
々
木　

俊
夫

（
経
・
57
・
冨
森
ゼ
ミ
）

野
口　

晋 

一

編
集
部 

記
者

（
文
・
H8
）

財
界
さ
っ
ぽ
ろ

髙
橋　
　

了

副
会
長 
兼 
事
務
局
長

（
法
・
47
）

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

堀
江　

亮
介

常
務
執
行
役
員

（
法
・
61
）

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

廣
重　

勝
彦

代
表
理
事

（
法
・
57
）

一
般
社
団
法
人

日
本
社
債
調
査
セ
ン
タ
ー

萱
野　
　

聡

代
表
取
締
役
社
長

（
法
・
62
）

株
式
会
社
サ
ク
セ
ス
ボ
ー
ド

石
川　

裕  

一

代
表
取
締
役

（
法
・
54
）

株
式
会
社
ぷ
ら
う

佐
々
木　

亮
子

会
長

（
法
・
47
）

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

坂
倉　

雅
夫

技
術
士（
建
設
部
門
）

（
農
・
48
・
農
工
）

梶
谷　

辰
哉

専
務
理
事・事
務
局
長

（
農
・
50
・
林
学
）

一
般
社
団
法
人
緑
の
循
環
認
証
会
議

小
坂　

達
朗

代
表
取
締
役
会
長

最
高
経
営
責
任
者（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）（

農
・
51
・
農
化
）

中
外
製
薬
株
式
会
社

櫻
田　

巧

代
表
取
締
役
社
長

（
農
・
58
・
農
経
）

株
式
会
社
中
央
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

戸
田　

信
之

代
表
取
締
役
社
長

（
農
・
51
・
農
化
）

月
島
食
品
工
業
株
式
会
社

松
沢　

幸 

一

代
表
取
締
役
社
長

（
農
・
48
・
農
化
・
修
）

株
式
会
社
明
治
屋

三
井　

晃 

一

代
表

（
農
・
H1
・
農
学
）

三
晃
堂
三
井
印
店

冨
田　

守

代
表
取
締
役
社
長・農
学
博
士（

農
・
36
・
畜
産
）

株
式
会
社
デ
イ
リ
ー
テ
ク
ノ

（
農
・
62
・
農
機
）

髙
橋　

寛

北
大
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会 

東
京
支
部 

幹
事

北
大
東
京
同
窓
会 

理
事

（
一
社
）札
幌
農
学
同
窓
会 

東
京
支
部 

理
事

（
公
社
）全
日
本
学
生
ス
キ
ー
連
盟 

副
会
長

北大経済学部
東京同窓会 役員一同

　　会長

事務局長

永松　昌一
菅埜　　誠

（経・57）　

（経・52）

池
田　

清
治

研
究
科
長・法
学
部
長

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

佐
々
木　

豊
実（

農
・
35
・
林
学
）

（
令
和
２
年
１
月
〜
、
敬
称
略
）

木
内
友
亮
（
工
Ｒ
２
）、青
田
純
平
（
工

Ｈ
11
）

長
島
一
敏
（
歯
Ｈ
１
）、佐
藤
安
弘
（
教

育
Ｓ
35
）、
松
崎
貞
夫
（
法
Ｓ
31
）、

田
中
一
範
（
理
Ｓ
28
）、
多
勢
隆
（
工

Ｓ
29
）、
松
田
昌
士
（
法
・
修
Ｓ
36
）

令
和
２
年
１
月
以
降
に
ご
逝
去
の

お
知
ら
せ
を
い
た
だ
い
た
方
々
。

敬
称
略 名刺広告は１コマ、

５千円で、皆様に
ご協力をいただい
ています。 

八
田　

和
之

代
表
取
締
役
社
長

（
農
・
H1
・
農
工
）

デ
ニ
カ
株
式
会
社

瀬
戸
山　

洋
介

グ
ル
ー
プ
代
表

（
農
・Ｈ
12
・
農
工
）

G
lobal Trust C

o.,Ltd.

町
村　
　

均

代
表
取
締
役

（
法
・
60
）

株
式
会
社
町
村
農
場

横
田　
　

浩

代
表
取
締
役 

社
長
執
行
役
員

（
経
・
60
）

株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ

北大法学部
東京同窓会 役員一同

　　会長

事務局長

小口　正範
大野　　峻

（法・53）　

（法・H18）



FRONTIER 2020/08/20 52FRONTIER 2020/08/2053

北海道大学の近況
（2019年冬〜2020年春）

　

本
年
度
の
医
学
教
育
等
関

係
業
務
功
労
者
と
し
て
、

本
学
か
ら
北
海
道
大
学
病

院
看
護
部
副
看
護
師
長
・
棚

田
郁
子
氏
、
医
学
研
究
院
技

術
支
援
部
臨
床
検
査
技
師
・

津
田
弓
子
氏
が
表
彰
さ
れ
、
11
月
15
日

（
金
）、
文
部
科
学
省
３
階
講
堂
に
お

い
て
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
文
部
科
学
省
が
毎

年
、
医
学
ま
た
は
歯
学
に
関
す
る
教

育
・
研
究
若
し
く
は
患
者
診
療
等
の
補

助
的
業
務
に
従
事
し
、
顕
著
な
功
労
の

あ
っ
た
方
々
に
対
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　

各
氏
の
表
彰
に
あ
た
っ
て
の
感
想
を

紹
介
し
ま
す
。 （

総
務
企
画
部
広
報
課
）

　

11
月
15
日
（
金
）、
文
部
科
学
省
に

て
、
医
学
教
育
等
関
係
業
務
功
労
者

表
彰
式
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

１
０
５
名
の
方
た
ち
と
共
に
表
彰
を
受

け
て
参
り
ま
し
た
。
身
に
余
る
賞
を
い

た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
４
年
の
入
職
か
ら
28
年

間
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス

タ
ー
ト
は
当
時
の
北
大
病
院
登
別
分
院

で
し
た
。
平
成
８
年
に
閉
院
と
な
る
ま

で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
糖
尿
病
治
療
と

リ
ハ
ビ
リ
の
施
設
で
し
た
が
、
こ
こ
で

の
看
護
経
験
は
、
新
た
な
糖
尿
病
治
療

は
も
と
よ
り
、
病
状
・
体
力
に
合
わ
せ

た
ト
ラ
ッ
ク
歩
行
や
ハ
イ
キ
ン
グ
等
の

屋
外
運
動
療
法
を
と
お
し
て
、
運
動
が

血
糖
値
に
及
ぼ
す
影
響
を
患
者
自
身
が

体
験
す
る
た
め
の
支
援
で
あ
り
、
そ
れ

ま
で
の
自
身
の
糖
尿
病
看
護
の
認
識
を

大
き
く
変
え
る
も
の
で
し
た
。
自
覚
症

状
が
乏
し
く
進
行
す
る
糖
尿
病
だ
か
ら

こ
そ
結
果
を
数
値
で
可
視
化
し
、
患
者

さ
ん
と
共
有
す
る
、
ま
た
そ
の
意
味
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
理
解
を
促
す
支
援

の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
内
科
Ⅱ
病
棟
の
７
年
間
で

は
、
患
者
さ
ん
が
具
体
的
な
目
標
を
持

ち
主
体
的
に
行
動
で
き
る
様
に
、
熱
心

に
関
わ
る
同
僚
ら
の
姿
が
あ
り
、
患
者

さ
ん
の
望
ま
し
い
行
動
の
変
化
を
誰
よ

り
も
喜
び
、
チ
ー
ム
で
共
有
し
て
い
ま

し
た
。
医
師
・
薬
剤
師
・
栄
養
士
・
検

査
技
師
・
理
学
療
法
士
・
歯
科
衛
生
士

な
ど
、
各
職
種
の
専
門
性
の
高
さ
に
強

く
刺
激
さ
れ
、
糖
尿
病
療
養
指
導
士
、

フ
ッ
ト
ケ
ア
の
資
格
を
取
得
し
、
医
科

外
来
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
異
動
後
は
こ

れ
ら
の
実
践
を
重
ね
、
充
実
し
た
日
々

北海道大学総務企画部広報課

北海道大学の近況

と
な
り
ま
し
た
。
後
に
「
糖
尿
病

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
と
し

て
院
内
活
動
を
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

は
何
時
も
自
分
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
さ
せ
て
く
れ
る
大
き
な

存
在
で
し
た
。
そ
し
て
、
患
者
さ
ん
が

葛
藤
し
な
が
ら
投
げ
か
け
て
く
れ
た
糖

尿
病
へ
の
思
い
の
数
々
が
、
何
に
も
代

え
難
い
私
の
学
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
先
輩
、
歴

代
の
看
護
部
長
、
副
看
護
部
長
、
看
護

師
長
、
同
僚
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（
北
海
道
大
学
病
院
）

　

こ
の
度
は
医
学
教
育
等
関
係
業
務
功

労
者
と
し
て
表
彰
を
賜
り
、
身
に
余
る

栄
誉
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
表

彰
に
あ
た
り
、
ご
推
薦
、
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
様
に
心
よ

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

28
年
前
に
医
学
部
内
科
学
第
三
講
座

に
採
用
さ
れ
た
時
は
、
臨
床
の
現
場
で

患
者
の
命
に
向
き
合
う
医
師
の
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
、
出
来
る
だ
け
要
望
に

応
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
治
験
や
保
険

点
数
の
な
い
特
殊
検
査
に
関
す
る
業

務
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
臨
床
サ
ン
プ

ル
の
管
理
な
ど
。
医
局
、
病
棟
、
外

　

本
学
で
は
、
第
３
期
中
期
計
画
や

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援

事
業
構
想
調
書
に
お
い
て
、
多
く
の
外

国
人
留
学
生
が
見
込
ま
れ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

北
海
道
大
学
交
流
デ
ー（
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
校
科
学
大
学
）

お
よ
び
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ハ
ノ
イ
オ
フ
ィ
ス
開
所
式
を
開
催

Ｎ
地
域
と
の
交
流
の
推
進
を
掲
げ

て
お
り
、
２
０
１
９
年
７
月
に
ベ

ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
校
科
学

大
学
内
に
、
同
大
学
と
本
学
と
の

共
同
オ
フ
ィ
ス
と
し

て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ハ
ノ

イ
オ
フ
ィ
ス
を
開
設

し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム

国
家
大
学
ハ
ノ
イ
校

は
、
政
府
に
直
属
し
、

ベ
ト
ナ
ム
に
２
つ
あ

る
国
家
大
学
の
う
ち

の
ひ
と
つ
で
、
同
大

学
傘
下
の
科
学
大
学

と
本
学
は
、
２
０
１
３

年
３
月
に
大
学
間
交

流
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

共
同
研
究
及
び
学
生
交
流
を
さ
ら
に

促
進
す
る
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学

ハ
ノ
イ
校
科
学
大
学
に
お
い
て
、
12
月

６
日
（
金
）
に
ベ
ト
ナ
ム
で
初
め
て
の

北
海
道
大
学
交
流
デ
ー
を
開
催
し
、
共

同
オ
フ
ィ
ス
の
開
所
式
を
行
い
ま
し

た
。
本
学
か
ら
は
、
笠
原
正
典
総
長
職

務
代
理
、
国
際
連
携
機
構
の
川
野
辺
創

副
機
構
長
・
教
授
、
網
塚
浩
理
学
院
長

を
は
じ
め
、
理
学
研
究
院
、
先
端
生
命

科
学
研
究
院
、
工
学
研
究
院
、
地
球
環

境
科
学
研
究
院
の
教
員
等
計
18
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
に
共
同
オ
フ
ィ
ス
前

で
の
除
幕
及
び
、
開
所
式
を
行
い
ま
し

た
。
ベ
ト
ナ
ム
国

家
大
学
ハ
ノ
イ
校

科
学
大
学
の
グ
エ

ン 

テ
ィ
エ
ン 

ザ

ン
（N

G
U

Y
EN 

TienGiang

）
副

学
長
と
笠
原
総
長
職
務
代

理
の
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
在

ベ
ト
ナ
ム
日
本
国
大
使
館

の
麻
妻
信
一
次
席
公
使
か

ら
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
両
大
学

の
紹
介
と
、
日
本
学
生
支

援
機
構
（JASSO
）
ベ
ト
ナ

ム
事
務
所
の
萩
原
隆
史
所

長
か
ら
日
本
留
学
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
開
所
式
に
は
、
両

大
学
の
関
係
者
の
ほ
か
、
本
学
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
の
レ 

ヴ
ィ
エ
ッ
ト 

ズ
ン
（LE 

Viet Dung

）
氏
や
同
窓
生
、
学
生
な

ど
約
50
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
数
学
・
機
械
学
・
情
報

科
学
、
物
理
学
、
化
学
、
生
物
学
、
地

質
学
、
環
境
科
学
、
気
象
学
・
水
文
学
・

海
洋
学
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
研
究

交
流
や
意
見
交
換
、
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
同
大
学

の
学
生
が
積
極
的
に
質
問
す
る
様
子
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
国
際
連
携
機
構
で
は
、
オ

フ
ィ
ス
を
活
用
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ほ

か
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
全
体
と
の
教
育
・

研
究
機
関
等
と
の
連
携
拡
大
、
教
員
や

学
生
の
相
互
交
流
の
促
進
、
卒
業
生

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
行
い
、
幅
広

い
面
で
の
交
流
を
強
化
し
て
い
く
ほ

か
、
優
秀
な
留
学
生
を
本
学
へ
受
け
入

れ
る
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

（
国
際
部
国
際
連
携
課
）

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ハ
ノ
イ
オ
フ
ィ
ス
開
所
式
お
よ
び

北
海
道
大
学
交
流
デ
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

来
、
検
査
室
を
飛
び
回
る
毎
日
で
し

た
。
し
か
し
、
自
分
の
ス
キ
ル
が
限
ら

れ
て
い
る
た
め
、
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
何
度
も
先
生
や
同
僚
に
助
け

ら
れ
、
励
ま
さ
れ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

次
に
医
歯
学
総
合
研
究
棟
中
央
研
究

部
門
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
部
門

は
医
学
研
究
院
と
歯
学
研
究
院
に
お
け

る
共
同
研
究
施
設
で
、
一
つ
の
教
室
で

は
維
持
す
る
の
が
難
し
い
実
験
機
器
を

多
数
設
置
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
機

器
を
管
理
運
用
す
る
の
が
仕
事
で
す

が
、
機
器
が
故
障
し
て
研
究
者
の
実
験

が
滞
る
こ
と
が
一
番
つ
ら
い
で
す
。
ま

た
、
分
析
装
置
は
日
々
、
開
発
が
進
み

新
し
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
勉
強
が

欠
か
せ
な
い
の
で
す
が
、
未
熟
な
た
め

反
省
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
そ
れ
で

も
担
当
の
分
析
装
置
な
ど
を
通
じ
て
、

様
々
な
教
室
の
研
究
者
の
方
と
お
話
す

る
こ
と
は
、
刺
激
を
受
け
ま
す
し
、
充

実
し
た
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
が
こ
れ
ま

で
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
、
こ
の

功
労
者
表
彰
を
受
賞
出
来
ま
し
た
の

は
、講
座
、部
門
の
先
生
、職
員
の
方
々

の
温
か
い
お
力
添
え
が
あ
っ
て
の
も
の

と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

を
励
み
に
今
後
も
業
務
の
遂
行
に
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
医
学
部
）

北海道大学病院看護部
副看護師長
棚田郁子 氏

医学研究院技術支援部
臨床検査技師
津田ゆみ子 氏

　

２
０
１
９
年
７
月
に
ベ
ト
ナ
ム
国
家

大
学
ハ
ノ
イ
校
科
学
大
学
内
に
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
ハ
ノ
イ
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し
た
こ

と
に
よ
り
、
同
大
学
に
て
オ
フ
ィ
ス
開

所
式
を
開
催
し
た
他
、
北
海
道
大
学
交

流
デ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
北
部
同
窓
会
設
立

記
念
会
合
、
及
び
北
海
道
大
学
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
委
嘱
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
国
際
部
国
際
連
携
課
・

　
　
　
　
　
　

総
務
企
画
部
広
報
課
）

令
和
元
年
度 

医
学
教
育
等
関
係
業
務
功
労
者
表
彰
に
本
学
関
係
者
か
ら
２
氏

開所式での集合写真

ベトナム国家大学
ハノイ校科学大学
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領
事
館
の
ロ
ナ
ル
ド
・
グ
リ
ー
ン
領
事

（
兼
豪
州
貿
易
促
進
庁
貿
易
官
）
の
笠

原
正
典
総
長
職
務
代
理
へ
の
表
敬
訪
問

に
合
わ
せ
て
、
グ
リ
ー
ン
領
事
へ
の
北

海
道
大
学
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
委
嘱
状
交
付

宮
永
喜
一
教
授
、
同

吉
岡
真
治
教
授
、
工

学
研
究
院
の
五
十
嵐

敏
文
教
授
ら
が
参
列

し
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
領
事
か

ら
は
、
北
海
道
大
学

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
打

診
が
あ
っ
た
折
、
ご
父
君
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
後
押
し
さ
れ
た
こ
と
、
初
め
て

の
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
か
ら
の
北
海
道
大

学
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
、
長
き
に
わ

た
る
縁
を
活
用
し
て
い
き
た
い
こ
と
が

語
ら
れ
ま
し
た
。
列
席
の
コ
ー
ト
大
使

か
ら
は
、
Ｉ
Ｔ
、
健
康
、
農
学
、
先
住

民
研
究
等
の
分
野
で
、
北
大
と
豪
大
学

の
活
発
な
連
携
が
起
き
て
い
る
こ
と
は

喜
ば
し
く
、
特
に
西
豪
鉱
業
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
豪
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

お
け
る
協
力
を
期
待
し
た
い
と
の
表
明

が
あ
り
ま
し
た
。
ク
ー
パ
ー
公
使
か
ら

は
、
令
和
元
年
内
で
在
札
幌
豪
州
領
事

館
を
閉
館
し
て
も
、
豪
州
に
と
っ
て
北

海
道
が
重
要
な
連
携
相
手
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
く
、
今
後
は
公
使
が
教

育
等
の
項
目
を
立
て
て
の
連
携
を
日
本

国
内
機
関
に
対
し
て
行
っ
て
い
く
と
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
部
広
報
課
、国
際
連
携
機
構
）

　

12
月
６
日
（
金
）、
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ

ノ
イ
に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
北
海
道
大

学
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
、
レ 

ヴ
ィ
エ
ッ
ト 

ズ
ン（LE Viet Dung

）氏
に
対
し
て
、

委
嘱
状
の
交
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

ズ
ン
氏
は
、
本
学
の
ベ
ト
ナ
ム
人
留

学
生
の
草
分
け
と
し
て
、
１
９
９
３
〜

１
９
９
９
年
本
学
農
学
研
究
科
に
て
修

士
／
博
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。
従
前

勤
務
し
て
い
た
カ
ン
ト
ー
大
学
に
復
職

後
、
農
学
部
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任

し
、
現
在
は
副
学
長
（
国
際
関
係
・
研

究
・
質
管
理
担
当
）を
務
め
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
み
な
ら
ず
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ス
テ
ッ

プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
生
の
受
入
れ
等
、
本

学
と
の
連
携
に
篤
く
協
力
い
た
だ
く

他
、
ベ
ト
ナ
ム
日
本
留
学
生
同
窓
会
副

会
長
及
び
カ
ン
ト
ー
市
ベ
ト
ナ
ム
日
本

親
交
協
会
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
留
学

生
Ｏ
Ｂ
と
し
て
同
窓
会
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

委
嘱
式
は
、
同
日
開
催
の
北
海
道
大

学
交
流
デ
ー
（
ベ
ト
ナ
ム

国
家
大
学
ハ
ノ
イ
校
科
学

大
学
）
へ
の
参
加
者
を
は

じ
め
、
萩
原
隆
史
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｓ
Ｏ
ベ
ト
ナ
ム
事
務
所

長
、
工
藤
拓
也
在
ベ
ト
ナ

ム
日
本
国
大
使
館
二
等
書

記
官
（
本
学
同
窓
生
）、

ベ
ト
ナ
ム
人
同
窓
生
、
幾
島
章
仁
北
海

道
大
学
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
（
ハ
ノ
イ
エ
ル

ム
会
長
）、
及
び
寺
本
二
憲
北
海
道
大

学
パ
ー
ト
ナ
ー
（
同
会
長
代
理
）
ら
が

見
守
る
中
、
温
か
な
雰
囲
気
で
執
り
行

わ
れ
、
笠
原
正
典
総
長
職
務
代
理
か
ら

委
嘱
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ズ
ン

氏
は
、「
私
は
北
海
道
大
学
の
こ
と
を

Hokkaido University

と
呼
ん
だ
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
ず
っ
と
親

愛
を
込
め
て
〝
北
大
〟
と
呼
ん
で
き
ま

し
た
」
と
始
め
た
受
嘱
ス
ピ
ー
チ
で
、

自
ら
の
人
生
が
い
か
に
〝
北
大
〟
で
得

た
知
識
・
経
験
・
知
己
に
支
え
ら
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
深
い
感
謝
の
念
を
語

り
、
今
後
ベ
ト
ナ
ム
南
部
同
窓
会
の
設

立
に
世
話
役
と
し
て
尽
力
し
た
い
、
と

の
展
望
で
結
び
ま
し
た
。

　

一
方
、
同
日
行
わ
れ
た
「
北
海
道
大

学
ベ
ト
ナ
ム
北
部
同
窓
会
設
立
記
念
会

合
」
に
は
８
名
の
本
学
ベ
ト
ナ
ム
人
同

窓
生
が
参
集
し
幹
部
の
選
出
等
が
行
わ

れ
、「
ベ
ト
ナ
ム
北
部
同
窓
会
」
の
設

立
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
野
辺
創
国
際
連
携
機
構
副
機
構
長

の
挨
拶
と
本
学
の
最
新
情
報
に
つ
い

て
の
発
表
で
幕
を
開
け
た
会
合
は
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
い
た
だ
い
た

ズ
ン
北
海
道
大
学
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
の

懇
談
も
交
え
て
終
始
和
や
か
に
進
行
し

ま
し
た
。
会
長
に
は
デ
ィ
ン 

タ
ン 

ム

ン
氏
（Dr. DIN

H
 Thanh M

ung

、
ベ

ト
ナ
ム
農
業
・
地
方
開
発
省
、
水
資
源

局
、
科
学
技
術
・
国
際
協
力
部
職
員
）、

副
会
長
に
は
グ
エ
ン 

マ
ン 

ク
オ
ン

氏
（D

r. N
GU

YEN
M

AN
H

 Cuong

、

DN
P W

ater

社
、
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）、
幹
事
に
は
ヴ
ー
チ
ー 

キ

ム 

チ
ー
氏
（M

s. VU TH
I 

Kim
 Chi

、
長
崎
大
学
熱

帯
医
学
研
究
所
ベ
ト
ナ
ム

拠
点
、
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス

タ
ン
ト
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

委
嘱
式
に
続
い
て
、
ム

ン 

ベ
ト
ナ
ム
北
部
同
窓
会

会
長
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭

で
始
ま
っ
た
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
は
、
同
日
開
催
の
催
事
に
参
加
者

し
た
全
て
の
ベ
ト
ナ
ム
人
と
日
本
人
の

間
で
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
般
の
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
に
お
け

る
共
同
オ
フ
ィ
ス
開
所
と
ベ
ト
ナ
ム
北

部
同
窓
会
の
設
立
に
加
え
、
新
北
海
道

大
学
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
委
嘱
に
よ
る
ベ

ト
ナ
ム
南
部
同
窓
会
設
立
に
よ
り
一
層

の
弾
み
が
つ
く
な
ど
、
ベ
ト
ナ
ム
を
含

む
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
お
け
る
学
術
・

同
窓
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
並
び

に
各
種
交
流
、
留
学
生
リ
ク
ル
ー
テ
ィ

ン
グ
の
活
性
化
が
今
後
ま
す
ま
す
期
待

さ
れ
ま
す
。

（
総
務
企
画
部
広
報
課
）

　

12
月
17
日
（
火
）、
在
日
豪
州
大
使

館
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ー
ト
大
使
、
ブ

レ
ッ
ト
・
ク
ー
パ
ー
公
使
（
兼
豪
州
貿

易
促
進
庁
北
東
ア
ジ
ア
担
当
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）、
在
札
幌
豪
州

北海道大学の近況

北海道大学アンバサダー委嘱式等
総合レセプション

懇談を楽しむベトナム人同窓生、
本学教職員および

寺本北海道大学パートナー（左端）

アンバサダー委嘱を受けた
グリーン領事

　

こ
の
た
び
、校
友
会
エ
ル
ム
で
は「
オ

リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
グ
」
を
作
成
し
、

新
入
生
約
２
６
０
０
人
全
員
に
配
布
し

ま
し
た
。

北
海
道
大
学
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
（
ベ
ト
ナ
ム
）
委
嘱
状
交
付
式

お
よ
び
北
海
道
大
学
ベ
ト
ナ
ム
北
部
同
窓
会
設
立
記
念
会
合
を
開
催

在
日
豪
大
使
館
コ
ー
ト
大
使
、ク
ー
パ
ー
公
使
の
表
敬
訪
問
及
び
グ
リ
ー
ン

在
札
豪
領
事
へ
の
北
海
道
大
学
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
委
嘱
状
交
付
式
を
開
催

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
領
事
と

北
海
道
の
関
わ
り
は

古
く
、
北
見
柏
陽
高
等

学
校
へ
の
留
学
経
験

や
、
ご
父
君
で
あ
る
豪

タ
ス
マ
ニ
ア
大
学
地

質
学
者
・
豪
国
立
大
学

名
誉
教
授
の
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
リ
ー

ン
博
士
が
、
本
学
総
合
博
物
館
の
客
員

教
授
と
し
て
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
た

こ
と
に
端
を
発
し
ま
す
。
そ
の
後
は
、

本
学
聴
講
生
と
し
て
日
本
語
能
力
試
験

１
級
を
取
得
し
、
日
豪
の
経
済
連
携
に

20
年
以
上
関
わ
っ
た
後
、
在
札
幌
豪
州

領
事
館
領
事
に
着
任
し
て
い
ま
し
た
。

領
事
と
し
て
、
本
学
と
、
メ
ル
ボ
ル
ン

大
学
、
シ
ド
ニ
ー
大
学
、
シ
ド
ニ
ー
工

科
大
学
、
カ
ー
テ
ィ
ン
大
学
と
い
っ
た

豪
州
大
学
と
の
共
同
研
究
・
教
育
連
携

や
、
産
学
研
究
連
携
の
支
援
を
幅
広
く

行
っ
て
お
り
、
今
般
の
委
嘱
式
に
は
、

国
際
連
携
研
究
教
育
局
（GI-CoRE

）

人
獣
共
通
感
染
症
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
新
開
大
史
准
教
授
、
同
関
屋

俊
輝
助
教
、
食
水
土
資
源
グ
ロ
ー
バ
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
長
の
井
上
京
教
授
、

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
・
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
長
の

　

作
成
・
配
布

に
至
っ
た
経
緯
と

し
て
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
削

減
に
向
け
て
、
北

海
道
大
学
、
北
海

道
大
学
校
友
会
エ

ル
ム
、
北
海
道
大

学
生
協
の
三
者
で

協
議
を
行
い
、
校
友
会
エ
ル
ム
が
毎
年

入
学
生
に
配
布
し
て
い
る
ト
ー
ト
バ
ッ

グ
の
配
布
を
見
直
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
削
減
に
高
い
効
果
が
期
待
で
き
る

「
北
大
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
グ
」
を

作
成
し
て
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

ズン北海道大学アンバサダーと
笠原総長職務代理

ハノイエルム会の皆さん
左より幾島章仁北海道大学アンバ
サダー、上月浩Hoya Glass Disk 
Vietnamゼネラルマネージャー、工藤拓
也ベトナム日本国大使館二等書記官

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
グ
」

を
新
入
生
全
員
に
配
布

　

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
北
大

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
デ
ザ
イ

ン
を
担
当
い
た
だ
い
て
い
る
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
鎌
田
順
也
氏
に
依

頼
し
、
活
用
の
推
進
を
図
る
た

め
、
常
に
持
ち
歩
け
る
よ
う
、

小
さ
く
折
り
た
た
め
る
仕
様
に

し
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
入
学
式
で
の
配
布
を

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
中

止
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
４
月
14
日

（
火
）
に
郵
送
に
て
新
入
生
全
員
の
手

元
に
届
け
ま
し
た
。

　

校
友
会
エ
ル
ム
で
は
、
本
取
り
組
み

に
よ
り
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
削
減
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

（
総
務
企
画
部
広
報
課
）

スクールカラーであるグリーンの素材に
「エンレイソウ」をあしらったデザイン

【
感
想
】

　

現
在
、
世
界
中
が
コ
ロ
ナ
禍
に
み
ま
わ
れ

圦
本
尚
義
理
学
研
究
院

教
授
に
紫
綬
褒
章

　

こ
の
度
、
理
学
研
究
院
教
授
の
圦
本

尚
義
（
ゆ
り
も
と
ひ
さ
よ
し
）
氏
が
紫

綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

同
氏
の
長
年
に
わ
た
る
教
育
・
研
究

に
対
す
る
優
れ
た
業
績
と
我
が
国
の
学

術
振
興
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に

対
し
、
授
与
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
氏
の
受
章
に
あ
た
っ
て
の
感
想
、

功
績
等
を
紹
介
し
ま
す
。

（
総
務
企
画
部
広
報
課
）

て
い
ま
す
。
禍
に
あ
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
最
前
線

で
ご
活
躍
の
皆
様
に
最
大
の
エ
ー
ル
を
贈
り

ま
す
。
北
海
道
大
学
で
は
、
緊
急
事
態
宣

言
と
と
も
に
、
職
員
も
学
生
も
テ
レ
ワ
ー
ク

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
教
育
も
直
接

の
対
面
で
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
学
生

の
み
な
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
未
知
の
体
験
に
は
新
し
い
発
見
と
大
き

な
成
長
が
あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
と
喧
嘩
せ

ず
、
仲
良
く
、
付
き
合
っ
て
い
け
る
よ
う
変

化
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
こ
の
度
は
、
春
の
褒
章
で
紫
綬
褒

章
の
栄
誉
に
浴
し
、身
に
あ
ま
る
光
栄
で
す
。

　

私
の
研
究
人
生
は
、
創
立
間
も
な
い
筑

波
大
学
第
一
学
群
自
然
学
類
に
入
学
し
た

時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
筑
波
大
学
は
、「
開

か
れ
た
大
学
」「
柔
軟
な
教
育
研
究
組
織
」
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た
。
ま
た
、
事
務
の
方
々
と
協
働
で
実
験
室

を
立
ち
上
げ
る
手
法
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
東
工
大
の
同
僚
た
ち
は
、
ユ
ニ
ー

ク
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
持
ち
主
で
、
次
世
代

の
地
球
惑
星
科
学
を
推
進
し
て
い
る
、
世
界

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
方
々
で
し
た
。
そ
こ
で
、

私
は
、
同
位
体
顕
微
鏡
の
開
発
に
力
を
入

れ
、
研
究
を
隕
石
の
研
究
に
集
中
す
る
こ

と
に
舵
を
切
り
、
同
僚
た
ち
と
の
強
い
相
互

作
用
を
楽
し
み
ま
し
た
。
私
の
研
究
室
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
「W

e are alw
ays 

on the frontier!

」
は
こ
の
時
代
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
時
作
っ
た
実
験
室
を
そ
の
ま

ま
札
幌
に
、
精
密
機
器
運
搬
用
大
型
ト
ラ
ッ

ク
３
台
で
、
運
ぶ
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
こ

の
時
、
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
の
転
機
は
、
倉
本
圭
先
生
と
渡
部
重

十
先
生
に
北
海
道
大
学
理
学
部
に
誘
わ
れ

た
こ
と
で
す
。
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
旧

帝
国
大
学
で
す
。
一
歩
踏
み
入
れ
た
途
端
、

伝
統
と
懐
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
長
田

義
仁
先
生
に
格
別
な
部
屋
を
与
え
て
い
た

だ
き
、
岡
田
尚
武
先
生
に
多
額
の
借
金
を

許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、

現
在
の
同
位
体
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
実
験
室

（IIL

）
が
あ
り
ま
す
。
北
大
で
は
、
柱
で

あ
る
惑
星
科
学
の
研
究
を
推
進
す
る
と
共

に
、
旧
帝
国
大
学
の
強
み
を
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
今
ま
で
交
流
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
周
辺
分
野
の
た
く
さ
ん
の
先
生
方

と
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。そ
の
結
果
、私
が
著
者
の
一
人
に
な
っ

て
い
る
研
究
論
文
を
発
表
し
た
分
野
が
、

理
学
、工
学
に
加
え
、農
学
、医
学
、歯
学
、

薬
学
、
水
産
学
に
広
が
り
ま
し
た
。
も
し

獣
医
学
分
野
の
論
文
が
書
け
れ
ば
、
北
大

理
系
全
学
部
を
制
覇
で
す
。

　

北
大
に
来
て
か
ら
はC

oSTEP

、
広
報

課
、
学
校
、
市
民
団
体
の
皆
様
に
助
け
て

い
た
だ
き
、
市
民
講
演
会
な
ど
を
通
じ
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
な
る
べ

く
多
く
と
っ
て
き
ま
し
た
。
札
幌
に
来
て
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
が
得
意
な
皆
さ
ん
と
知
り
合

え
た
お
か
げ
で
す
。
私
の
研
究
に
つ
い
て
市

民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
喜
ん
で
も

ら
え
れ
ば
幸
せ
で
す
。
そ
し
て
道
民
の
皆

さ
ん
に
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
と
感
じ
た
の

は
、
北
海
道
新
聞
文
化
賞
を
い
た
だ
い
た
時

で
す
。
こ
の
賞
は
、
私
が
い
た
だ
い
た
唯
一

の
市
民
賞
で
す
。
他
の
学
術
賞
と
明
ら
か
に

違
う
感
激
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
市
民
講

演
会
は
、
６
月
の
北
大
祭
で
や
ら
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
延
期
に
な
り
ま
し
た
。
残
念
で
す

（
北
大
祭
が
秋
に
開
催
さ
れ
た
ら
是
非
や

り
ま
す
）。
こ
れ
か
ら
も
機
会
あ
る
毎
に
行

わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

幼
少
時
代
は
極
度
の
人
見
知
り
と
引
っ

込
み
思
案
で
両
親
を
困
ら
せ
た
私
に
、
人

と
の
出
会
い
が
楽
し
く
刺
激
的
で
あ
る
こ

と
に
気
を
つ
か
せ
て
い
た
だ
き
成
長
さ
せ
て

も
ら
え
た
の
は
、
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
出
会

い
を
引
き
合
わ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
62
年
間
の

数
え
き
れ
な
い
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
特
に

研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の
学
生
の

皆
さ
ん
の
も
の
で
す
。
名
古
屋
大
学
名
誉

教
授
の
熊
澤
峰
夫
先
生
か
ら
「
圦
本
は
盗

人
だ
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
昔
い
た
だ
き
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
わ
が
ま
ま

な
私
の
研
究
と
教
育
活
動
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
恩
師
、
同
僚
、
学
生
、
大
学
事
務
の

皆
様
、
そ
し
て
家
族
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
定
年
ま
で
も
う
少
し
だ
け

間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
気

ま
ま
に
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
叱
責

の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
功
績
等
】

　

圦
本
尚
義
氏
は
、
昭
和
33
年
３
月
12
日

和
歌
山
県
に
生
ま
れ
、
同
55
年
３
月
筑
波

大
学
第
一
学
群
自
然
学
類
を
卒
業
し
、
同

60
年
３
月
同
大
学
大
学
院
地
球
科
学
研
究

科
博
士
課
程
を
修
了
し
、
理
学
博
士
の
学

位
を
授
与
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
60
年
４
月
日
本
学
術
振

興
会
奨
励
研
究
員
、
昭
和
61
年
３
月
筑
波

大
学
地
球
科
学
系
助
手
、
平
成
４
年
４
月

同
大
学
地
球
科
学
系
講
師
、
同
６
年
９
月

東
京
工
業
大
学
理
学
部
助
教
授
、
改
組
に

よ
り
同
10
年
４
月
同
大
学
大
学
院
理
工
学

研
究
科
助
教
授
を
経
て
、
平
成
17
年
４
月

北
海
道
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
教
授
、

改
組
に
よ
り
同
18
年
４
月
北
海
道
大
学

大
学
院
理
学
研
究
院
教
授
と
し
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
同
人
は
、
永
年
に
わ
た
っ
て
、

地
球
惑
星
科
学
の
教
育
、
研
究
に
努
め
、

ま
た
、
固
体
物
質
の
微
小
領
域
の
同
位
体

分
布
を
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
す
る
同
位
体
顕
微

鏡
を
世
界
で
初
め
て
実
現
し
、
隕
石
中
か

ら
新
物
質
を
新
た
に
発
見
し
、
原
始
太
陽

系
の
酸
素
同
位
体
異
常
の
大
き
さ
が
従
来

知
ら
れ
て
い
た
よ
り
６
倍
大
き
い
こ
と
を
見

出
し
、
星
間
物
質
か
ら
惑
星
形
成
に
至
る

物
質
進
化
の
プ
ロ
セ
ス
の
新
説
を
提
唱
す

る
業
績
を
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
太
陽
系
の

起
源
と
そ
の
物
質
進
化
の
研
究
の
発
展
に

貢
献
し
た
。

　

同
人
は
、
特
に
、
太
陽
系
の
起
源
と
そ
の

進
化
の
研
究
に
お
い
て
、
隕
石
を
物
質
科
学

的
に
取
り
扱
う
こ
と
を
基
礎
と
し
、
隕
石
を

構
成
す
る
鉱
物
の
結
晶
組
織
・
結
晶
成
長

様
式
解
析
と
微
量
元
素
に
至
る
化
学
組
成
・

同
位
体
組
成
分
析
を
融
合
し
、
観
察
事
実

か
ら
隕
石
形
成
環
境
と
そ
の
時
間
変
遷
を

決
定
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
、
そ
の
手
段
と

し
て
同
位
体
顕
微
鏡
の
開
発
を
世
界
で
初

め
て
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
同
位
体
顕
微
鏡
開
発
の
研
究
で

は
、
電
荷
外
部
変
換
型
の
積
層
型
固
体
荷

電
粒
子
撮
像
素
子
を
考
案
し
、
設
計
製
作

改
良
を
繰
り
返
し
、
読
み
出
し
雑
音
が
低

く
ピ
ク
セ
ル
あ
た
り
５
桁
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

レ
ン
ジ
を
持
つ
積
分
型
検
出
器
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ

Ｓ
を
発
明
し
た
。
こ
の
検
出
器
は
、
Ｋ
ｅ
Ｖ

程
度
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
全
て
の
元

素
・
同
位
体
を
１
個
か
ら
検
出
す
る
感
度

を
持
つ
。
こ
の
検
出
器
を
投
影
型
２
次
イ

オ
ン
質
量
分
析
装
置
と
組
み
合
わ
せ
、 

視
野

１
０
０
μ
ｍ
・
分
解
能
０
・
２
μ
ｍ
の
性
能

を
持
つ
同
位
体
顕
微
鏡
を
世
界
で
初
め
て

開
発
し
た
。

　

こ
の
同
位
体
顕
微
鏡
を
用
い
て
、
ケ
イ

酸
塩
星
間
物
質
と
酸
化
物
星
間
物
質
を
、

隕
石
中
か
ら
世
界
で
初
め
て
発
見
し
、
星

間
物
質
の
中
で
ケ
イ
酸
塩
物
質
が
最
も
多

量
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
説
を
証
明
し

た
。
本
発
見
に
よ
り
、
隕
石
中
の
ど
こ
に
ど

の
よ
う
な
状
態
で
星
間
物
質
が
存
在
し
て

い
る
か
が
明
ら
か
に
な
り
、
太
陽
系
形
成
前

の
歴
史
（
先
太
陽
系
史
）
を
物
質
科
学
的

に
研
究
す
る
道
を
拓
い
た
。

　

ま
た
、
同
位
体
顕
微
鏡
に
よ
り
、
太
陽

系
形
成
初
期
に
形
成
し
た
こ
れ
ま
で
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
新
物
質
を
新
た
に
発
見

し
、
太
陽
系
の
酸
素
同
位
体
異
常
が
こ
れ

ま
で
知
ら
れ
て
い
た
大
き
さ
よ
り
６
倍
大

き
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
時
、
最

も
軽
い
質
量
の
酸
素
で
構
成
さ
れ
る
物
質

が
持
つ
酸
素
同
位
体
組
成
が
太
陽
の
も
の

で
あ
り
、
最
も
重
い
質
量
の
酸
素
で
構
成

さ
れ
る
物
質
の
酸
素
同
位
体
組
成
が
彗
星

の
氷
で
あ
る
と
い
う
予
言
を
し
た
。
軽
い

酸
素
を
持
つ
物
質
か
ら
の
予
言
が
正
し
か
っ

た
こ
と
は
、
後
に
米
国
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
実
施
し

た
太
陽
風
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン

G
enesis

に
よ
り
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　

太
陽
系
形
成
期
最
初
期
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
は
、
最
初
に
Ｃ
Ａ
Ｉ
が
形
成
さ
れ
、

そ
の
後
約
２
０
０
万
年
が
経
っ
て
か
ら
コ
ン

ド
リ
ュ
ー
ル
形
成
が
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
し
か
し
、Ｃ
Ａ
Ｉ
よ
り
コ
ン
ド
リ
ュ
ー

ル
が
先
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
組
織

を
持
つ
物
質
の
存
在
を
初
め
て
発
見
し
、
Ｃ

Ａ
Ｉ
と
コ
ン
ド
リ
ュ
ー
ル
は
同
時
に
形
成
し

た
と
い
う
新
説
を
、
初
め
て
提
唱
し
た
。
こ

の
説
は
、
最
近
の
年
代
測
定
結
果
よ
り
支

持
さ
れ
て
い
る
。

　

分
子
雲
か
ら
太
陽
系
形
成
に
至
る
研
究

に
お
い
て
、
酸
素
同
位
体
組
成
の
時
間
変
化

を
、
光
化
学
反
応
と
原
始
惑
星
系
円
盤
の

形
成
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
組
み
合
わ
せ
、
星
間

物
質
の
化
学
反
応
と
空
間
運
動
に
よ
り
理

論
的
に
解
析
し
た
。
こ
の
理
論
と
隕
石
か
ら

求
め
た
原
始
惑
星
系
円
盤
の
酸
素
同
位
体

異
常
を
組
み
合
わ
せ
、
星
間
物
質
か
ら
惑
星

形
成
に
至
る
物
質
進
化
の
プ
ロ
セ
ス
の
新
た

な
説
を
提
唱
し
、
そ
の
後
の
こ
の
分
野
の
新

し
い
研
究
方
針
の
潮
流
を
引
き
起
こ
し
た
。

　

太
陽
系
形
成
初
期
の
ダ
ス
ト
形
成
の
研

究
に
お
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
程
度
の
太
陽
系

の
酸
素
同
位
体
異
常
は
２
種
類
の
ガ
ス
リ

ザ
ー
バ
ー
か
ら
の
混
合
に
よ
り
作
ら
れ
、
そ

の
２
種
類
の
リ
ザ
ー
バ
ー
は
原
始
惑
星
系
円

盤
中
に
同
時
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
、
Ｃ

Ａ
Ｉ
の
分
析
結
果
か
ら
、
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
リ
ザ
ー
バ
ー
存
在
の
実
証
に
よ
り
、
ダ

ス
ト
形
成
中
の
原
始
惑
星
系
円
盤
の
物
理

化
学
条
件
と
そ
の
時
間
変
動
を
理
解
す
る

研
究
が
開
始
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

最
後
に
、
惑
星
探
査
の
研
究
に
お
い
て
、

は
や
ぶ
さ
、
は
や
ぶ
さ
２
に
よ
る
小
惑
星

サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
推
進
し

た
。
は
や
ぶ
さ
で
は
、
は
や
ぶ
さ
回
収
試
料

の
初
期
分
析
を
担
当
し
、
小
惑
星
イ
ト
カ

ワ
が
普
通
隕
石
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
は
や
ぶ
さ
２
で
は
、
は
や
ぶ
さ
２
回
収

試
料
を
格
納
し
配
分
す
る
特
殊
な
設
備
の

建
設
を
行
な
っ
た
。

　

ま
た
、
米
国
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
鉱
業
技
術
大

学
か
ら
シ
ニ
ア
研
究
員
と
し
て
招
聘
さ
れ
、

同
大
学
の
新
し
い
質
量
分
析
実
験
室
を
立

ち
上
げ
、
先
カ
ン
ブ
リ
ア
時
代
の
ブ
ラ
ッ
ク

ヒ
ル
ズ
花
崗
岩
に
存
在
す
る
不
思
議
な
希

土
類
元
素
組
成
の
解
明
を
行
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
業
績
に
対
し
て
、
平
成
18
年

７
月
日
本
鉱
物
学
会
賞
、
同
18
年
９
月
日

本
地
球
化
学
会
学
会
賞
、
同
24
年
８
月

M
eteoritical Society Fellow

、
同
25
年

８
月G

eochem
istry Fellow

、
令
和
元
年

７
月Leonard M

edal

を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
地
球
化
学
会
会
長
、

同
学
会
副
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、

学
会
の
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
同
人
は
、
地
球
惑
星
科

学
に
お
け
る
宇
宙
地
球
化
学
の
研
究
と
教

育
に
尽
く
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
功
績
は

誠
に
顕
著
で
あ
る
。

（
理
学
研
究
院
）

地
質
調
査
所
（
現
産
業
技
術
総
合
研
究
所
）

に
せ
っ
せ
と
足
を
運
び
、
専
門
の
地
球
惑
星

科
学
だ
け
で
な
く
、
理
学
・
工
学
の
敷
居
関

係
な
く
色
々
な
素
養
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
在
、
私
の
研
究
室
は
「
開
か
れ

た
研
究
室
」
を
実
践
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

楽
し
さ
は
、
こ
の
時
代
に
末
野
先
生
か
ら
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
は
私

が
自
由
に
研
究
す
る
こ
と
を
見
守
っ
て
支
援

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
し
て
、
突
然
、
宇
宙
科
学
研
究
所

（
現
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
の
水
谷
仁
先
生
か
ら
「
ゆ

り
ち
ゃ
ん
、
日
本
も
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
し

た
い
ん
だ
け
ど
、
ど
こ
に
行
っ
た
ら
い
い
の

か
話
し
し
て
よ
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
約
20
年
後
に
、
は
や

ぶ
さ
が
成
功
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
自
由
気
ま
ま
な
私
に
転
機

が
訪
れ
た
の
は
、
東
京
工
業
大
学
理
学
部
か

ら
の
誘
い
で
す
。
当
時
、
東
工
大
で
は
、
中

澤
清
先
生
、
丸
山
茂
徳
先
生
、
高
橋
栄
一
先

生
が
中
心
に
な
り
、
地
球
惑
星
科
学
科
を

立
ち
上
げ
始
め
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
塩
原
の

末
野
先
生
の
別
荘
で
筑
波
大
時
代
最
後
の

ゼ
ミ
合
宿
を
楽
し
ん
で
い
た
ら
、
辞
令
１
ヶ

月
前
に
も
関
わ
ず
、
東
工
大
の
教
室
会
議

に
突
然
呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
会
議
の
最
後

に
初
対
面
だ
っ
た
齋
藤
正
徳
先
生
か
ら
「
あ

あ
、
圦
本
さ
ん
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
す

ね
。
全
く
そ
ん
な
気
が
し
ま
せ
ん
ね
」
と
歓

迎
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
東
工
大
地
惑
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
た

こ
と
も
聞
い
た
こ
と
も
な
い
世
界
最
先
端
の

惑
星
科
学
の
議
論
が
、
く
つ
ろ
ぎ
の
お
茶
の

時
間
の
日
常
で
し
た
。
年
齢
が
上
が
っ
た
せ

い
か
、
大
学
の
事
務
の
方
々
と
も
知
り
合
う

機
会
が
増
え
、
筑
波
大
に
は
な
か
っ
た
歴
史

あ
る
大
学
の
文
化
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

「
新
し
い
大
学
の
仕
組
み
」
を
基
本
理
念
と

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
幼
く
て
こ
の
理
念

を
よ
く
理
解
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

現
在
の
日
本
の
大
学
が
掲
げ
て
い
る
理
念

と
基
本
的
に
同
じ
で
す
。
幸
か
不
幸
か
こ
れ

が
私
の
大
学
を
考
え
る
出
発
点
と
な
り
ま

し
た
。
和
歌
山
の
田
舎
か
ら
出
て
き
た
私
に

と
っ
て
、
茨
城
県
新
治
郡
桜
村
（
現
つ
く
ば

市
）
の
風
景
は
そ
ん
な
に
違
和
感
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
景

色
は
広
大
さ
と
最
先
端
が
入
り
混
じ
っ
た
も

の
で
大
変
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
、
広

大
で
、
殺
風
景
と
思
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
風
景

は
、
現
在
で
は
見
事
に
熟
成
し
、
設
計
者
の

先
見
性
と
芸
術
性
に
感
服
し
ま
す
。
最
先

端
だ
っ
た
シ
ス
テ
ム
・
設
備
は
、
時
代
遅
れ

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
底
辺
に
流
れ
て
い
た

思
想
と
原
理
は
現
在
見
事
に
熟
成
し
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
大
学
の
周
り
に
は
国
立
研
究

機
関
が
建
設
さ
れ
、
筑
波
研
究
学
園
都
市

と
し
て
発
展
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
し
た
。
当

時
の
都
市
全
体
は
、
筑
波
大
学
の
理
念
同

様
に
開
か
れ
て
お
り
、
自
由
に
往
来
が
で
き

ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
恩
師
の
末
野
重
穂

先
生
の
広
い
人
脈
の
お
か
げ
で
自
由
に
行
き

来
が
で
き
、
色
々
な
先
生
方
か
ら
教
鞭
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
特

に
、
無
機
材
質
研
究
所
（
現
物
質
・
材
料

研
究
機
構
）、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
研
究

所（
現
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
）、

略　

歴

生
年
月
日　
　
　

昭
和
33
年
３
月
12
日

昭
和
60
年
４
月　

日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員

昭
和
61
年
３
月　

筑
波
大
学
助
手

平
成
４
年
４
月　

筑
波
大
学
講
師

平
成
６
年
９
月　

東
京
工
業
大
学
助
教
授

平
成
17
年
４
月　

北
海
道
大
学
教
授

圦本尚義 氏
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タ
ー
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
な

ど
、
な
か
な
か
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
所
の

写
真
も
含
ま
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、CoSTEP

や

理
学
部
のfacebook

で
も
、
屋
外
の
画
像
を

中
心
に
背
景
画
像
を
提
供
し
て
い
ま
す

の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
総
務
企
画
部
広
報
課
）

　

４
月
８
日
（
水
）
に
研

究
成
果
最
適
展
開
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
Ａ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

の
「
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
」、「
産

学
共
同
」
事
業
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
鑑

み
、
会
場
で
の
説
明
会
は

中
止
し
、YouTube

で
ラ

イ
ブ
配
信
し
ま
し
た
。
ま

た
、
説
明
会
の
様
子
は
録

画
し
、
開
催
後
16
日
間
、
当
機
構
Ｈ
Ｐ

に
て
視
聴
可
能
と
し
ま
し
た
。
ラ
イ
ブ

配
信
中
は
１
０
０
名
前
後
に
視
聴
を
い

た
だ
き
、
そ
の
後
の
録
画
放
送
の
視
聴

を
含
め
、
合
計
で
約
２
５
０
回
程
度
の

視
聴
が
あ
り
ま
し
た
。
Ａ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

は
企
業
と
共
同
で
提
案
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
多
い
た
め
、
出
張
が

制
限
さ
れ
て
い
る
中
、
遠

隔
の
企
業
担
当
者
に
も
視

聴
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
４

月
末
時
点
で
約
40
組
の
教

員
等
か
ら
提
案
に
関
す
る

相
談
を
受
け
て
お
り
、
産

学
協
働
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
企
業
と
の
共
同
研

究
に
関
連
す
る
支
援
を
行

い
、
研
究
成
果
の
社
会
還
元
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
）

　

北
大
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金
は
、
本
学

の
創
基
１
３
０
年
を
機
に
、
教
育
研
究

の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
自
主
性
・
自
立
性
を
発
揮
し
て
大

学
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
た
め
、
平

成
18
年
10
月
に
創
設
し
ま
し
た
。

　

奨
学
金
制
度
の
充
実
や
留
学
生
へ
の

支
援
な
ど
の
学
生
支
援
を
中
心
に
、
研

究
支
援
、
学
部
等
支
援
な
ど
様
々
な
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
期
限
を
付
さ
な

い
、
息
の
長
い
募
金
活
動
を
す
る
こ
と

「
Ａ—

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
し
た

北
大
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金

北海道大学の近況

と
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
基
金
の
趣

旨
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
４
月
の
ご
寄
附
状
況
】

　

法
人
等
４
社
、
個
人

１
０
７
名
の
方
々
か
ら

４
７
、２
５
７
、６
５
１
円

の
ご
寄
附
を
賜
り
ま
し

た
。
ご
厚
志
に
対
し
ま
し
て
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。（

総
務
企
画
部
広
報
課
）

　

令
和
２
年
５
月
、
基
礎
プ
ロ
グ
ラ

ム
学
部
教
育
コ
ー
ス
３
０
０
名
、
オ

ナ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
部
教
育
コ
ー
ス

１
２
５
名
及
び
基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ム
大
学

院
教
育
コ
ー
ス
36
名
、
オ
ナ
ー
ズ
プ
ロ

グ
ラ
ム
大
学
院
教
育
コ
ー
ス
12
名
の
計

４
７
３
名
が
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
の
各
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
入
校
し
ま
し
た
。

　

新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ

で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
の
北
海
道
大

学
の
行
動
指
針
」
に
基

づ
き
、
令
和
２
年
度

入
校
式
の
開
催
を
中

止
し
、
一
部
挨
拶
や

祝
辞
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

及
び
配
信
し
ま
し
た
。

　

学
部
教
育
コ
ー
ス

で
は
長
谷
川
晃
校
長

代
理
の
挨
拶
と
杉
江
和
男
校
友
会
エ

ル
ム
会
長
の
祝
辞
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

及
び
Ｅ
Ｌ
Ｍ
Ｓ
内
で
配
信
し
、
フ
ェ

ロ
ー
代
表
２
名
の
挨
拶
（
動
画
）
及

び
修
了
生
と
在
校
生
か
ら
の
歓
迎
の

挨
拶
（
動
画
）
を
Ｅ
Ｌ
Ｍ
Ｓ
内
で
配

信
し
、
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
入
校

を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

総
務
企
画
部
広
報
課
で
は
、
５
月

か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
ウ
ェ
ブ
会

議
用
等
で
使
用
で
き
る
バ
ー
チ
ャ
ル
背

景
画
像
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
従

前
よ
り
掲
載
し
て
い
る
「
北
海
道
大
学

広
報
用
写
真
素
材
」
と
し
て
追
加
し
た

も
の
で
、
本
学
構
成
員
は
学
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
利
用

可
能
で
す
。

　

会
議
等
に
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
学

内
の
会
議
室
や
講
義
室
等
の
屋
内
画
像

を
中
心
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

図
書
館
の
自
動
書
庫
や
情
報
基
盤
セ
ン

令
和
２
年
度 

新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
に
４
７
３
名
が
入
校

森順子フェローからの挨拶

在校生 荒幹彦さんからの
歓迎の挨拶

基礎プログラム及びオナーズプログラム大学院教育コースの入校時のオンライン集合写真

「
北
海
道
大
学
広
報
用
写
真
素
材
」

バ
ー
チ
ャ
ル
背
景
画
像
の
提
供
を
開
始

広報用写真素材「バーチャル背景画像」

◆北海道大学理学部facebook　
　＠School.of.Science.HU
◆いいね！Hokudai facebook　
　@Like.Hokudai

A-STEPトライアウト事業説明の様子

北大フロンティア基金累計額
（４月３０日現在）
26,158件  5,120,398,967円

　

大
学
院
教
育
コ
ー
ス
で
は
、
基
礎
プ

ロ
グ
ラ
ム
及
び
オ
ナ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム

共
に
、
５
月
16
日
（
土
）
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
授
業
及
び
入
校
時
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
学
務
部
教
育
推
進
課
）

令和2年度 5月新渡戸カレッジ入校者一覧

入校生数プログラム コース

基礎プログラム 学部教育コース
大学院教育コース
学部教育コース
大学院教育コース

300
36

125
12

オナーズ
プログラム 

　

４
月
30
日
（
木
）、
メ

デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
究
院
附
属
東
ア

ジ
ア
メ
デ
ィ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
の
主
催
で
緊
急
座
談

会
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

の
東
ア
ジ
ア
〜
新
し
い
世

界
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
〜
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
で
集
会
が
で
き
な
い
状

況
を
ふ
ま
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス

テ
ム
「Zoom

」
を
利
用
し
た
座
談
会

をYouTube

で
ラ
イ
ブ
配
信
す
る
方

式
で
行
い
ま
し
た
。
当
研
究
院
で
は
初

の
試
み
と
な
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
カ
ネ
の
移
動
を
遮
断
し
、
国
や
地

域
の
境
界
を
閉
ざ
し
ま
し
た
。
非
常
事

態
に
直
面
し
、
東
ア
ジ
ア
や
欧
州
で
は

地
域
間
の
分
断
や
対
立
が
顕
在
化
し
た

よ
う
に
見
え
ま
す
。
本
座
談
会
で
は
、

東
ア
ジ
ア
各
地
域
に
お
い
て
政
府
が

新
型
コ
ロ
ナ
事
態
に
ど
う
対
処
し
て
き

た
の
か
、
そ
れ
を
メ
デ
ィ
ア
が
ど
う
伝

え
た
の
か
を
報
告
し
、
そ
の
後
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
と
も
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

時
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
展
望

と
課
題
を
議
論
し
ま
し
た
。

　

報
告
は
中
国
・
台
湾
・
香
港
・
韓
国
・

日
本
の
５
地
域
が
対
象
で
し
た
が
、
同

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
東
ア
ジ
ア
」オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

じ
東
ア
ジ
ア
で
も
政

府
と
市
民
社
会
の
関

係
は
地
域
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
り
、
そ

れ
が
新
型
コ
ロ
ナ
へ

の
対
応
策
の
成
否
に

も
少
な
か
ら
ず
影
響

を
及
ぼ
し
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
封
じ
込

め
」
に
成
功
し
た
と
評
価
さ
れ
る
地
域

の
成
功
体
験
を
共
有
で
き
れ
ば
東
ア

ジ
ア
に
新
た
な
連
帯
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
と
期
待
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
現
状
は
、
日
本
と
韓
国
、

中
国
と
台
湾
及
び
香
港
の
対
立
が
表
面

化
す
る
な
ど
、
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
課
題
を
残
し
て
い

ま
す
。

　

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
）
と
あ
っ
て
主
催
者
側
の
不
手

際
も
あ
り
ま
し
た
が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
視
聴
者
は
約
90
人
、
ア
ー
カ
イ
ブ
視

聴
は
１
０
０
人
を
超
え
、
集
会
や
移
動

が
制
限
さ
れ
る
中
で
の
取
り
組
み
と
し

て
は
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

主
催
：
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
究
院
附
属
東
ア
ジ
ア
メ
デ
ィ

ア
研
究
セ
ン
タ
ー

（
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
院
）

座談会の配信画面
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平
成
18
年
に「
北
大
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金
」が

設
立
、以
来
、多
く
の
方
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
が
、よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、

平
成
30
年
よ
り
北
大
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金
の
中

に「
北
大
み
ら
い
投
資
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
北
大
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金

毎月1,000円からの継続寄附ができます!

PCインターネット、スマートフォンもOK!

寄附金の使途を4つの中から指定できます!

税制上の優遇措置

北大みらい投資プログラム

※お申し込み後、ホームページから
　内容の変更や解約が可能です。

クレジットカード決済や口座振替で、継続寄附も利用できます。
たとえば、毎月1000円の寄附金をクレジットカード
から引き落とすことも可能になりました。

寄附したお金の使いみちを「北大みらい投資プログラム」で取り組んでいる
下記の4つのメニューから指定することができます。

❶ 給付型奨学金 ❷ 海外留学・インターンシップなどの資金
海外協定校への派遣や
海外語学研修への支援、
短期留学・研修・国際イン
ターンシップへの支援など
に使うものです。

運動部・文科系サーク
ルへの支援（個別指定
可）、サークル会館、体育
館、グランド整備のためな
どに使うものです。

経済的な援助として、北大
への進学者や修学継続
希望者に、返還の必要の
ない給付金を交付します。

❸ 課外活動などへの支援資金 ❹ 使途指定資金

★最新情報はホームページをご覧ください。

振込用紙のほかにPCやスマートフォンからの支払いが可能。「北大フロンティ
ア基金ホームページ」にアクセスすれば、簡単な操作でクレジットカード決済やコ
ンビニ決済が可能です。

当プログラムへ寄附された方は、税制上の優遇措置「所得控除」が適応されます。

［北大みらい投資で検索］ https://www.hokudai.ac.jp/fund/mirai.html

Hokkaido University Frontier Foundation

北大みらい投資 検索

　

個
人
寄
附
が
し
や
す
く
な
り
、寄
附
金
の
使

途
を
寄
附
者
が
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、新
た
な
使
い
方
が
可
能
で
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、こ

れ
か
ら
も
母
校
な
ら
び
に
学
生
た
ち
へ
の
支
援

の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
!

クレジット
カードから
でもOK

※こちらは下記の「税額控除」も適用となります。

北大みらい投資プログラムは寄附申し込みフォーム「寄附目的」から選択

北
大
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金

特定の学部への支援、
特定の研究分野への支
援などに使うものです。
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評議員会・理事会、多磨霊園墓参、新年交礼会など、今年度の東京同窓会のスケジュール
は、6ページに掲載しておりますが、新型コロナ感染拡大の影響で、開催が延期や中止となる
ことが予想されます。
随時、メールニュースやホームページにてお知らせ致しますので、予めご了承くださいますようお
願い致します。
なお、秋に延期しておりました今年度の「北大東京ジンパ2020」、ならびに本校での「ホームカ
ミングデー2020」（9/26）は中止が決定しております。

2020年３月から開催を見送ってきましたエルム談話室ですが、毎月同窓会会議室に集合して、
講師のお話を聞くような従来の形式での開催は困難な状況にあります。
同窓会会員からオンライン談話室、あるいはウェビナー実施等のご要望をいただいており、今後
どのような形式と内容で実現可能かを検討のうえ、決まり次第メールニュースなどでお知らせい
たします。

お知らせ

エルム談話室について
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内
地
の
人
の
あ
る
あ
る

内
地
っ
て

何
で
す
か
？

北
海
道
以
外
の

本
州
な
ど
の

こ
と
だ
！

そ
し
て
…

こ
れ
だ
け
は

忘
れ
る
な
！

「
ザ
ン
ギ
」＝

「
唐
揚
げ
」で
は

　

な
い
!!

セ
ッ
先
パ
イ
！？

　

豚
汁
は

〝

ぶ
た
じ
る〟

　

棒
状
の

　

も
の
は

〝

ぼ
っ
こ〟

　

ゴ
ミ
は

〝

投
げ
る〟

！

そ
れ
は

イラストⒸ高野葵（H25環境科学院）

ザンギ vs 唐揚げ論争
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か
つ
て
農
林
省
林
業
試
験
場
北

海
道
支
場
と
い
っ
て
い
た
が
、
今
は

長
っ
た
ら
し
く
、
国
立
研
究
開
発
法

人 

森
林
研
究
・
整
備
機
構 

森
林
総

合
研
究
所
北
海
道
支
所
と
い
う
と

か
。
い
や
は
や
こ
れ
に
は
参
っ
て
し

ま
う
。

　

さ
て
、
そ
の
支
場
に
勤
務
し
て
い

た
頃
だ
。
回
っ
て
く
る
試
験
、
研
究

に
使
え
る
予
算
も
充
分
で
は
な
い
。

ま
し
て
営
繕
費
と
な
る
と
雀
の
涙
！

職
員
宿
舎
も
市
営
住
宅
に
頼
る
時

代
で
あ
っ
た
。
支
場
に
勤
め
始
め
て

か
ら
３
年
目
、
や
っ
と
寮
の
一
部
屋

か
ら
開
放
さ
れ
て
職
員
宿
舎
に
入
居

で
き
た
。
や
れ
嬉
し
や
と
入
居
し
て

驚
い
た
！
畳
表
が
ボ
ロ
ボ
ロ
、
歩
け

ば
靴
下
の
裏
は
畳
の
屑
で
真
っ
白
に

な
っ
た
。
係
に
掛
け
合
っ
た
ら
予
算

が
な
い
か
ら
何
か
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
も

敷
い
て
い
た
ら
と
い
う
返
事
。

　

何
か
妙
案
は
な
い
も
の
か
？
定

山
渓
電
車
の
豊
平
駅
付
近
を
歩
い

た
ら
「
八
畳
分
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
あ

り
、
格
安
」
と
い
う
貼
り
紙
を
見

付
け
た
。
お
か
し
な
カ
ー
ペ
ッ
ト
を

求
め
る
よ
り
は
は
る
か
に
安
い
。
長

さ
は
不
揃
い
だ
が
、
立
派
な
マ
カ
バ

材
だ
！
し
か
も
マ
カ
バ
本
来
の
見
事

な
褐
色
材
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
し
よ

う
！
ぼ
ろ
の
畳
は
支
場
の
倉
庫
で

預
か
る
と
い
う
。
早
速
マ
カ
バ
の
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
敷
の
部
屋
に
変
身
と
い

う
わ
け
だ
。
だ
が
後
の
こ
と
を
考
え

て
、
釘
は
打
た
な
か
っ
た
。
年
月
が

流
れ
て
彼
ら
は
江
別
の
丸
太
小
屋
で

今
も
生
き
延
び
て
い
る
。

　

同
じ
頃
、
北
海
道
産
の
主
な
カ
ン

バ
属
の
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
、
シ
ラ
カ
ン

バ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
優
良
個
体
と
優

良
林
分
を
見
付
け
て
育
種
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
カ
ン
バ
属
の
育

種
」
と
い
う
研
究
項
目
が
あ
っ
た
。

中
で
も
注
目
さ
れ
た
の
が
、
ウ
ダ
イ

カ
ン
バ
（
マ
カ
バ
）
で
あ
っ
た
。
こ

の
カ
ン
バ
は
利
用
す
る
立
場
で
は
マ

カ
バ
と
メ
ジ
ロ
カ
ン
バ
を
区
別
し
て

い
た
。
材
と
な
っ
た
と
き
、
白
味
が

多
く
赤
味
が
少
な
い
の
が
メ
ジ
ロ
カ

ン
バ
で
、
白
味
が
薄
く
赤
味
が
多
い

の
が
マ
カ
バ
で
価
格
も
断
然
高
い
と

い
う
の
だ
。
な
ら
ば
伐
採
し
な
い
で

外
見
か
ら
マ
カ
バ
と
メ
ジ
ロ
が
見
分

け
ら
れ
な
い
か
と
探
し
続
け
た
が
、

う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
後
ど

う
な
っ
た
か
？
新
し
い
手
立
て
は
見

つ
か
っ
た
だ
ろ
う
か
…
。

絵
と
文　

鮫
島
　
惇
一
郎

ウ
ダ
イ
カ
ン
バ（
マ
カ
バ
）

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
今
号
は
記
事
投
稿

が
少
な
く
な
る
と
思
い
き
や
、
各
方
面

で
活
動
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
か
ら
た
く

さ
ん
の
原
稿
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
文
面
や
校
正
を
や
り
と
り

す
る
中
で
、
現
状
を
冷
静
に
捉
え
て
い

る
こ
と
が
伺
え
元
気
を
も
ら
っ
た
。
花

見
も
ジ
ン
パ
も
飲
み
会
も
な
く
味
気
な

い
春
夏
だ
っ
た
だ
け
に
、
逞
し
い
ス
ピ

リ
ッ
ツ
を
尚
更
感
じ
た
気
が
す
る
。

　

次
号
で
は
今
年
開
催
で
き
な
か
っ
た

北
大
東
京
ジ
ン
パ
の
お
知
ら
せ
が
で
き

る
と
い
い
の
だ
が
。
同
窓
生
の
み
な
さ

ま
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
！

（
島
田
久
）


